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本調査 は、 日本 自転車振興会の機械工業

振興 資金に よる 「昭和45年 度情報処理 に

関 する調査研究補助事業」の一環 として実

施 し～た ものです。
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序 に 代 え て

わが 国 に おけ る情 報 処理 は,著 しい進展 を逐 げ て い るが,行 政 機 関 や企 業

が 指 向 す る ところ の 経 営 情 報 シス テ ムの形 成 に は,情 報 の体 系 化,高 度 な

ソ フ トウェア の開発 等 多 くの 問題 が 残 され てお り,近 年 は と くに,コ ン ピュ

ー タ利 用 に対 す る反 省 が な され再 評 価 され つつ あ ります 。

一 方
,ソ フ トウェ ア開 発 業,情 報 処 理 サー ビス業 等 の 産業 は,地 道 に基盤

が整 備 され な が らも,ユ ーザ ー の要 求 に応 じる には,ま だ 十分 な体 制 に あ る

とは いえ ず,わ が 国 の情 報 処理 の高 度 化 のた め には一 層 の 助成 が要 請 され て

お ります。

当財 団 で は,こ れ らの命 題 に対 処 す るた め,関 係官 公 庁 の ご協 力 を得 て

「第3次 海外 情 報処 理 実 態 調査 団 」を昨 年10月18日 か ら11月16日 まで

の30日 間 にわ た り米 国,西 独,仏 国 の3ヵ 国 に派 遣 しま した。

そ の結果,米 国 では,ソ フ トウ ェア ・ハウス,タ イム ・シェア リング ・サ ー ビ

ス会 社 が経 済 不 況 下 にお い て一 つ の転 機 に立 ち,こ の種 の 産業 で は 高 度 な技

術 と得 意 な 分野 を開拓 す る ことが 要 請 され てお り,ま た 西 欧 では,小 型 コ ン

ピュー タに もユ ー ザ ー の需 要 に応 じた 多彩 な ソ フ トウェ アが 要 求 さ れ積 極 的

に 開発 され て い る こと,さ らに また 全般 的 には欧米 の ソフ トウェア ・ハウス・

何 等か の手 段 で 日本進 出 を望 ん でい る こ とな どが把握 で きま した 。

こ こに 実 態調 査 の詳細 を取 りま とめ 報告 書 と して発行 い た しま す の で,広

く各 方面 の ご参 考 に なれ ば幸 甚 に 存 じます 。

最 後 に本 調査 実 施 に ご尽 力下 さっ た調 査 団 各位 お よび ご支 援 を賜 わ っ た 関

係 各位,と くに駐 日仏 国大 使 参 事官(科 学技 術 担 当)マ ル ク ・デ ュプイ官,在

日西 独 大使 館 参 事官(科 学 技 術担 当)ウ ィル ヘル ム ・ザ ール両 氏 に心 よ り感

謝 の 意 を表 します 。

昭 和46年2月

財 団法 人 日本情 報 処 理 開 発 センター

会 長 難 波 捷 吾
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

米 欧 諸 国 に おけ る情 報処 理 お よび 情 報処 理 産 業 につ き,そ の実 態 を調査

す る とと もに,各 国 で の 発展 の背 景 と今後 の動 向 を把 握 し,わ が 国 に おけ

る情 報 処 理 産 業 の 発展 に 資す る こ とを 目的 とす る。

2.調 査 事 項

(1)情 報 処理 産 業 界 に おけ る情 報 処 理 シス テ ムな らび に ソ フ トウエ アの開

発 とサ ー ビス の実 態 お よび需 要 動 向

② 情 報 処理 サ ー ビス お よび情 報 提供 サ ー ビスの 現 状 と将 来 の方 向

③ ユ ーザ ー にお け る情 報処 理 の た めの コ ン ピュ ー タの高 度化 利 用 の 動 向

(4)情 報 処 理 産 業 に 進 出 す る一 般 企業 の サ ー ビス 内容 と将 来構 想

(5)標 準 化,教 育,制 度 等 情報 処 理 に関連 す る事 項

5.調 査 対 象 国

米 国,西 独,仏 国 ユ

4.調 査 時 期

出発

帰国

昭 和45年10月18日

米 国10月18日 ～10月27日

西 独10月28日 ～11月7日

仏 国11.月8日 ～11月15日

昭 和45年11月16日
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1総 論

1ア メ リ カ

1-1最 近 の コン ビ=。一 夕業 界

ア メ リカvateけ る コ ン ピュー タ業 界 の売 上げ は1970年 に120億 ドル と見

込 まれ,1969年 に 比 し20%の 伸び を見 せ,コ ン ピュー タ の 出荷台 数 も19

70年 当初 約18,000台(34億 ドル)に 達 す るで あ ろ う(DieboldGroupの

推測 に よる)と され てい て,ア メ リカ経 済 の リセ ッシ ョンに もかか わ らず,

コ ン ピュー タ産 業 は依 然 と して拡 大 して い る もの と見 られ て い た が ,最 近 で

は コン ピュー タの 出荷 台数 が16,000台 にな る もの と推定 さ れ,ア メ リカの リ

セッシ ョンは,コ ンピュー タ業 界 に も相 当 強 い影 響 で与 えて い る点 も少 なか ら

ず あ る と感 じ られ た 。特 に,大 型 の コンピュータに つ い ては 最 近 出荷 伸長 度 が

著 し く鈍 り,僅 か な が らも下 降 を見 せ てい る こ と,多 くの ソフ トウェ ア開 発

会 社,計 算 サー ビス ビュー ・が相 次 いで倒 産 あ るいは 合 併 に よって 消滅 して

い る こ とな どが 目立 っ て い る。

金 融引締 め政 策 の影 響 を受 け て群 小 の ソフ トウェ ア会 社 やサ ー ビス ビュー

ロが資 金 的 な行 づ ま りを生 じ(一 時 期 の よ うに新 規発 展 産 業 と して比較 的容

易 に資 金 の供 給 が 得 られ た こ との転 換期 が きて)よ ほ ど しっ か り した基礎 を

もた ない ものは 消 滅 して ゆ き,よ り大 きな力 の あ る もの に 吸収 さ れ寡 占化 の

方 向 をた ど りつつ あ る こ とは,既 に1969年 頃 か ら指 摘 され て いた が,1970

年 にはそ の 傾 向 が一 層 強 ま っ て い るの では ない か と見 られ る。

大 型 コ ン ピュー タの停 滞 に 関 して は,そ の 理 由 と して,リ セ ッシ ョンに伴

う企 業の 設 備 投 資 の減 少 に ある と して い る。 設備 投 資が 削 減 され る と きは,

特 に 大型 コ ン ピュー タの 増 設 が 見送 られ る度 合 が 高 い の で は ない か と見 られ

て い る。 しか しなが らわ れ われ が見 た限 りでは,例 え ばCrysler社 に して も

TheProcter&Gamble社 に して も大企 業 が 全社 的 世 界 的 規 模 を もっ て,

経 営 管理 シス テ ムを開 発 して,大 型 のコンピュータが 導 入 されてい る。 この よ

一3一



うな こ とか ら見 て も大 企業 が経 営 の合 理化 に コ ン ピュ ー タ を活用 す る方 向は

そ う下降 してい る とは 思 わ れ ない。 この 点 か ら見 る と コ ン ピュー タの停滞 は

一 時 的 な 現 象で ,特 殊 な事情 い い か えれ ば宇 宙 開発 や国 防 予 算 の 削減 の影響

が最 もコ ン ピュー タ産 業 に端 的 に 現 われ てい る もの で は なか ろ うか 。

衆 知 の とお り宇 宙 開発 や国 防 予 算 の膨 大 な国家 投 資は,ア メ リ カコ ン ピュ

ー タ産 業 に直 接 間 接 大 きな支 柱 に なっ て いた 。特 に複雑 な科 学 計 算 用 の有 力

な武器 として大 型 コ ン ピュー タが駆 使 さ れ た し,ま た宇 宙 や 国防 関 係 の産 業

も大型 コ ン ピュー タの 大 き な 需 要 者 で あ る。 した がっ て これ等 の国 家投 資

の 削減は 集 中 的 に大 き な影 響 を科 学 計 算 を主 体 とす る大 型 コ ンピ ュー タ業界

に与 え る こ とに な っ た も の と 見 ら れ,リ セ ッ シ ョ ン の 影 響 で特 に 軍

需 産 業 宇 宙 開 発産 業 等 が 設 備 投 資 を 削減 せ ざ る を得 ず,こ れ 等 が 大型 コ ン

ピュー タの 最 大 需 要 者 で あ っ ただ け に,そ れ が大 型 コ ン ピュー タに一 層 多

くの影 響 を与 え てい る もの と見 るべ き であ ろ う。企 業経 営 再 やMISの 分野

にコンピュータが駆 使 され,ま す ます 拡 大 され て行 くこ とに な るが,こ の新 分

野 は,莫 大 な国家 投 資 に よ る科学 計 算 の 分野 とは 異 る点 もあ り,か つ,規 模

の 点 で も小 さ くて,今 ま で の よ うに大 型 コン ピュ ー タ需 要 の 急 速 な拡 大 は 困

難 で あ るか も しれ な い 。 この意 味 か らも現 在 の停 滞 は一 時 的 な現 象 で あっ て

今 後 遠か らず快 復す るで あ ろ うと しな が ら も,大 型 コン ピュ ー タ の伸 び率 は

余 り大き くな く,む しろ小型,超 小型 コンピュータが大 いに伸 展 す るで あろ うと見

られる。1970年 で も小型 コン ピュー タの のび は極 め て顕 著 でそ の 出荷 台数 は

総 台数18,000台 に対 して13,000台(全 出荷 台 数 の70%)と 見 られてい る

こ とは見 逃 が す こ とが で き な い。

1-2変 貌期 の 実 例

ア メ リカの コ ン ピュー タ業 界 は膨 大 な国 家 資 金 の投入 に さ さ え られ て一 大

発 展 を とげ た が 前述 の とお りい ま,よ うや く一 つ の転 換期 に入 り,新 しい分

野 の拡 大 に模 索 し検 討 し努 力 して い る ので あって,そ れが い ろい ろな変 化 を
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与 えて い る の では な い だ ろ うか,XDS社(XeroxDataSystemlnc.)

で も この 点 か ら見 て印 象 的 で あ っ た こ とは,Xerox社 との合 併 の効 果 と

して,新 規 分 野 の開 拓 に あ りと してい た こ とで あ る。XDS社 の 前 身 で ある

SDS社(SeientificDataSystem)は 科 学 技 術 用 計算 機 で あっ て'

そ の売 上 げの90%が この種類 の もの で あ り,事 務 用は10%に 満 た ない。 こ

の こ とが 新 事 態 に 充 分対 応 しきれず,資 金 面 の不 足 を補 うと共 に 事 務 機 器 の

雄Xerox社 の販路 と能 力 を加 え て今後 の新 分野 に飛躍 しよ うと考 え てい る

もの と見 られ る。

SDC(SystemDevelopmentCorporation)は,そ の売上げの80%

以 上 を軍 に依 存 してい た が,そ の増 加 の見 込 のないの と,あ るい は 削減 の 予測

の もとに,新 たに 軍以 外 の分 野 に進 出 す る こ と も意 図 して1969年 会 社 組 織

に変更 したが,1970年 は 軍 に対 す る売上 げ が 減 少 し民間 部 門 に対 す る売上

げ は増 加 した もの の 占め る比 重 の 関係 か ら減 収 に な らざる を得 な い こ とに な

っ て い る 。 同 社 は軍 関 係 の 仕 事 を通 じて 得 た 技 術 的 蓄 積 を も と に して,

新 た な 分 野 に 積 極 的 に 進 出 し よ う と し て い る が,そ の 分 野 と して は,

パ ブ リ ッ ク シ ス テ ム に 重 点 を お き警 察 関 係 ,交 通 関 係,教 育,図 書 館

関 係,環 境 研 究 等 に 着 々手 を つ け て い る 。 同 時 に コ マ ー シ ャ ル シス テ

ム部 門 を 開発 しこ の分野 では 積 極 的に 計算 サ ー ビス の実 施 に も手 をつ け てい

る。 これ らは いつ れ も将 来 ¢)NASA若 し くは軍 関係 の仕 事 か らの脱却 を図

っ て い る と もいえ る もの で あるが,国 家投 資関 係 で ない もの につ い ては,開

発 資 金 の 調達,プ ロジェ ク トの規模 の小 さ い こ とな どが重 要 な問題 となっ て

toり,資 金 の調達 がSDCが 会 社組 織 に変 っ た最 も大 きな理 由 とされ て い る。

以 上 の2社 に見 た こ とは ア メ リカ の今後 の コン ピュー タ業 界 の あ り方 を端

的 に示 して い る もの と見 られ るが,更 に これ を深 く突込 ん で み る と,相 当 大

きな変 化 が広 汎 に 生 ず る こ とが 推測 さ る。 まつ 非常 に大型 の ソ フ トウエ ア会

社 は殆 どNASA,軍 関係 の大 きな仕 事 をか かえ,ま た資金 的 に も国 の 財 政 に

支 え られ て比較 的余 裕 を もっ て事 業 を発 展 させ て きたが,こ の処,急 に 方 向 を
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転 じて新 しい 分野 に進 出 して きた。 従来 数 多 くあ っ た鮮 少 の ソフ トウエア会社

は この際 二重 の 影響 を 受 け ざ るを 得 な い。 まず,大 型 プロジェク トの 受託 ソフ

トウエア会社 が比較 的小 さな システム,プ ログラム等を下請 に出 して くれて いたのが と

りや め られ る のみ な らず,今 ま で我物 と考 え てい た 分野 に巨大 な競 争 者 が現

わ れ る とい う こ とで あ る。 しか も これ らは長 年 培 か っ た高 度 の技 術 の蓄積 と

人 材 を もっ て い る。他 面,最 も大 きな得 意先 で あっ た軍 需 産業 や宇 宙 関 係産

業 は事 業 を縮 少 して,外 注 に出 して い た もの も 自 ら賄 う体 制 に なっ て い る。

TSS(タ イム'シ ェア リング'シ ス テ ム)の サ ー ビスは 従 来 大 企業 が主 と

して科 学 計 算用 に利 用 して い たが,い つれ も主 と して 自己所 有 の コ ン ピ ュー

タの 不足 を カバ ー して い た だけ に こ の と ころ利 用が が た落 ちでT.S.Sサ ー

ビス 会 社 の 中には 極 め て苦 しい立 場 にお ちいっ てい る ものが 相 当 あ る よ うに

見 受 け たが,ソ フ トウエア 会社 も同 様 の ことが い え る。 しか も大 企 業 に つ い

て みれ ば,そ の経 営 管 理 につ い て の大 きな シス テ ムは い つ れ も 自己 開 発 が 主

体 で,よ ほ ど基本 的 な シス テ ムで ない 限 り外部 の力 を必 要 と しな い。 む しろ

TheProcter&Gamble社 の ご と きは 自己 の開 発 した有 効 な シス テ ムは

外 部 に販 売 す る位 の 自信 を持 っ て い る。

この よ うな情 勢 の 中 に あ って は,特 殊 な分野 にお いて他 の追 従 を許 さ ぬ独

得 の開 発 能 力 を もっ て い るか,相 当 大 きな資 金 と,多 数 の人 材 を もっ て 高度

の 開 発能 力 をそ なえ るか しな くては 生 存 は 不可 能 に近 い 。 ま してや軍 関 係等

の 場合 は,開 発資 金 調 達 の 心配 は な か った が国 家 投 資以 外 の もの につ い て は

開 発 資 金 の手 当 が極 めて 重要 に な り,資 金調 達 能 力 が な い と脱 落 せ ざ る を得

な い。 しか も前述 の よ うに1969年 以 来 金 融 引締 の措 置 に より一 時 もて は や

され た情報 産 業 に も きび しい 取 捨 選択 が行 わ れて きて時代 の花 形 コ ン ピ ュー

タ産業 も冷 い風 が 吹 き こん で い る。 この た め群小 の ソ フ トウエ ア会 社 や サ ー

ビス ビュー ロは,再 編 成 さ れ ざる を得 ない。 これ は小 さな もの だけ で な く,

最 近 破産 した ソ フ トウ エア会 社 の雄CAI社(ComputerApPricatio-

nsInC.)も これ とい う有 力,独 特 の能 力 を もたず 事 流 に の っ て事業 を拡
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大 した こ とが 資金 の手 づ ま りと共 に失 敗 した もの と見 られ て い る。

1-5将 来 の 展 望

一 つ の転 換 期 に遭 遇 して ア メ リカの コ ン ピ ュー タ業 界 は可 成 の動 揺 を示 し

て い る よ うに 見 え る し,ま た この時期 に相 当 の 再編 成 が行 わ れ る こ と も予測

に難iく な い。宇 宙 開発,軍 需 等 に よっ て 培養 され た高 度 な技 術 は1つ1つ の

プ ロ ジェ ク トが小 型 で も着 々 と企 業 もし くは行政 の システ ムの 中 に浸透 して

新 しい 分野 を開 こ う と して い る。 も と より質 も量 も異にす るた め従 来 の業 者

が 従 前 の ま まで 残 り伸 び て ゆ くとい うこ とは考 え られ ない 。

1969年 以来 の 混乱 は過 渡 期 で あっ て,今 日は まだま だ コ ン ピュー タ利 用

は 初 期 の段 階 で ある。 ソ フ トウ エ アの効 率 が著 し く改 善 さ れ た こ とに よ り,

コ ン ピュー タの用途 は なお 拡 大 して ゆ くこ と,ま た一 般 的 にい って 極 めて 使

用 効 率 の 高 い 小型 コ ン ピュー タが今 後 著 し く伸 び る こ と。 今 日殆 ど見 るべ き

ほ どで もな い情 報 サ ー ビス が増 加 す る こ とな どか ら見 て,一 時 的 な大 型 コン

ピ ュー タの停 滞 は あって も,長 期 的 に コン ピュー タ の利 用は な お発 展 しつ づ

け るで あろ う との強 気 な意 見 はDieboldGroupか らも聞 か さ れ た。 確 か

に コ ン ピュー タ利用 の分 野 は ま だ比 較 的 限 られ た範 囲 に止 まっ て い て将 来 に

は無 限 に近 い拡 が りを もって い る ともい え よ う。 た だDieboldGroupの 指

摘 して いる よ うに ソ フ トウエ ア の改善 に よっ て何 処 まで新 分 野 が急 速 に伸 び

るか ユ ー ザの需 要 に どの よ うな形 で答 え て ゆ くか が コン ピュー タ業界 に とっ

て 今後 の 大 きな問題 で あ る。 機 器 と しては 小 型 コン ピ ュー タ と同様 に ミニ コ

ンピュータ,周 辺 装 置,リ モ ー トター ミナル装 置 の発 展 が期待 され るが これに

伴 うソフ トウエ アお よび サー ビス が うま く発 展 しな くて は な らぬ し,こ れ に

応 じた態 勢 を と り うるか否 か が 今 後 の ソ フ トウエ ア業者,サ ー ビス業 者 の 成

否 の別 れ途 に な ろ う。

い つれ に して もユー ザ の使用 しやす い小 型 コン ピュー タは,機 器 の中 に プ

ロ グ ラ ムを 内臓 す る もの で あっ て単 な る電 子機 器 では ない。 数 値 制御 機 器,
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医 療 分折装 置,環 境 コン.ト・一ル シス テ ム,各 種 の事務 処 理 システ ム等広 汎

に亘 って活 用される と見 られ るが,単 純 な ア プ リケ イ シ ョン プ ログ ラム な どは

反 って 色 あせ る 拾そ れ も あ る。 今 後 の ソフ トウエ ア開 発 は よ り高度 な プ ログ

ラム パ ッケー ジに主 力が あ り,こ れ を 開発 す る能 力 の な い ものは新 時 代 に即

応 出来 ない もの と もいえ よ う。 なお,ア メ リカで 今後,現 実 的 に大 きな プ ロ

ジ ェ ク トと して考 え られ て い る ものは,公 害対 策 問題,交 通対 策問題,医 療

関 係,学 校 教育 関 係等 々の パ ブ リ ック ・サ ー ビス の ものが 予測 され,既 に こ

れ 等 に対 しては 研 究 に着 手 され て い るが,企 業 のMISの 方向 につ い て も根

底 を なす デ ー タ ・マ ネー ジメ ン ト,フ ァイ ル ・マ ネー ジ メ ン トシステ ムの開

発 が広 い テ ー マ と して 考 え られ て い る。 ・

●
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2西 ドイ ツ

2-1西 ド イ ツ に お け る コ ン ピ ュ ー タ

西 ド イ ツ に お け る コ}ン ピ ュ ー タ の 設 置 は 毎 年30%以 上 の 伸 び 率 で 増 加 し

て お り,そ の 設 置 台 数 は,1968年670台,(12億 ド イ ツ マ ル ク)1969

年840台(16億 ド イ ソ マ ル ク)1970年1,172台(23億 ドイ ツ マ ル ク)

で あ っ て1970年7月 現 在 設 置 総 台 数 は7,259台 に 達 し て い る 。 こ の 規 模

は ほ ぼ,わ が 国 と 同 じ で あ る ・ し か し な が ら米 国 と比 較 す る とGNP10億

円 当 り米 国 が90台 に 対 し て 西 独 は53台 従 業 員100万 人 当 り米 国 が965

台 で あ る の に 対 し て 西 独 は265台 で 西 ド イ ツ で は 今 後Aだ ま だ 大 い に 伸 び る で

あ ろ う と し て おb,1978年 に は21,000台 ～25,000台(320億 ～

350億 ド イ ツ マ ル ク)の 増 設 を 予 測 し て い る 。

機 種 別 に 見 る と,IBM61.9%,Univac6.9%,CDC6.6%,Bull/

GE4.7%,Honeywel12.5%と,ア メ リ カ の コ ン ピ ュ ー タ が そ の 大 部 分 を

占 め て お り,西 ド イ ツ 国 産 機 はSiemens12.6%,AEG-Telefunken

2.9%,Zuse1.2%と17%弱 に 過 ぎ な い 。 西 ド イ ツ政 府 は 国 策 と し て 国 産

機 の 増 強 に 力 を つ く し て い る が 将 来 国 産 機 の 比 率 が 増 大 す る か ど うか に つ い

て は,確 た る 見 通 しは も っ て い な い よ う で あ る 。

西 ド イ ツ の コ ン ピ ュ ー タ の 用 途 に つ い て は 判 断 と し た 数 字 は つ か め て い な

い 。(目 下 経 済 省 で 調 査 中 と の こ と で あ る。)し か し な が ら一 般 的 に 述 べ る

と,科 学 計 算 用 の も の が 多 く,ま た生 産 管 理 用 も 可 成 り多 い 。 た ×'将来 の 方

向 と し て は,経 営 管 理 面 の 分 野 に 重 点 が お か れ て い る と 見 ら れ て い る 。 現 在

の 水 準 と し て は,や は り 計 算 統 計 表 の 作 成 な ど の 大 量 事 務 の 事 後 処 理 用 が 大

部 分 で あ り,生 産 販 売 在 庫 等 の 管 理 用 な ど の 高 度 利 用 は 少 く 余 り 高 い 水 準 に

は な い よ うで あ る 。
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コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 を 業 種 別 に み る と(1970年7月 の 西 ド イ ツDiebold.

の 調 査 に よ る)次 表 の と お りで あ る 。

鉄鋼 金属 造船 航空機 精密機械等

電子工業 事務機械

化学工業

繊維 皮革

食 品工業

石 油

通信販売業

金融 保 険

鉄道 郵便

出版 新聞放 送

公益事業

官 公 庁

試験研究所

農林水産

独独立計算 センター

そ の 他

12.9%

9,6

5,7

3.7

4.5

1.0

12.2

13.8

2、8

2.9

2.8

5,1

7,8

1.0

5.4

9.8

■

2-2企 業 育 成 の5カ 年 計 画

1967年 を起 点 とす る西 ドイ ツ政 府 の電 子 計 算 機育 成 の 中 期5カ 年 計 画 は

1971年 を もっ て一 応 の終 期 が 来 るが,そ の 内容 につ い ては 既 にわ が国 に お

い て も可成 り知 られ て い る。 しか し,そ の 具体 的な 内容 を見 る と,1967年

に は集 中 的 に電 子 計 算機 メー カに対 す る融 資に 重 点 が おか れ て実 施 され,68

年 か ら新 制 度 と しての テ ー マの デ モ ンス トレー ショ ン ・プ ロジ ェク トに対 し

て の補 助金 制 度(補 助率25～35%)が 発 足 し補 助対 象は ハ ー ドウエ ア のみ
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な らず ソフ トウエ ア を も対 象 と してい る。1970年 の補 助金 額 は3000万 ドイ

ツマ ル クで あるが,従 来 ま で の実 績 を見 る と,5カ 年 計 画 の対 象は 殆 どSi-

emens1社 に 重 点 が お かれ てk・ り(対 象 と してSiemens社 以 外 に 有 力 な

ものが な か っ たか らで も あろ うが)政 府 の助 成 策 は とbも なfoさ ずSieme-

ns社 助 成 策 で あ る との声 も聞 か れ た。 この補 助金 は補 助事 業 が 成功 して収

益 を あげ た場 合 に は返 済 す る こ とに な っ てお り,わ が 国 の工業 化 試験 補 助金

に 似 た性 格 の もの で あ る と思 わ れ る。

な お5カ 年計 画 では デモ ンス トレー シ ョン ・プ ロ ジェ ク トの 開 発 を一 つ の

大 きな 目標 と してか か け て い るが,そ の実 施状 況 は,次 の4つ の プ ロ ジェ ク

トに つ い て相 当 の進 展 を 見せ て,そ の 一 部 は試 験 的実 施 の段 階 に 入 っ て い る

との こ とで あ る。

a電 報 の現 金 勘定 の 自動 化 シス テ ム

b特 許 情 報 の提 供 シス テ ム

c政 治 情 報 の デ ー タバ ン ク ●シス テ ム

d犯 罪 情報 の検 索 シス テ ム

な お,病 院 管 理,教 育,交 通 関係 の プ ロ ジェ ク トを取 り上 げ る こ と を考 慮

して い る。

以 上 のほ か に1970年 度 か らは経 済 省 が主 体 と なっ て,特 定 プ ログ ラム に

対 す る補 助金 制 度 が 設 け られ たが,こ れ に つ いては 次節 に譲 る。

2-3ソ フ トウ エ ア の 開 発

西 ドイ ツ に お け る 国 産 機 の ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 は 明 確 な デ ー タ は な い が,

ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 の 主 体 は 殆 ど コ ン ピュー タ ・メ ー カ で あ づ て 一 部 が ソ フ ト ウ

エ ア 会 社 に よ っ て い る 。 ユ ー ザ だ け に よ る 開 発 は 殆 ど な い と さ れ て い る
。

(わ れ わ れ が 訪 れ たAEG-Telefunken社 は,自 社 の シ ス テ ム,お よ び プ ロ グ

ラム を殆 ど自社 内 で 開発 して お り,こ れは,Telefunken関 係 の 会 社 で あ る た め ,特 異

な も の で あ っ た と もい え ようo)西 ド イ ツ に おい ては,コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 がIBM
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を主 体 とす る ア メ リカの 企業 の勢 力下 に あ リハ ー ドゥ エ ァ とと もに ソ フ トウ

エ アの 提供 を受 け てい た た め,コ ン ピュー タ ユー ザ が充 分 な開 発要 員 を 自 ら

もっ て い な い こと。 ア メ リカの メー カ との激 しい競 争 に打 勝 っ て販 売 を伸 ば

す た め に メー カ 自 らが ユ ーザ の プ ログ ラ ムを開 発 して,ハ ー ドウエア に付 け

て 売 らざ る を得 な い ことが,こ の よ うな形 に な っ た もの と思 われ,Siemens

社 に は3500名 に 及 ぶ セー ルス マ ンが あっ て これ が ユ ー ザ に対 す るサ ー ビス

を提供 して ユ ー ザ特 有 の応 用 プ ・グ ラ ムの 作 成 を援助 して い る。

西 ドイ ツに おけ る ソフ トウエ ア企 業 と して は,従 業 員20人 ～100人 程

度 の もの が10社 程 度 で あ り,40～50社 が そ の 他 に ある とされ て い るが,

い つ れ も従 業 員5人 以 下 の小 規 模 で コ ンサ ル タ ン ト業務 的 の もの で あ る。 ユ

ー ザ にお け る ソ フ トウ エア要 員 の 不 足,ソ フ トウエ ア開発 の費 用の 増 加等 の

た め将 来 この よ うな ソ フ トウ エア企 業 の活 躍 の余地 は 充 分 に あ る と見 られ て

い るが,現 状 で は特 種 な もの を除 くと余 り活溌 で あ る とは 思 え ない 。 ソ フ ト

ウ エ ア産 業 の 振 興 策 と して西 ドイ ツ政府 は先 に述 べ た よ うに5カ 年 計 画 の

一 環 として 「デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ログ ラム 」の開 発 に対 す る補 助 金制

度 を設 け て い るが,現 実 には これは 殆 ど メー カに対 す る補 助 で あっ て,ソ フ

トウエ ア企業 に は そ う大 きな もの は な い。事 実 われ わ れ が 調査 した先 で も一

部,RechenInstitutf召rdasBauwesenが 政 府 補 助 金 を受け て土 木 建

築 関係 の ソ フ トウエ ア開発 に 資 して い る よ うに 見 え た が,こ の制度 に よる も

の では な い よ うに も見 受 け られ た。

「デモンス トレー シ ョ ン ・プ ログ ラム 」の 開発 補 助 金 は 科学 研 究 者 に よっ て

実 施 さ れ て い るが,1970年 か ら経 済 省 が主 体 となっ て 新 た に特 定 プ ログ ラ

ムに 対す る補 助 金 制 度 を発 足 させ て い る。 この 制度 は特 定 プ ロ グ ラム の開発

に対 して開発 費 の40%を 補 助す る もの で,そ の補 助金 総 額 は70年 度300

万 ドイ ツマル ク(71年 は よb増 額 す る との こ とで あ る。)で ある。 そ の補 助

対 象 ソ フ トウエ ア と しては,① 特定 のコンピュータか らlndependentで あ る こ と。

② 多 くの 企業 に 適 用 す る こ とが で きる こ とで あ る。 そ の具 体 的 な対 象 プ ・ ジ
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エ ク トと補 助 対 象企 業 につ い て は経 済省 は 発表 出来 ない と して い たが,一 般

的 な例示 と しては例 えば ① 総合 建 築構 造 計算 用 プ・グラムの よ うな総 合 的 シス

テ ム② デ ー タ バ ンク 用 シス テ ム③CADCDI用 シス テ ム等 が あげ られ て い

る。 補 助 の対 象 を決 定 す るには 専 門 的 な知 識経 験 を 有す る大 学教 授,政 府関係

職 員 等 か らな る 「専 門家 委 員 会 」の 勧告 に基 い て経 済 省 が 決 定 す る こ とに し

て い る。'

ソ フ トウエ ア の 委 託 発 註 を行 うわ が国 の情報 産業 振 興 事 業 団 と40%の

補 助金 を提 供 す る西 ドイ ツの この制 度 とは い ろい ろの点 で相 異 が あるが 補 助

対 象 と して条 件は 可 成 り似 た ものが あ り,対 象 の具 体 的 な決 定 につ い ては,

大 い に注 目 され る と ころ で あ るが,ま だ具 体 的 な 内 容 は余 りつ めて ない よ う

で,今 後 の委 員会 ま ち では ない か と感 ぜ られ た 。 この 制度 に 対 す る一 般 的 な

受 け入 れ 方 で あ るが,わ れ われ が訪 れ た訪 問 先 で は ま だ 強 い反 応 は見 られ

なか っ た。 そ もそ も西 ドイ ツの 企業 は独 立 独 歩 の 気 が 高 く,経 営 の 自由 に徹

す る 気 概 が 強 く見 られ 政 府 依存 か ら くる政府 の 介 入 を欲 してい ない こ とに

もそ の大 き な理 由 が あ る とみ られ る。 しか し一 つ に は 今 ま での 西 ドイ ツの 政

策 が メ ー カ特 にSiemens対 策 に重 点 が あっ た ことに対 す る不 信感 もあ る

の か も知 れ ない と思 われ た。Aivで も期待 を しな い とい い なが ら も本 当 に

利 用 出来 る もの なれ ば,こ の制度 を活 用 す る こ と も満 更 では な い態度 で あっ

た 。

2-4有 力 ソフ トウエ ア会 社 の 実状

西 ドイ ツで は,ソ フ トウエ アの 専 門 開 発 会 社 は余 り多 くない が,今 回 訪

れ た と ころは,い つれ も極 め て しっ か り した基 盤 を もち開 発 能 力 も高 く,立

派 な業 績 を あけて い る もの と見 られ た。 いず れ も相 当 の 自信 を もっ てい て我

こそ ドイ ソ唯 一 の ソ フ トウエ ア会 社 で あ り他 は と るに足 らず と の 気 概 を 見

せ て いた が,成 程 そ れ も無 理 もなし(と考 え られ る。Aiv,MBP,RIB,

は それ ぞ れ成 立 の 基 盤,或 は主 として 行 う業務 に つ い ては 特 異 な もの を もって
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い るが また,共 通 な点 ももっ て い る。 そ の第 一 は い つれ もが個 々のア プ リケ

ーション・プログ ラム の 開発 を 主体 とせ ず ,よ り基 本 的 な シス テ ムや プ ログ ラ

ム ・パ ッケー ジの よ うな 高度 の もの を 中心 に開発 してい る こ とで あ り,ア メ

リカの大 ソ フ ト会 社 に 見 る よ うに数 千 の陣 容 は もっ てい な い が い つれ も高度

の専 門家 を擁 して い る こ とで あ る。 そ の第二 は,い つ れ も単 な る ソフ トウエ

ア← 受 註 開発 だけ では な くそ の効 果 を健 実 に 巾広 く実 用化 して 企業 と して の

経 営 基 盤 を固 め てい る こ とで あ る。 各 社 の 内容 に つ いて は,そ れぞ れ の各 論

で 詳 し くふ れ るが,例 え ばAiVはAEG-Telefunken,SiemensAG,Ni-

xdorf等 の コ ン ピュー タ メー カ と も密 接 な連 繋 を もっ て 汎用 的 ア プ リケー シ

ョン・パッケー ジを開 発 す る と共 に これ等 の ア プ リケ ー シ ョンパ ッケ ー ジに よ

る計算 サ ー ビス を実行 し或 は,ユ ー ザ ーが コ ン ピュー タ を導 入 す るに際 して

融 資 を行 うこ とを通 じて 自己 開 発 の プ ログ ラムの実用 効 ・果 を あげ て い る。 こ

の 点 は ドイ ツに お い て ユー ザ 自 らが ア プ リケー シ ョン プ ログ ラム を開発 す る

こ とが 少 い事情 に もマ ッチ して,極 め て健 実 な方 向 で ある と思 わ れ る。MBP

も規 模 の大 きい先 進 的 な活 動 を して い る が,そ の開 発 した ベー スは,ド イ ツ

有 数 の鉄 鋼 メー カー で あ るH6sch社 との 緊密 な連 繋 の上 に立 っ て お り,鉄 鋼

業 を軸 と して,そ の 関連 産 業 部 門 に手 を拡 げ,先 進 的 な業 績 を示 して い る が

軸 の 中心 とな る もの と してff6sch社 の存在 とい うもの は 極 め て有 利 な もの で

あ る と考 え られ る 。RIBに つ い ては 正 に専 門化 され た ソ フ トウエ ア開 発機

関 で あっ て,土 木 建築 に関 す る技 術 的計 算 に徹 し,西 ドイ ソに存 在 す る数 多

くの土 木 建築 業 者 をバ ック に単 な る コ ン ピュー タの専 門 家 の み な らず土 木 建

築 の技 術 者,大 学 の 諸 研 究所 と密 接 な関 係 を維 持 しなが ら汎 用 ソ フ トウエア

ー を開 発 す る と共 に 自 らコ ン ピュ ー タを設置 して ,計 算 サー ビス を一手 に 引

受 け て い る。

これ等 の 点か ら見 て,西 ドイ ツの ソ フ トウエア産 業 は 一 見極 め て地 味 に 見

え るが(殊 に フ ランス の そ れ と比 較 した 場 合)堅 固 な基 盤 の上 に着 実 に業 務

を拡大 してい る も の と見 られ 目醒 しい大 飛躍 は ない に して も技 術 の進 歩 と,
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産 業 基盤 の 拡大 に伴 っ て更 に 力 を発 揮 して くるで あ ろ うと思 わ れ る。

2-5コ ン ピ ュー タ業 界 の特 色

西 ドイ ツe'(as・け る コ ン ピュー タの伸 び率 は30%を 超 えてk・ り,今 後 と も

なお 急 速 に増 加 す る こ とが予測 さ れ て い るが,そ の活用 の分 野 は 今 日ま で 比

較 的 少 か っ た経営 管 理 システ ムMISの 方 向に ある とされ て い る。AEG

TelefunkentZck・ いてもコンピュータに よる 工程 管 理 か ら更 に広 い分 野 にコンピュー

タを応 用 しようとしている意 欲 を見 て も推 測 す る こ とが出来 る。 コ ン ピュー タの

事 務 用 利 用 の分 野 が 次第 に拡 が っ て い る に もかSわ らず,西 ド イ ツ で は,

サ ー ビ ス ビ ュ ー ロ が 案 外i振 わ な い よ う で あ る。 西 ドイ ツに お い て も

サー ビス ビ ュー ロは相 次 い で開 業 して い る よ うで あ るが,1社 が 開業 す れ ば

1社 が廃 業 す る とい う。 きわ め て変化 が 激 し く一 般 に設 立 後1～2年 は サー

ビスの デ ィ ス カ ウ ン トをす るな ど損 失 が 多 い との ことで,そ の時 期 を の り越

え るか,ま たは特 殊 な 自己 能 力 を もつ もの 以外 は 発 展 を期待 され て い な い。

TSSに 関 して も大 学 や研 究所 等 の共 同研 究 を目的す る もの以 外 は 余 り成 立

っ て い ない よ うで あ る。

西 ドイ ツの企業 もコ ン ピュー タ の導 入 は 自前 です る とい う傾 向 が あ るの か

ど うか 判 然 とは しない が,こ れ が 共 同 的 に外 部 サー ビス機 関の 利 用 を余 り行

わ な い こ ととな り,そ の反 映 と して最 近 は事 務処 理 用 に ミニ コン ピュー タの

伸 びが 極 めて著 しい。 この こ とは アメ リカにお い て も同様 の事 情 が 見 られ た

が,西 ドイ ツで もSiemensも 今後 は大 型 の コン ピュー タは 伸 び 率 が鈍 化 し,

小 型 が よ り大 きな 分野 を 占 めて くるで あ ろ うこ とを卒 直 に認 め て い た し,

Nixdolf社 の 目覚 ま しい発 展 ぶ りに も うか が し(知る こ とが で きる。 同社 の ミ

ニ コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 は1966年1 ,500台 か ら1968年 に は3,500台69

年6,000台70年 に は11,000と 飛 躍 的 に伸 び71年 には年 間20,000台75年

に は50,000台/年 と極 め て意欲 的 で あ る。 事実 同社 は増 設 と増 産 と従 業 員 の

増 加 が 平 行 して行 われ,し か も生 産 台数 の半 ば近 くは他 国 に輸 出 し本場 の ア
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メ リカにす ら輸 出実 績 を見 せ つ つ あ る。用 途 と して は単 体 と して事 務 会 計計

算機 と して使 用 す るほ か オ ン ライン シス テ ムの タ・一 ミナル コン トロー ラ又 は

大 型 シス テ ムの 周辺 装 置 として も使 用 され,将 来 は ブ・セス制御 用 テ ィーチ ン

グ マ シ ン と して も使 用 出来 る よ う開 発 が着 々す す め られ て い る。 この機 械 の

特 色 は 超 小 型 で は あ るがそ の 内に プ ロ グ ラ ムを外 付 す る こ とも出来,ユ ー ザ

に とっ ては 誠 に 使 用 しや すい もの とな っ て い るこ とで あ る。 ソ フ ト ウ エ ア

開 発 の能 力 を巧 み に 小型 機械 に あわ せ て,実 施 した とい う点 に お い て大 い に

学 ば な くては な らない で あ ろ う。

なお,西 ドイ ツの コ ン ピュー ター メー カの 間 には 特 に政 府 介入 を 保 たず し

て 自 ら,自 己 の分 野 を守 りそ こに全 力 を傾 注 して い る様 子 が見 られ たが,小

型 コン ピュー タが 大 い に伸 び る こ とは 承知 してい るが,こ の分 野 はNixdo-

lfに 任 せ 敢 て,小 ま わ りの きか ぬSiemensあ た りが 手 を出す べ きで は な

い とい っ て いたSiemensの 見 識 は 高 く買 うべ きで あろ う。 また,超 大型 コン

ピュ_タ の新規開発 分野について,西 ドイ ツ政府(科 学研 究省)の 支 持 が あっ

た とは い え,い た づ らに競 争 をさ けSiemens及 びTelefunkenの2社 が手

を結 び新 会社 設 立 の上 で,こ れ に 当 ろ う と してい る こと な どは 特 筆す べ き こ

とで あ ろ う。
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5フ ラ ン ス

5-1ソ フ トウエ ア会 社 の 現 況

フラ ンスvak・ け る コ ン ピ ュー タは 国産 のCIIの 占め る比 率 は6%前 後 で

英 国,西 ドイ ソに 比 して もな お少 い 。 しか しな が ら1969年 われ わ れが 調 査

した ときの フ ラ ンス の意 気 ごみ は,む しろ将 来 大 き く伸 び る ソフ トウ エ ア の

分 野 こそ フ ラ ンス の独 得 の 力 を発 揮 し うる分野 で あ り,フ ラ ンス で開発 され

た ソ フ トウ エア を世 界 に輸 出す る との 意気 込 み を見せ てい た こ とは印 象 的 で

あった 。

今 年 は フ ラ ンス にお け る最 大 の ソフ トウエ ア開 発会 社 の一 つ で あ るCAP

と(SEMAk・ よびCEGOSに つい て は1969年 度 に調査 した。)大 規 模 な 経 営

シス テ ム を もつ フ ランス の代 表 的 な 企業 の あ り方 を 中心 にそ の実 態 を明 か に

しよ う と した。

CAPはSEMA,CEGOSに 比 して全 く純 粋 の ソ フ トウ エア開 発 会 社 と も

い うべ き もの で あ って,SEMA,CEGOSが 古 くか ら広 くコ ン サル テ ング業

務 を行 っ て お りま た,コ ン ピュー タを もっ て計算 サ ー ビス を実 施 してい るの

と異 って,全 くの人 材 のみ に よる ソフ トウエ ア開発 事 業 を主 と して覇 を争 っ

て い る。 そ れ だ け に極 めて満 々た る 自信 を もっ て 広 くソ フ トウエ ア の開発 に

当 っ て いた が,注 目す べ き こ とは,CAPの 開発 す る ソフ トウエ アは殆 どユ

ー ザ ア プ リケー シ
ョン プ ログ ラムには な くて よ り基 本 的 な シス テ ム或 は 基 本

的 な プ ロジ ェ ク トで あ る。

ソ フ トウ エ ア開発 要 員 は 全 て これ を 自 ら保 存 して いて外 部 の 力 を借 りる こ

とは な く,ソ フ トウエ アの対 象機 種 も,IBM,ICL,Siemens,CII,

01ivetti等 何 れ を も充 分 に こな して い る。 これ は真 に珍 ら しい特 色 で あっ て

SEMA,CEGOSに なし(特色 と も見 られ るが,最 もフ ラ ンス ら しい企 業 で あ

る。 ドイ ツの ソ フ トウ エ ア企業 が地 道 に確 固 た る基 盤 に依 拠 して着 実 に 企業

経 営 の基 礎 を きづ き進 ん で い るのに 比 してい か に もけ ん らん た る感 を抱 か せ

る。SEMA,CEGOSに あっ て もこの点 は フ ランス の特 色 は失 わ な い。
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更 に フ ラ ン ス の ソ フ ト ウ エ ア 企 業 の 特 色 と し て,そ の 活'動 の 範 囲 が 一 国 に

止 ま 一ら な い こ と で あ る 。SEMAはMETRAInternationalの 一 員 と し て で

は あ る が,オ ー ス ト リア,イ タ リ ー,ベ ル ギー,ス ペ イ ン,ア メ リ カ,カ ナ ダ

か ら 中 近 東 ま で の 連 携 を も つ 一 大 国 際 会 社 で あ る と 同 様 に,CAPも 英 国,

ベル ギー,オ ラ ン ダ,ス イ ス,ド イ ツ等 に 同 様 の 会 社 を も ち,国 際 的 に 活 躍 し

て い る 。 現 にSiemensがPL/1の コ ン パ イ ラ を フ ラ ン ス の ソ フ ト ウ エ ア 産

業 に 発 注 し て い る と し て い た が,こ れ はCAPが 受 け て い た よ う で そ の 活 動

範 囲 は ヨ ー ロ ッパ に 広 く 及 ん で い る 。 こ の た め か 極 め て ソ フ ト ウ エ ア の 開 発

能 力 に 高 い 自 信 を も ち 意 気 軒 昂 た る も の が あ る 。

亀

◆

5-2フ ラ ン スの 大 型 ユ ーザ

フ ランス の ソ フ トウエ ア企 業 が,ソ フ トウエアの 開発 分野 に おけ る フ ラン

ス 人 の能 力の 高 さ を誇示 す る よ うな 自信 のほ どは,ユ ー ザ に お い て も感 得 さ

れ ると ころが あっ た 。広 汎 な銀 行 業 務 を オ ン ラ イン化 し,そ の処 理 を コ ン ピ

ュー タ化 す る広 い シス テ ムを作 りあげ たCreditLionais,数 社 の保 険 会 社

の 損 保 業務 をオ ン ラ イ ン処 理 化 したGrOUPDrout,複 雑 な新 聞,出 版物 の

全 販 売 店 へ の計 画 輸 送 と需 給 計 画 をシステム化 したNouvellesMessager-

iesdelaPresseParisienneは いつ れ も大 規 模 か つ広 範 囲 の 地域 にわ た る

シス テ ムを完成 して い るが,い つ れ もそ の シス テ ムの 開発 プ ログ ラ ムの作 成

は そ れ ぞれ 人 の 手 を借 りる こ とは殆 どな く,自 らの 手 で完 成 した ことを誇 っ

て いた。 も と より これ等 の部 門 に つ い ては,わ が 国 で も決 して劣 る もの では

ない との 印象 も うけ たが,予 想 外 に 自己 開 発が 多い と も感 じられ た し,ま た,

これ 等 の会 社 の担 当者 は更 に より高度 な シス テ ム よ り効果 あ る運 営 の改 善 に

自 ら努 力 してい る こ とに敬 意 を払 っ た。

フ ランス では 企 業 の コン サ ル テ ング を通 じ独 立 した ソ フ トウエ ア会 社 が ソ

フ トウエ ア開発 の 大 部 分 を受 持 っ てい るか の如 き印 象 をもったがユーザ ・アプ

リケ イ シ ョ ンに つ い ては 大規 模 な企 業 は 自 らこれ を実 施 して い るの も事 実 で
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あ る 。 こ の 点CAPが よ リ ベ ー ン シ ック な プ ロ グ ラ ム が ソ フ ト ウ エ ア 会 社 の 任

務 で あ る と し て い る こ とに も う な づ け る が,ま た,一 面 ア メ リ カ の 機 械 を 駆 使 し
　

て,フ ラ ンス国 内 で ソ フ トウエ アの 開発 を行 っ てい る こ とに も敬 意 を表 した

い。 また ドイ ソに比 して も,フ ラ ンス の ソ フ トウエ ア会社 が 国 境 を越 え て,

能 力 を発 揮 してい る こ とに注 目を払 い た い。

σ

●

5-5情 報 処 理技 術 の 振 興 策

フ ラシス の ソ フ トウエ ア振 興 政策 につ い て,わ れ わ れは,ソ フ トウエ ア開

発 に関 す る何 等かの補助金制度 があるやに聞いてい たが,あ いに く,政 府 筋に面会

す る機 会 を得 な か っ た の で,そ の 具体 的 な 内容 につ いては 知 り得 なか っ た 。

しか し,ソ フ トウエ ア業 者 に い わ せ れば 開 発 費 の何%か を補 助 金,若 し くは

特 別 の 融 資措 置 を 受 け る こ とは歓 迎 しない で は ない が,問 題 は む し ろ政 府が

自 ら相 当 の費 用 を 投 じて 開発 して い る プ ロ ジェ ク トを有力 な民 間機 関 に任す

こ との方 が本 当 の育 成 策 に な る と同時 に 開 発費 の節 約 に もな るで あ ろ うとの

考 え を もっ てい た こ とは 面 白 い 。

ひ

4
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4む す び

30日 間 に そ れぞ れ事 情 を異 にす る三 カ国 を ざっ と管 見 したの で,こ れ を
●

取 ま とめ て共通 の 問題 と して 提起 す る ことは も とよ り難 しい こ とで ある。 し

かし,わ が国の情 報 産 業 界 に とっ て 今後 注 目す べ きこ と を二.三 あげ てみ た い。

そ の第 一 は,欧 米 と もに コ ン ピュー タの 利用 が 従 来,高 度 の科 学 技 術計算

の分 野 に 主 力 が おか れ てい た もの が,企 業 の経営管理 または 経営 計 画 樹立 の分

野 にお け る活用 が ます ます 増大 している ことまた,警 察,教 育,輸 送,交 通 ・

医 療,図 書館 等 パ ブ リ ックサ ー ビス 部 門 に おい て 急速 に活 用 部 門 が拡 が りつ

つ あ り,殊 に最近 問題 にな っ て い る公 害対 策 の部 門 に ア メ リカに お い て も ド

イ ツに お いて も真剣 にまた,強 力に コン ピュー タの活 用 が 図 られ てい る。 この

よ うな新 分 野 に 即応 して,ユ ー ザ の需 要 に マ ッチ した よ り使 い やす い よ り総

合 的 な ソ フ トウ エアの 開発 が 課題 とな っ てい る。 ア メ リカ にお け る一 時 的 混

乱 と もい うべ き事 情 は,も と も と巨大 な プ ロジ ェ ク トを もた なか った わ が国

に とっ ては 起 りえ な いか も知 れ ない 。 巨大 な プ ロジェ ク トが なか っ たか わ り

に これ が急 速 に 減 少 して混 乱 を起 す も とに なっ てい る とい う よ うな事 情 が な

い か らで あ る。 しか しな が ら,ア メ リカが 転換 を図 っ て い る新 分野,ヨ ー ロ

ッパが新 分 野 と して 開拓 に 力 をつ くしてい る分野 は,い つ れ もわが 国 に おい

て も今後 コ ン ピュ ー タ利 用 の 伸び の 高 い分 野 と合 致 す る。 この点 わが 国 は ソ

フ トウエ アの 市場 と して も,魅 力が 大 き く,ハ ー ドウェ ア のみ な らず,わ が

国 の ソ フ トウエア市 場 へ の 欧 米 産 業 者 の 進 出 意欲 は 極 め て高 い 。 ソ フ トウ

エ ア 開 発 を行 っ て い る と ころは,い つ れ もわ れ わ れ に 対 して具 体 的 な 提 携 先

の有無をただす ほどであ ・)て,ア メ リカは もち ろん,フ ランス に 」Sいて も真 剣

で あ る。 この傾 向は ま す ます 今 後強 くな る もの と思 わ れ るが,こ れ に対 して

わ が 国 の ソ フ トウエ ア開 発 は 自主性 を よ り高 め るか,ま たは 先 進 ソ フ トウエ

アの 導入 を 図 るか いつ れ に して も問 題化 して くる と思 わ れ る。

第 二 にハ ー ドウ エア の部 門 で は,今 後 小型 お よび 超 小 型 コ ン ピュー タ各 種

の周 辺 機器 が 急 速 に伸 長 す るで あ ろ う ことが 期待 され て い る。 これ は需 要 分
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野 の変 化 に も伴 うもの で もあるが,同 時 に,い ま まで やや な お ざ りに さ れて

・い た この 分 野 に お け る使 いやす い ソ フ トウエ アが ,ま す ます 開発整 備 され ・る

に従 っ て 小型 お よび 超 小 型 コ ン ピェ ー タの活 用 が よ り有 利 に なって きて い る

事 情 に も とつ く もの と見 られ る。 将 来 の コ ン ピュ ー タの 伸 び率 は大 型 に 比 し

て遙 か に小 型 が 急 速 で ある こ とは 就 に ごs数 年 顕 著 な1事実 となっ て現 わ れ て

い る と と もに,将 来 に お い て もます ます この傾 向が 急 速 に 高 ま る こ とを欧米

い つ れ の 関係 者 も予測 してk・り,体 制 を強 化 しつXあ る。 日本 は小 型 の電 子

機 器製 造 に は独 得 の 力 を もって い る の で,家 電 ま た は卓 上 電算 機 の例 に見 る

如 く今 後 この 情勢 に有 利 に対 応 して ゆ くで あろ うとの意 見 もあっ た が,こ こ

で 注意 しな くて は な らない のは,コ ン ピュー タの場 合 は 超小 型 で あっ て も ソ

フ トウエ ア を充 分 に具 備 した もの で な けれ ば本 当 に 生 きて こな い。 この 点 ア

メ リカで も ドイ ツで も大 い に考 慮 さ れ て い る点 で あっ て,む しろ 日本 に 対 し

て は,こ の点 の 弱 点 を指 摘 さ れ てい る よ うに痛 感 した。 超 小型 コ ン ピュー タ

お よび周 辺 機 器 に つ い て も日本 は極 め て有 望 な市場 と見 られ てい て ハー ドウ

エア の分 野 では 特に この点 ・強 力 な売 込 み進 出 が図 られ て くるで あろ うこ とは

充 分 に考 え られ る こ とで現 にNixdolf社 は 具 体 策 を早 急 に現実化 した い動

きが あっ た。

第三 に欧 州各 国 は,国 内 の情 報 産 業育 成 政 策 に 力 を尽 して い るが,そ の主

力は い つ れ もハ ー ドウエ アの育成 が 中心 にな っ て い る。そ の効果 は際 々に あ

がっ て い る点 もあ るが,そ の受 とめ る企 業 の あ り方 もあ るの で あろ うが,英

国,西 ドイ ツ,フ ラ ンス各 国 に可成 大 きな格 差 が あ る よ うに見 られ る。 現 段

階 では西 独,フ ラ ンス で もハ ー ドウエ ア のみ な らず,ソ フトウエア産業の振興

策 に手 をつ け て い るが,ソ フ トウ エアが ハー ドウエ ア と密着 して い るだ けに

育 成 対 象 の ソ フ トウエ アが 広 い範囲 で使 用 され る もの に重点 が 拾 かれ る と,

使 用 分 野 の 狭 い 国 産 コ ン ピュー タに とっ ては む しろ 不利 で あ り,外 国機 に有

利 とな る。 西 ドイ ソの よ うに 国産 機育 成 に重 点 をお い てい る とこ ろ と,や や

その点 が 異 る フ ラ ンス にお い て,ど の様 な差 異 が 生 れ るか注 目に値す る と こ
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ろで あ る が,テ ー マ の大 筋 だ け は決 まっ て い る段階 で具 体的 な 内容 が ど うな

るか,1970年 か ら実 施 され た わ が 国 の,ソ フ トウエア 開発育 成 策1と っ て

も参考 に な る点 が多 いで あろ う。'

次 に ソ フ トウエア開 発会 社 や処 理 サー ビス業 は ア メ リカに お いて は,時 流

に 乗 っ てそ えそ れ1,000又 は数千が数えられるのに比 して ヨー ロ ッパ では 余 り多 く

な い に もか か わ らず,そ の 多 くの経 営 は 必 し も好調 でな く,倒 産 の 例 も少

くない よ うで あ る。 殊 に ア メ リカでは 鮮 少 の業 者 の変 転 が激 し く,次 第 に 力

を もつ 企 業 の寡 占化 が 進 ん で お り,ヨ ー ロ ッパで も一 握 りの 大 きな もの は 別

と して そ う見 るべ き ものが な い。 ソ フ トウエ ア開 発会 社 とか サ ー ビス ビュー

ロは 発 展 産業 とは いXな が ら相 当判 然 と した基 礎 を もつ ことが 必要 で あろ う。

そ の第 一 は い うまで もな く一 定 の安 立的 な市場 と顧 客 をつ か み,常 時 恒 常 的

な経 営 が 行 える よ う健全 な基盤 を もつ こ と,と 同時 にそ の裏 腹 と もい え るが,

高 度 の技 術 と専 門 的 分野 を確 保 して,独 特 の存在 が 認 め られ る よ う相 当 特 殊

化 す る こ と。特 に ソ フ トウエ ア開 発 会 社 に あっ ては 開発 した ソ フ トウ エア の

有 効 利 用 の方途 を 自 ら開拓 す る こ とな どが あげ られ る。 この 際 考 え な くては

な らな い こ とは,極 め て大 型 の ユ ーザ は 欧米 と もに殆 ど 自 力に よる開発 体制

を整 備 しつつ ある と見 られ る こ とは,余 程 ソ フ トウエ ア会 社 が 独特 の 優れ た

技 術 を もた ねば な らない こ とに通 じる と思 われ る。繁 忙 時 の間 に合 せ に ユー

ザ に利 用 され る程 の もの で あれ ば,景 気 の 変動 時 には 全 く無 力 に な る例 は ア

メ リカで よ く示 され て い る。 ヨー ロ ッパ で も見 られ る例 の よ うに,大 きな ユ

ー ザの コ ン ピュー タ部 門 を 主 力 とな っ て担 当す るか,特 殊 な部 門 を受 持 つか,

また,自 ら開 発 した ソ フ トウエ ア を ユー ザが 利 用す るた め の サー ビス機 関 を も

つ こ とが 大 切 で あ る。 わが 国 に お い て は,欧 米 と異 っ て企業 が 外部 の コ ンサ

ルテ ン グ又 は サー ビス に頼 る とい うよ うな基 盤 が ない だ けに情 報 処理 に関 し

て の外 部 依存度 は 次第 に高 ま る こ とが 予想 され なが らも,まだ まだ ソ フ トウエ

ア 開発業 や情 報 サー ビス提 供 業 は幾 多 の苦 難 を忍ば な くては な らな い と思わ

れ る。な蔚,プ ログ ラム●パ ッケ ー ジの開 発 販 売 が大 きな問題 と して取 上 げ られ

ヤ

ー22一

へ

◆

も



,

●

'

4

てい るが,事 実 プアル メ ンテ ナン ス や デー タ ファ イル の よ うな も のが 有 力な

商 品 と して欧米 では取 上 げ られ て いて,ユ ー ザ プ ログ ラムの よ うな もの は 少

い のでは な いか と思 われ る。 しか も これ らの プ ログ ラムは,ど ち らか とい え

ば 基本 的 な もの と して メー カ プ ログ ラム に近 い ものが 多 く,メ ー カ との 緊 密

な 提携 が な くては む つか しい ものか も知 れ ない 。

IBMが ソ フ トウエ ア の 価 格分 離 を提 出 して以 来,そ の是 非 影 響 に つ い

て は各 方 面 で注 目の ま とに な って い るが,ま だ そ の後 の実績 が 明 か でな い こ

と もあ って 推測 の域 は 出 な いが,ソ フ トウエア 開発 力の ない中小 の企業 に とっ

て は不 利 に な り,大 企業 に とっ て は余 り痛 痒 を感 じな い よ うで あ る。また,こ

れ を契 機 と して,ソ フ トウエ ア価値 の認 識 が高 ま り,ソ フ トウエ ア開 発 業 に

とっ ては 有利 で あ る との 判 断 も多 い。 ただ し米 国 で も既 に ソフ トウエ ア価 格

を分 離 して い る メー カ もあ り,ま た,ド イツのSIEMENSの よ うに,ソ フ トウ

エ ア価 格 分離 の問題 の方 向 如 何 に かXわ らず ,当 分 は考慮 しな い との態 度 を

明 かに して い る と ころ もあ る。

先 に も述 べ た よ うにわ が 国 の コ ン ピュー タの伸 び 率,経 済 の発 展 の 速 度 が

世 界 中 で最 も大 きい ことか ら,わ が国 の政 策 また は 市場 と して の将 来 性 につ

い て 欧米 の 関係 者 の 日本 に対 す る興 味 は 極 め て高 く,わ れ われ 調 査 団 に もむ

しろ 日本 の 国情 の説 明 を熱 心 に求 め る よ うな有 様 で あ り,続 々 と 日本 へ の調

査 団 も計 画 され て い る。1970年 も各 国 の調査 団 の訪 日が あ っ たが,ド イ ツ

政 府主 催 の訪 日調 査 員 が1971年 春 に 計画 され て い る模 様 で ある。 この よ う

な事 態 か ら、 われ わ れが考 え な くては な ら ない こ とは,今 後,海 外 に視 察 又

は調 査 にお もむ く時 は当 事 者 は よ りよく,わ が 国 の実 態 を把握 して相手 方 と

の意 見交 換 が 可能 とな る よ う用 意 され る こ とが望 ま しく,各 方 面 に及 ぶ 海外

か らの調査 団 の 受入 体 制 を整 備 す べ き こ とで ある。
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1.中 小 型機 のT.S.S.に 将 来 をかけ るXDS社

先

地

査

在

調

所

日

老

月年

捜

査調

面

調 査 者

XeroxDataSystem,Inc.

701SouthAviationBovlevard

EISegundo,California90245

1970年10月19日

HowardN.SacharDirector

Internationa10perations

WilliamH.GableVicePresident

CorporatePlanning

吉 田 団 長,河 野,佐 瀬,久 保,鈴 木

↑ 概 要 およ び所 感

XDS(XeroxDataSystem)社 は,現 在ア メリカで第9位 の コンピ ュータ ・メ

ーカーで ,そ の大社工場 をロスアンゼルス郊外の国際空港の隣接地 に構 えてい る。

XDS社 の前 身 は,1961年 以 降,異 色 の コン ピュー タ ・メー カ ー として

活 躍 してい たSDS(ScientificDataSystems)社 で,こ れ が1969年

5月 に事 務 用機 器 メー カー の雄Xerox社 の子 会社 とな り,名 称 もSDSか ら

XDSに 変 更 した もの で ある。 こ この コ ン ピュー タの特 色 は,科 学 技 術 用 で,

リアル タイ ム向 きの 中 ・小 型 機 種 に あ り,売 上 げ の90パ ー セ ン トま でが技

術計 算 の方 面 に向 け られ て いた 。 こ のSDSが 事 務 計算 用 に進 出 し よ う とす

る意 図 と,一 方,事 務 機 器 の発 展 の ため には コ ン ピュー タ部 門 を確 保 す る必

要 が ある と希 望 したXeroxと が 手 を結 び あった とい うこ とは,こ こ1～2年

の軍 関係,宇 宙開発 関係 の投 資 縮 少,ひ いて は 景気 後退 を伝 え られ て い るア

メ リカ経 済 の状 況 と併 せ考 えて み る とき,コ ン ピ ュー タ業 界 の一 つ の 象徴的
!

な面 をみ せ られ た よ うな 印 象 を与 え られ る。

この社 は,第 三 世 代 の コ ン ピュ ー タ と して,Sigmaシ リー ズ を販 売 して

い る。 この機 種 は,タ イ ム シェ ア リ ング用 に向 いて お り,今 後 のTSSの 発

展 が売 れ行 きを 支 え る とい う期 待 を 持 っ て い る。
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2.詳 論

2-1会 社 の 概 要

XDS社 は,現 在 米 国 で 第9位 の コ ン ピ ュ ータ メ ー カ ー で,そ の 本 社,

工 場 を,ロ ス ア ン ゼ ル ス 市 郊 外 の ロ ス ア ン ゼ ル ス 国 際 空 港 の 隣 接 地 に 構

え て い る 。

XDSの 前 身 は,1961年 以 降 異 色 の コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー と し て

活 躍 し て い たoSDS(ScientificDataSystems)で ・

1969年 の5月 にXeroxの 子 会 社 と な っ た た め,そ の 名 称 を 変 更 し,

SDSか らXDSと な っ た も の で あ る 。 従 業 員 数 は 現 在 約5,000人 で

あ る 。

XDSの コ ン ピュ ー タの 特 色 は,科 学 技 術 用 で リ ア ル.タ イ ム の 中 ・小

型 コ ン ピ ュー タ に あ り,す で に 当 社 の 多 数 の コ ン ピュ ータ が,核 原 子 炉 の 制

御 用 と か,ジ ェ ッ ト.エ ン ジ ン の 信 頼 性 の 試 験 用 と か,航 空 機 の シ ミ ュ

レ ー タ ー,ミ サ イ ル の 追 跡 用 な ど,リ ア ル タ イ ム 処 理 を 必 要 と す る 分 野

に 活 用 さ れ て い る0

2-2ハ ー ド ウ エ ア

XDSは,す で に11種 の コ ン ビ三 一タ を 開 発 し,販 売 し て き た が,第3

世 代 の も の と し て,"SIGMA"シ リー ズ を 発 表 し,販 売 し て い る 。

SIGMAシ リ ー ズ の 第1弾 と し て は,1966に ま ず,同 シ リ ー ズ

の 中 で 最 も 大 き いSIGMA7を 発 表 し,翌 年 に,一 番 型 の 小 さ い シ グ

マ2と 中 型 の シ グ マ5を,そ し て1969年 の 秋 にSIGMA3を 発 表

し てveるo

こ の シ グ マ シ リ ー ズ は,TSSを は じ め 多 種 処 理 が で き6中 ・

小 型 の ン ス テ ム と し て 有 名 で あ り,わ が 国 の 三 菱 電 機(KK)のMEL

COM-7000シ リ ー ズ(シ ス テ ム7500/7000)と 技 術 提 携 を し て い る

の で,わ が 国 に も よ く知 られ て い るo

28－
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2-3需 要 分 野

XDSの コン ピュ ータ 関 係 の 収 入 は 次 の と お・り で,XEROX社 全 体 の

8%を 占 め

百 万 ドル196899
.5

〃1969125
.4

1969年 に納 入 し た コン ピ ュ ータ の 用 途 別 内 訳 は 次 の と お り で,科 学 技 術

用 の ウ ェ イ トが き わ め て 高 いo

事 務 用(CommercialUse)

科 学 技 術 用(ScientificUse)

コ ー ザ 一 別

Industry

Goverment

計 算 セ ン タ ー(TSS)

ProcessControl

大 学

そ の 他

自 社 設 置

XDSは,こ の よ うに科 学 技 術用 に特 化 す る こ とに よ り,

に対 す る特色 を出 してい たが,昨 年 以 来 の宇 宙 開 発 関係 を中心 と した政

府 の研 究 開発 投 資縮 少 の影 響 を大 き く受 け てk'り,1970年 の コンピュ

ー タの 見 通 しは ,収 入 横 ば い.利 益減少 となって いる。 しか し1971年 には ・

回 復 し,収 入 は12～13%増 の 通 常 の ペー スに な る と予想 して い る。

2-4経 営 方 針

1969年5月 のXeroxとSDSの 結合 は,こ の よ う な実 情 も一 つ

の 背景 と なっ てk・る。 す なわ ち,Xeroxは,従 来 よbコ ンピュータ 部 門

へ の進 出を強 く希望 して い たが,SDS自 身 も コンビ・・一夕re業 と して長

期 的 に発展 す るに は,科 学技 術 用 だ け では 問題 が あ り,事 務用 に進 出 し

なけ れ ば な らず,そ の た め には,Xeroxが そ の販売 網 を活 用 す る こ と,

一29一
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Xeroxの 事 務 機 械 を 周 辺 装 置 と す る こ と な ど が 適 当 だ と 称 し て い る 。

XDSは,そ の 方 針 と し て,情 報 処 理 の 分 野(BusinessData-

processingField)へ の 積 極 的 進 出,科 学 技 術 用 と情 報 処 理 用(事

務 用)の 両 方 に 利 用 で き る コン ピ ュ ータ の 開 発,医 療 用,教 育 用 の 分 野 へ

の 展 開 を 意 図 し て い る0

2-5T.S.S

ま た,XDSは,コ ン ピュ ータ 産 業 の 将 来 は,TSSの 成 長 如 何 に

よ っ て 大 き く左 右 さ れ る と 考 え て い る 。 そ し て,XDS自 身 と し て は,

TSSは 大 き く伸 び る 可 能 性 が あ る と 考 え て い る が,そ の 場 合,大

型 コ ン ピュ ータ に よ る 大 型 の デ ー タ ・ベ ー ス は,そ の 維 持 が 非 常 に 難 し く,

む し ろ,そ れ ぞ れ の 業 務 に 対 応 し て 別 々 に 専 用 の デ ー タ'ベ ー ス を 置 い

た 中 小 型 コ ン ピュ ー タ を 結 び 付 け,ネ ッ ト ワ ー ク を 組 ん だTSSが 発

展 性 が あ る と 考 え て い る0

2-6ソ フ ト ウ エ ア

XDSに お・け る コ ス ト に し め る ハ ー ドウ エ ア と ソ フ ト ウ エ ア の ウ ェ イ

ト の 現 状 お よ び 将 来 の 見 通 し は 次 の と お り で あ る 。

19691975

・・_ド ウ エ ア51%40%

ソ フ ト ウ エ ア4960

ま た,技 術 者 は,両 部 門 に 次 の よ う な 状 況 で 従 事 し て い る 。

ハ ー ド ウ エ ア 部 門411人

ソ フ ト ウ エ ア 部 門387(1969年 末 現 在)

XDSの コ ー ザ ー の ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 は,次 の よ う な 形 で 行 な わ れ

て い る 。 科 学 技 術 が 大 部 分 な の で,そ の 面 か ら の 特 殊 性 が あ る 。

XDSの シ ス テ ム'グ ル ー プ25%

GE.WH(制 御 対 象 機 器 の メ ー カ ー)30

ユ ー ザ ー45
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XDSは1967年 にす で に ソ フ トウエアの 価格 分離 を行 な ってい る。

し たが っ て,今 回 のIBMの 価格 分 離 の影響 は な い と云 って い る。

また,ソ フ トウエ ア の価 格 分離 がユ ー ザーに 及 ぼ す影 響 と して は,自

か ら ソ フ トウエ ア の開発 能 力 の あ る大企 業 へ の影 響 は少 な く,そ の能 力

の少 な い中小 企 業 へ の影 響 が あ るの では ないか との考 え で あ る。

XDSは,情 報 処 理 サ ー ビス業 者 にTSS用 の電 子 計 算機 を納 入

して い る。 す で に2社 に納 入 し,6社 か ら注文 を受 け てい るo例 えば,

DonardAutomation社,BMA社(BusinessManagement社)

な どで,い ず れ も科 学 技 術 計 算 用のTSSで 端末 数 は 多 い方 で120

もあ るo

参 考1.Σ5の ミ ス テ ム 構 成 例

直

MEm

#1

MEm

#2 #3 #4

了眠 ア" γ口 了眠
r(rく

ノ(rく

ζrrr
L

CPU

Σ5

IOP

#1

10P

#2

OH・ghSpeed
Disk

3mS/S

)

Comrnunication][」ine

PeripherelsDealtime inputs
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2.機 種 別性 能

Noof DecimnBxte

Words
Parts

Relocation
strength

Σ2' 16Bits 1 no nO

Σ3 Realtime 〃 1～3 〃 〃'

Σ5, 32Bits 1～6 〃 〃

、

Σ6 〃 1～2 yesmaP yes(・pti・n)

Σ7 〃 1～6 〃 〃

ぜ

◆

3.機 種 別機 能

Σ2/3 Σ5/7
BTM UTS

RBM RBM

Σ2/3 ○

Σ5 ○ ○

Σ6 ○ ○

Σ7 ○ ○ ○

RBM

BTM

UTS

RealtimeBatchMonitor

BatchTime-SharingMonitor

UniversalTime-sharingMonitor

苫
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4. IAS-IHETOTALLY INTEGRATEDSYSTEM

●

○

PAYROLL
{P}

INVENTORY

CONTROL

⊂IC)

ORDER

ENTRY/

INVOICING

{OE川

ACCOUNTS
PAYABLE

{A円

GENERAL
LEDGER
{GL)

ACCOUNTS
RECEtVABLE

{AR)

CONTRACT
STATUS

{CS)

WORK-IN・

PROCESS

{W{P)

■

i
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5.ア プ リケ イ シ ョン ・シス テ ム

(1)INTERACTIVE

CUSTOMERLOCATION

ＴERMINAL

Ｌ

ACCOUNTING

DATAINPUT

SYSTEM

■

XEROXCOMPUTERSER>1(二ES

INQUIRIES
●

IMMEDIATERESPONSES

XDSSIGMA7

PRIORITYOUTPUT
COMPUTER

HIGHSPEED

■
PR[NTER

DELI>ERY

ROUTINEAND

HIGH-VOLUME

OUTPUT5

曾

■

SER∨ICE

ANON・LINE,FULLYINTEGRATEDACCOUNT|NGSYSTEM

WH|CHPROCESSESDATAOVERＴELEPHONELINESTOALARGECENTRALCOMPUTER

THESYSTEMOFFERSlNSTANTANEOUSUPDATING ,REPORTING,ANDlNQU旧YFORTHEFOLLOWINGAPPLICATIONS:

GENERALLEDGERACCOUNTSRECEIVABLE

GENERALJOURNALSALESANALYSIS

PAYROLしCASHRECEIPTS

LABORDISTRIBUTIONINVENTORYCONTROL

ORDEiRENTRYANDINVOICINGJO8COSTING

ACCOUNTSPAYABLECONTRACTSTATUS

w

i
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(2)IASFEATURESANDBENEFITS

(3)IASCAPABILITIES

(4)GENERAI、1」EDGER

(5)ACCOUNTSPAYABLE

(6)ACCOUNTSRECEIVABLE

(7)INVENTORYCONTROL

(8)PAYROLL

(9)ORDERENTRYANDINVOIOING

(10)WORK-IN-PROCESS/JOBCOST

(11)CONTRACTSTATUS

(12)MEDICALSERVICES

(13)MANUFACTURING

(14)DISTRIBU[1]ION

(15)UTII、ITYBILLINGSYSTEM

(16)UBSFEATURESANDBENEFITS

`
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2.軍 依存か らの脱皮 を進 めてい るSDC

先

地

査

在

調

所

日

者

月年

捜

査調

面

調 査 者

SystemDevelopmentCorporation(SDO)

2500ColoradoA∨enue,SantaMonica,

California90406

1970年10,月20日

Mr。C.AeAlders;VicePresident

Mr.E。Gaynor;VicePresident,Oorporate

Marketing

Mr.R.Freeman;Head,OverseasMarketing

Liaison

Mr。A。M.Uchima;SystemTrainingPlanner

吉 田,鈴 木,佐 瀬 、久 保,河 野

1概 要 お よ び 所 感

1969年1月1日 よ り営 利 会 社 へ 組 織 変 え を 行 な っ たS ,DCは,マ ネ ジ

メ ン ト体 制 を 強 化 し,こ れ ま で の 軍 依 存 か ら,軍 以 外 の 分 野 へ の 進 出 を 計 画

し,着 々 と 基 礎 固 め を 実 施 し て い る 。 不 幸 に し て1970年 に は 赤 字 を 計 上

す る 結 果 と な っ た が,こ れ は 一 時 的 な 現 象 と 判 断 す べ き で あ ろ う。

SDCが1956年 発 足 以 来,軍 関 係 の 仕 事 を 通 じ て 積 み 上 げ て 来 た 技 術

的 蓄 積 は 容 易 に 他 の 追 随 を 許 さ な い も の が あ る 。 と くにno㎜andandCon-

trolSystem,Time-sharingSystem,DataManagementSystem,

ProgrammingLanguageの4本 の 柱 を 中 心 と し て 冷 後 の 発 展 は 粉 注 目

に 値 す る も の と考 え ら れ る 。

一36一
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2.詳 論

2-t会 社 の 背 景

1956年 ラ ン ド ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン か ら 分 離 発 足 し たSDCは,以 来

①CommandandControlSystem(SAGE)

②Time-sharingSystem(Q-32,)

③DataManagementSystem(LUCID,TDMS,CDMS,DS/1

DS/2)

④ProgrammingLanguage(JOVIAL,Meta-compilers,

PLANIT)

の そ れ ぞ れ の 分 野 で き わ め て 開 拓 的 な 業 績 を あ げ て き た 。 と く にCommand

andControlSystemの 開 発 に よ'っ て 得 られ た 知 識 や 経 験 を 犯 罪 防 止 や 民

間 防 衛 の 分 野 に 適 用 し て 成 果 を 収 め て 来 た 。 ま た 最 近 で は 膨 大 な デ ー タ を 効

果 的 に 処 理 す る た め の 情 報 シ ス テ ム の 開 発 に 努 力 を そ そ ぎ,教 育 医 学 は じ め

各 方 面 に 一 般 的 に 利 用 し得 るDataManagementSystemを 開 発 し,そ の

普 及 に 努 め て い る 。

書

2-2会 社 の 現 況

1969年1月1日 より営 利 会 社 に組 織 変更 を実 施 したSDCは,1970

年 度 の総 収 入 は,55.6M$に 終 り,前 年 に比 して8.5%の 減 収 とな って い

る。 そ の原 因 は,軍 関係 の売 上 げ が12%低 下 した こ とに よるが,反 面軍 以

外 の分 野 では コマー シ ャル部 門 で60%,パ ブ リック部 門 で15%の 増収 と

な って い る。

50M$を こえ る総 収 入 の内,40M$は 軍 関係 で あ り,パ ブ リック部 門が

8M$コ マ ー シャ ル部 門が2～3M$で あ る。 この こ とか らも軍 関 係 の減収

は全 体 の収 入 に大 き な影 響 を及 ぼ す もの で あ る ことが 明 らかで あ る。

契 約件 数 で見れ ば175の 顧 客 との間 で379件 の契 約 が結 ば れ,そ の内軍

関係 で153件,パ ブ リック部 門 で114件,コ マ ー シャル部 門 で112件 と

一37一



な っ て い る 。

他 方 収 益 面 で は553K$の 赤 字 と な っ て い る 。 そ の 主 た る 原 因 は タ イ ム

シ ェ ア リ ン グ の デ ー タ セ ン タ ー が 振 わ な か っ た こ と に 基 い て い る 。

2-5各 部 門 の 活 動 状 況

(1)パ ブ リ ッ ク ・ シ ス テ ム

第1はNorthCarolina州 のCharlotte市 の 各 部 局 の 活 動 を 援 助 す る た

め の 統 合 さ れ た 地 方 自 治 情 報 シ ス テ ム の 開 発 で あ り,第2はLosAngeles

郡 の 治 安 官 の た め の 通 信 シ ス テ ム を 設 計 設 置 す る こ と で あ り,第3は フ リー

ウ ェ イ の ダ イ ヤ モ ン ド形 イ ン タ ー チ ェ ン ジ に お け る 交 通 の 流 れ を 解 析 し か つ

改 善 す る 仕 事 で あ っ て,こ の た め コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル を

開 発 し そ の 検 証 を 実 施 中 で あ る 。 こ れ は 最 終 的 に は リ ア ル タ イ ム の コ ン ピ ュ

ー タ化 さ れ た ト ラ フ ィ ッ ク ・ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム の 設 置 を 目 標 と し て い

る 。

以 上 の3大 プ ロ ジ ェ ク ト以 外 の 活 動 を 列 挙 す れ ば 以 下 の 通 り で あ る 。

教 育 拾 よ び 図 書 館 関 係

InstructionalManagementSystemの 開 発

ComPute「-aidedInst「uctionSystemの 開 発

連 邦 図 書 館 の 自 動 化

教 材 を 取 扱 う た め の コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た シ ス テ ム

NationalLibraryofMedicineの た め の 高 度 な 文 献 検 索 シ ス テ ム の

運 営

環 境 研 究

光 化 学 汚 染 の コ ン ピ ュ ー タ を ベ ー ス と し た モ デ ル の 開 発

消 防 機 能 改 善 の た め の 研 究

(2)コ マ ー シ ャ ル ・シ ス テ ム

2年 前 に 設 立 さ れ た こ の 部 門 で は

竜

旦
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① コ ン ピ ュ ー タ 施 設 の 運 営 管 理 の 受 託

② 契 約 に 基 づ く ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス

③SDCの も つ 計 算 セ ン タ ー の 運 営(360/67,360/50,360/30

Q-32)

④ タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン グ 計 算 サ ー ビ ス

の 業 務 を 実 施 し て お り,1970年 度 の 売 上 げ は 前 年 度 に 比 し60%の 増 加 を

示 し て い る 。

(3)AirOperations

(4)CommandSupPortOperations

(5)SpaceandRange

以 上 の3つ の 部 門 は こ れ ま でSDCの 活 動 の 主 力 を 形 成 す る も の で あ り,

単 訟 よ びNASAよ り の 受 託 業 務 で あ る 。

(6)開 発 部 門

1970年 度 の 第4.4半 期 に 組 織 さ れ た こ の 部 門 で は 研 究 開 発 業 務 の 遂 行

の 他 に,SDCと し て 新 し い ビ ジ ネ ス の 展 開 可 能 の 領 域 を 見 出 し評 価 し,そ

の 実 行 可 能 性 を 確 立 す る こ と に も 力 を 注 い で い る 。

コ ン ピ ュ ー タ の 高 度 利 用 技 術 の 開 発 に つ い て は 以 下 の 計 画 を 進 め て い る

① コ ン ピ ュ ー タ と のnaturalcommunication

② 高 度 な 言 語 お よ び コ ン パ イ ラ

③lnteractivedatamanagement

④Digitalcommunicationk'よ びsecuritycontrol

こ れ ら の 他 に 保 健,都 市 シ ス テ ム,複 雑 な シ ス テ ム の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,交

通,衛 星 の 軌 道 予 測 な ど に 関 す る 理 論 的 お よ び 応 用 的 研 究 を 実 施 し て い る 。

2-4会 社 の将 来

SDCの 幹 部 は会 社 の将来 に対 して以 下 の よ うな抱 負 を持 っ て い る。

1975年 に おい て は,軍 関係 は 現 状 の40M$の レベ ル に とどま る が,パ
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ブ リック部 門 の20M$へ,ま た コ マー シ ャル部 門 は10M$に 達 す る で あ

ろ う。

これ か ら伸 び るで あ ろ うこ との明 らか な 分野 は 政府 関 係,と くに10万 人

か ら5万 人程 度 の都 市 にお け る行 政 の問 題 で あ り,ま た,米 国 の比 較 的 小 さ

い 都 市 の傾 向 は行 政 にProfessionaimanagementを と り入 れ つつ あ る こ

とで あ る。都 市 の行 政 官 は若 くて教 養 が あ り,新 しい技 術 を導 入 す る十 分 な

能 力 を持 っ て は い るが,こ れ らの行 政 機 関 では 問題 を解 決 す るた め の人 手 も

な い しまた時 間 も持 っ て いな い 。(5～6M$)

次 の問 題 は安 全 と交 通 の 分 野 で ある。 ベ トナ ムお よび朝 鮮 戦 争 の戦 死者 よ

り も多い人 が交 通 事故 の ため に 一年 間 に死 亡 して い る。 この意 味 で ハ イ ウェ

イの安 全 に関 す る研 究 を進 め て い る。 この研 究 が進 展 す る と全 国 的 な規 模 の

ビジ ネス とな るで あ ろ う。(5～6M$)

第3は 犯 罪 防止 で あ る。す で にSDCはLosAngeles郡 の治安 用 の

CommandandControlSystemの 仕 事 を して来 た 。 ～二の分 野 の仕 事 は

軍 関係 の仕 事 で得 た技 術 を利 用 し応 用す る こ とが容 易 で あ る。 これ らの仕 事

に連 邦政 府 が 予算 を計 上 して くれ る こ とを期 待 して い る。(3～10M$)

第4は 保 健 に関す る仕 事 で あ る。 これ は公 害 問題 に対 して どれ だ け の 関心

が持 た れ るか に依 存 す る,き わ め て 政治 的 な問 題 で あ る。(1M$以 上)

第5に 教 育 に関 して は,税 金 を もっ と学 校 の援助 にさ い て くれ るな らば,

教 育vatoけ る技 術革新 が期 待 され るで あろ う。(3～4M$)

第6に 図書 館 関係vatoい て も,1～2M$は 期 待 で き る・で あ ろ う。
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参 考DS/2

1.メ ー カSDC(SystemDevelopmentCorporation,

U.S.A.)

2.開 発 の 経 過1964年TSS-LUCID

1966年ADEPT-TDMS

1968年CDMS

1969年DS/1

1970年DS/2(3月 に 使 用 可 能)

DS/3(現 在 開 発 中)

※ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム で あ るCDMSの

持 つ 機 能 の う ち,ユ ー ザ が よ く利 用 す る も の だ け を

コ ン パ ク トに ま と め た の がDSで あ る 。DSは 充 分

に テ ス トさ れ 改 良 さ れ た,稼 動 可 能 な シ ス テ ム で あ

る 。

5.オ ペレーションモ ー ド バ ッ チ,オ ン ラ イ ン(リ モ ー ト ・ バ ッ チ)共 に 可 能

4.ハ ー ド ウ ェ アIBM360/30以 上.(DOS,OS)

バ ッ チ32KB

リモ ー ト バ ッ チ64KB(同 時 に3入 の ユ ー ザ

を サ ポ ー ト可)

5.フ ァ イ ル 媒 体 デ ィ ス ク,テ ー プ(バ ッ チ の と き)

6.デ ー タ 構 造 階 層 構 造(ハ イ ア ラ キ ー)を 持 た な い 固 定 長 コ ー ド
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7。 ファイル"」7クセス 法

(現 在 開 発 中 のDS/3は16レ ベ ル の ハ イ ア ラ キ ー

と 可 変 長 コ ー ドを 許 す 。)

シ ー ケ ン シ ャ ル(SAM)

ソ シ ャ ル(ISAM)

,イ ン デ ッ ク ス ト ・ シ ー ケ

8.ユ ー ザ 言 語 英 語 に 近 い フ リ ー フ ォ ー ム の 言 語 お よ び 端 末 ユ ー ザ に

は,テ ー ブ ル 形 式 の 言 語

9.シ ス テ ム 言 語 MOLコ ンパ イ ラ言語

(ア センブ ラとコンパ イラを混 ぜ た よ うな形 式 の言 語)

10.シ ス テ ム の 持 つ諸 機 能

a.デ ー タ の 検 索 ユ ーザ が必要 とす る情 報 の ア イ テ ムお よび ア イテ ム

の 組 み 合 わ せ を デ ー タ ・ベ ー ス か ら検 索 可 能 。

ま たDS/2が 検 索 で き な い 形 の デ ー タ を 必 要 とす

る と き は,COBOL,FORTRAN,ア セ ン ブ ラ な ど

を 使 っ て オ ウ ン コ ー デ ィ ン グ が 可 能 。

b.演 算 機 能 四則 演算 の他,平 方 根 の計 算(経 済 発 注量 を求 め る

な ど)が 可 能 。 ま た算 術 的 組 み 合 わせ を ア ウ トプ ッ

ト可 能 。

c.・ レ ポ ー ト 作 成 検 索,更 新 の 結 果 を,シ ス テ ム が 自 動 的 に ア ウ ト プ

ッ ト し て く れ る 他,ユ ー ザ の 望 む フ ォ ー マ ッ ト も 簡

単 な 指 定 で ア ウ ト プ ッ ト可 能 。
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d.フ ァイル の 互 換 性 ユー ザの現 存 フ ァイ ル のほ とん どをそ の まま の かた

ちで使 用 す る こ とが可 能 。

ピ

e.機 密 保 持 機 能 DS/2に 関 しては 不 明 。

DS/3で は更 新tsよ び検 索 の際,フ ィール ド単 位

とフ ァ イル単 位 で,デ ー タ保 護 可 能 。

●

f.プ アイル ・バ ツン ア ツプ 機 能 シス テ ム 自身 では持 た ない と思 わ れ る。

(DS/3の 場 合,シ ス テ ム 自身 では持 たず

この機 能 を持 たせ た い ユ ー ザはOS/360の

機 能 を使 う)

●

11e適 用 分 野 バ ッチ 在 庫 管 理

経 理 計 算

給 与,計 算

リモー トバッチ … … 工 程 管 理

予 約 システム

応 用 市 場 調 査

財 務 分 析

経 営 計 画

12.そ の 他 の 特 徴

DS/2はSDCの 従 来 の シス テ ムに改 良 を重 ねた 結果 生 み だ さ れ た小 型

汎 用 シス テ ムで どち らか とい うとMARKIVと 同 じ タイ プのnon-Pragram-

mer向 け の シス テ ムで ある。(従 っ てIDSと は別 の タ イ プ)そ の た め,プ

ログ ラム を知 らな いユ ー ザの た め メ ー カ側 の 配慮 が ゆ き と どい てお り特 に端

末 ユー ザ の使 う言 語 は2～3時 間 の学 習 で マス ターで き る。生 産 管 理 や 在庫

管 理 に 利 用 す る と有効 な シス テ ム と思 わ れ る。
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3.世 界 的 情 報 収 集 網 と これ を 活 用 す るInformation

InterchangeSystemを 完 成 したCHRYSLER社

調 査 先

所 在 地

調査年月 日

面 接 者

調 査 者

ComputerUtilizationandplanningOffice

ChryslerCorporation

341MassachusettsAve,HighlandPark,

Michigan

1970年10月22日

Mr.J.M.Hoing;Director,C.U.P.O

Mr・H・W・Ambi11;ManagerEquipment

InstallationPlanningandControl

Mr.D。C.Buzzelli;Planner

Mr.C.E.Belezynski;Manager,A.D.P.

Evaluation&TechnicalDevelop.

Mr.J.DeStump;Manager.,Manufacturing

SystemPlhnning

Mr.G.E.Gomolski;Manager,Marketing

Reports,A.S.G.

吉 田,河 野,佐 瀬,鈴 木,久 保

¢

1概 要 お よび 所 感

当社 は ここで記 す まで もな く,ア メ リカ自動車 製造 業 界 の なか で ビ ッグ3

に入 る大 企業 で,先 日来 い ろい ろ と吾 国 で と り上 げ られ てい る よ うに,対 日

進 出 をね らい,わ が 国 の某 自動 車製 造 会 社 との提 携 も伝 え られ て い る。

そ の情 報 処理 シス テ ムは通 信 網 を全 世 界 に は りめ ぐら して 各種 デ ー タを収

集 して企 業 の ポ リシ イ立案 に役 立 て,更 に より一 層 これ を効果 的 にす るた め

にlnfarmationInterchangeSystemの 第 一 段階 を1970年 に 完 成 し,
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●

更 に 第 二,第 三 の 段 階 を 目 指 し て 作 業 を 進 め て い る 。

当 社 の 情 報 処 理 関 係 の ス タ ッ フ は 組 織 上,社 長 直 属 に な っ て お り,そ の 権 限

も ま た 非 常 に 大 き い こ と か ら 推 察 さ れ る よ う に ア メ リ カ の 企 業 が 如 何 に こ れ

を 重 視 ま た 活 用 し て い る か が わ か る と と も に1971年 に は こ の デ ー タ ネ ッ

ト ワ ー ク に わ が 国 も組 入 れ ら れ る と い う。

ま た,PartsInventoryControlSystem,EngineInventory

ReportSystem等fZ)各 種 の シ ス テ ム を 自 社 の 多 数 の ソ フ ト ・ ウ ェ ア 要 員 に

よ っ て 開 発 し て お り 当 社 の ソ フ ト ・ ウ ェ ア 開 発 の 動 向 は 今 後 も 吾 々 と し て は

着 目 し な け れ ば な ら な い だ ろ う。

'

'

2詳 論

2-1組 織

当 社',組 織 図(CorporateOrganizationChart)は 図1の とk・bで あ

り,社 長 の ス タ ッ フ の 一 部 門 にManagementOrganizationandSystems

Stuffが あ り,そ の な か はComputerUtilizationandPlanning

Office,SystemsPlanningOfficeお よ びOrganizationPlann-

ingOfficeの3つ に 分 け ら れ て い る 。(図2参 照)

こ の3つ のOfficeは き わ め て 小 数 の 専 門 家 に よ っ て 構 成 さ れ,こ の う ち 今

回 の 調 査 対 象 先 のComputerUtilizationandPlanningOfficeの 職

員 数 は 部 長 のHojng氏 を 含 め て,20名 以 下 で あ る が ア メ リ カ,カ ナ ダ の

コ ン ピ ュ ー タk－ よ びEDP方 式 導 入 に 対 す る 審 査 し,許 可 す る 権 限 を 有 し て

お り,ク ラ イ ス ラ ー 社 全 社,全 世 界 に 点 在 す る 各 工 場,支 社 営 業 所 の 情 報 処

理 シ ス テ ム の 基 本 設 計 も行 な っ て い る 。

な お 参 考 ま で に ク ラ イ ス ラ ー の 主 と し て オ ン ラ イ ン に よ る ア メ リ カ の デ ー

タ シ ス テ ム は 米 国 内 の 各 都 市 の ほ か 北 米,中 米,南 米,欧 州 お よ び 極 東(ブ

イ リ ッ ピ ン,オ ー ス ・ト ラ リ ア)に も ネ ッ ト ワ ー ク が あ り,日 本 も1971年

に は こ の デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に 包 括 す る と 計 画 し て い る 。
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2-2設 置 コ ン ピ ュ ー タ

ク ラ イ ス ラ ー 全 社 が 設 置 して い る コ ン ピ ュー タは 約170台 に 達 して お り・ そ の

大 部 分 が オ ン ラ イ ン に よ る 業 務 処 理 を 行 な っ て い る 。ま た,設 備 コン ピュー タの65

%がIBM社 製 で あ る が,こ の ほ か メ ー カ 別 に 主 な も の はG.E.,ハ ネ ウ エ ル

SDC,バ ロ ー ス,ユ=バ ッ ク 等 で あ る 。(図3参 照)
"

2-5ソ フ トウ エア

当 社 は オ ン ラ イ ンシス テ ムを次 の方 針 に より作 成 して い る。

シス テ ムの 目標

Oデ ー タ通 信 シス テ ム上 の物 質的 制 限 の 影響 を最 小 にす る。

o通 信 制御 を 行 な い,デ ー タ処 理 と遠 隔処 理 機 器 の イ ン ター フェ イス す る

機 能 が あ る。'

O

O

O

0

O

O

遠 隔 端 末 機 器 と 回 線 設 備 を 最 大 限 に 利 用 す る 。

ク ラ イ ス ラ ー に お け る テ レ プ ロ セ シ ン グ の 導 入 手 順 を 標 準 化 す る 。

(参 考)原 文

SystemObjectives

Minimizetheaffectofthephysicaeconstrainsplaced

onanydataco㎜unicationsystem・

Performtheco㎜unicationcontrolandinterfacefunctions

ofpresentdataprocessing/teleprocessingequipment.

Maximizetheutilizationoftheremoteterminalequipm-

entandlinefacilities.

StandarizetheapProachtoteleprocessinginChrysler・

■

も
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企 業 利 益

●

o処 理 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 簡 素 化

O最 小 の 費用 で新 シス テ ムの改 良 を促 進 す る。

Oマ ン パ ワー と端 末機 器 を最 大限 に利 用 す る。

oモ ジ ュー ル形式 の拡 張可 能 性 が ある

4

(参 考)原 文

CORPRATEADVANTAGES

oSimplifytheprocessingandcommunicationtasks.

oFacilitatetheimplementationofnewsystematlσwer

costs

o(}reaterutilizationofmanpowerandterminalequipment.

oModulor-openendedgrowthcapability.

当 社 で は こ の 方 針 に も と つ い て1968年 に 計 画 し1970年 夏InformationIr

terchangeSystemの 第 一 段 階 を完 成 した 。 ク ラ イス ラ ー社 は,世 界 各 地 で 活 動

して い る 営 業 所,事 務 所 お よび 工 場 で 分 散 化 され 処 理 さ れ て い た 情 報,デ ー タ を

組 織 を 越 え て 収 集 し活 用 す る た め に こ の オ ン ラ イ ン シ ス テ ム を 開 発 し た も の で

あ り,完 成 時 に は こ の シ ス テ ム に 包 括 さ れ る 地 域 は,ア メ リ カ 国 内 の 各 事 務

所 は も と よ り,国 外 の メ キ シ コ,ブ ラ ジ ル,ア ル ゼ ン チ ン,ペ ル ー 等 の 中 南

米,イ ギ リ ス,ス ペ イ ン,ス イ ス 等 の 欧 州,フ ィ リ ッ ピ ン,オ ー ス ト ラ リア

等 の 極 東 地 域 お よび カ ナ ダ で,1971年 に は 日 本 も こ の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ

ム に 組 入 れ ら れ る と の こ と で あ り,第1段 階 は1970年 夏 に 完 成 し,更 に

1971年 に 第2段,1973年 に は 第3段 と い う よ う に 適 用 事 業 所 の 地 域 を

拡 大 し て 行 く予 定 で あ る 。

一47一



こ の シ ス テ ム で 使 用 さ れ る 機 器 は セ ン ト ラ ル コ ン ピ ュ ー タ ー ・ス ウ ィ ッ チ

ャ ー と し てCDC1000と タ ー ミ ナ ル 機 器 と し て はIBM1130等 で あ る 。

こ の シ ス テ ム の 基 本 ソ フ トはCDCか ら 購 入 した も の で あ る が,そ の ほ か

の ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 は 自 社 要 員 で 行 な っ た と の こ と で あ り,ク ラ イ ス ラ ー が

こ の シ ス テ ム 開 発 に 投 入 し た プ ラ ン ナ ー は3人 で,開 発 費 用 の 詳 細 の 説 明 は

な か っ た が,第1段 階 で は ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 費 の24分 の1が 通 信 会 社 に

支 払 っ た 額 で,第2段 階 で の ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 費 は ハ ー ド ウ ェ ア の 費 用 の

5倍 は 必 要 で あ ろ う と の こ と で あ る 。 ま た,CDCは こ の 基 本 ソ フ ト を ユ ニ

オ ン ・ カ ー バ イ ト,チ ェ ス マ ン ハ ッ タ ン 銀 行,デ ル タ エ ア ー ラ イ ン お よ びG

Eに 販 売 し て お り,GEは 同 社 のlnformationInterchangeSystemを

1971年 に 完 成 す る 予 定 で あ る と の こ と で あ る 。

詳 細 に つ い て は 別 派 資 料ChryslerMessageswitchingtodoyand

tomorrowを 参 照 さ れ た い 。

上 記 の ほ か,当 社 が 保 有 ま た は 運 用 中 の シ ス テ ム の 主 な も の は,つ ぎ の と

お り で あ る 。

(1)製 造 計 画 シ ス テ ム

当 社 が 生 産 計 画 を 立 案 す る 際 の 総 合 シ ス テ ム で あ り,こ の 大 部 分 の ス テ

ッ プ に コ ン ピ ュ ー タ ー が 有 効 に 使 用 さ れ て い る 。 概 略 は 図4,5のMaster

SystemDesign-ManufacturingOperationsを 参 照 さ れ た い 。

②PartsInventoryControlSystem

24の 事 業 所 の 部 品 の 在 庫 管 理 を バ ロ ー ス5500と ハ ネ ウ ェ ル 社120

の 端 末 機 を 使 用 し てTSSで 処 理 す る シ ス テ ム で あ る 。

(3)TruckAssemblyControlSystelm

(4)EngineInventoryReportSystem

(5)AssemblyInventoryReportSystem

以 上 は い つ れ も オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム で あ る が,そ の ほ かIBM360/40

に よ る 匝nagementInformationSystem等 が あ り,概 略 は 別 添 資 料 を

一48一
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参照 してほ しい 。

●

s

2-4ソ フ トウ エ ア 要 員

現 在 ク ラ イ ス ラ ー 全 社 で は,300人 の シ ス テ ム ア ナ リ ス ト,600人 の プ

ロ グ ラ マtaよ び400人 の コ ン ソ ル オ ペ レ ー タ 等 が 各 地 の 事 業 所 に い る が,

そ の ほ か 本 社 の ス タ ッ フ 部 門 に は55人 のMIS専 門 家 が い っ て,ク ラ イ ス

ラ ー 社 は そ の ソ フ ト ウ ェ ア を 外 部 ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 に 発 注 せ ず 自 社 で 開 発 し

て い る 。

ま た,要 員 教 育 は 基 本 教 育 を 除 き,そ の 他 の 専 門 教 育 はonthejob

trainningで あ る 。

以 上

'

一49一



"

.

「

・

勺

、

・

ρ

じ

.

一



図1 CORPORATEORGANIZATIONCHART

－

ー －

z)ヅ'"5'一 ぷダ4" z)tfferSl/iedPrad"ets

ト叢⊇

Ill ll

鰺躍増幽幽趨 幽

us.ノ1'〃M/tt〃9

一 一

__㎜___』 坐__

〃.ぷ.メ 〃'ク〃クノ〃'ぷeles e"uadi4〃 1〃ter""tia〃et

1

ご竺『
i

竺 1胤`ご 『

歯 璽
1 1

「三謡 1、箒 目

lll i 1 童 …艦 幽=1購l!謬 ぽ 隠

▲==

闇
自
…

蠕融 融

一51～52一

●





図 2 MANAGEMENTORGANIZATION

&SYSTEMSSTAFF
,

,

,:・パh・己・
:. 「1L,-"}

〔 ら^
『t

.e.'.N・.Sl'1・

、 ψ,'

♪

・

」

4

曳

、、け

.

'

.已

、

ザ

.
φン

'

」

、
、

.

'

〆

S
憂

≠

つ
,

亀

1

1.

COMPUTERUTILtZATION

ANDPLA,NNINGOFFICE

DERECTOR

」.M.Hoing

MANAGEMENTORGANIZATION

ANDSYSTEMSSTAFF

DIRECTOR

C.A.Warneck

SECRETARY

L.Goft

ORGANIZATION

P]ANNINGOFFICE

SYSTEMSPLANNtNG
OFFICE

DIRECTOR

C.C.Will|ams

」

、
'

,

、

、■

`

一53一

'



.叫 「..・許 〔

・iS'ts'.'

1

/F..4

ぞ㌔

●

、.

b



←

亀

l

ll
・一 …[三

1

V1⊂`S

]ONS

(1、-

22

)2

一

一

ρR人うo氏llON⊂ONmOLV

o口 に〔

LOMMIA
o長 良《TtON～

1GεDN30

CD引 σoo

'～Y5πM

|旧M360/501

tNI臼PL《N,
了良AN～POR「AT〔ON

1

`日Ml800F1

11 |
`55【■ILYOI川r"㎜ ・細 ・即1

◎

■

」

|

」

A川 †EMPDM$`ON

一

}

一

一

ー

一

一

HA∨ τRAMCKA5S匡M阯YNO
w

竺三…∵
2f酬 蜘/④ 参2

t「8M1)30-1

3SY～)LMS;

4`醐360!404

～18Ml800-2

6～YST巳M5-6

1

一

一

A`巨†EMPKεN了 氏KY

Ml∬ 旺DIVtSION

AGltY

、18M360/40r )`8M360/30(1,-

2`触18CO《 り1

1旧M360包O-1

45YS† 〔M5ω2

,尉1`co20◎o・1

AMPL【XDIW510N

5PACEDIV〔 ～`ON

1}8M3ω/25会1 しYNCHROADA∬ 【M肌Y

1・=一 ・・
1

218M1800-2

21酬3釦 μD-2

4SY～TεM5-4
CH酬 にAしDM～ION

,r酬360/20-)

一

一

HUNI5判1し 【5PAζ ε

o陛RATION～ 51LOUISA∬ εM阯Y

)GE415-| 2{脚)8002

21醐360!40-2

4～Y訂EMS4

NL

寸 F良O肌 【τOTO

1

]
{

Y～ τY

CHRYSLε 艮60AT
6[1WDEREASSEM8LY

,UN192α)rl

GOVτOWト ↓ξO |NCR3ほ1 2`酬1800-2

2`8M36q!40-2

45Y～ †EMS-4

」εFFεRSONA∬ 酬 肌Y÷ ≡ 二,
2)8M18002

218M360〆402

4～Y5τ εMS・4

1

一

8A娘IE⊂ANADA

11醐W20-1
NεWARKAS5王M5LY

216M18002

21醐36V40-2

4SY～TεMS-4

　 ‥o"一

MA良`N`OIV15`ON

一

ハ1囹1440・ 甲

`ト」1良OLDM5)ON

IH200}

図 3
(OMPUTERINSTAtLATIONSIN(HRYSLER(ORPORATION

,■1～tn〔筒r

G⊆

1旭M3仏q/40^

PROVINGGROVNDS

)阻Mu30

TE⊂HNICAtCOMρ 田E良

ぐピバマヒほ

}畿 ㌫:1

25YSI醐 ～2

coUUL70"
NしAGOFFlCE

8GH5500

1

NQtO

㏄[SS`NG

瑠㌫
撒灘c
3SY～1【MS

Cl[

1

§;

CHtY～L【 良日NAN⊂`AL

COtpp鹸ATlON

21SM36ぴ402

T
1■TttNirln罵a1

●

T● 蹴,

sl貞■FL胃`OIT|Slo■

NG

子

3

"日AO1埴

切

1ε191壽2。

3snTbM5

TG

H)OO

VζLF了YOUAU了Y
V⊂

NIW⊂ARP9εDεL}VεRY

I6M180011

叫 1 PLANNINGANDADM}↓

YAO(G L L入LεRCANADALτO

wω 一3

/1800会3

、rtM56

1

一

OA

2Gε"5-2

⊂ξ卜」†ERUNE

)18トい130`

一

一

VOVY

1`FM360/40_1

1～os92・|

2SY訂 εM52

1

一

一

ZON【S

1 1130-5

RεGIONALOFFに εS01Y

lCOC636・1 2118M11301

AJAxml～ 、

一
1レ込3w～o'1

NεWP費C([∬GξAR PAR∬O]Vl5`ON

MOPA旬DMSゆN

lH1251
一

r85500`DU風Ll・`

1Hl20.1

2S、STεM～ ・2

PART$

叫 1o白 鷺OlI"1鳥 '`"1440Fl
1

一

1 PARTSDεPOTS

棚 《憎ACぷ ～L【R{SY訂 酬

23H)701ぷ

1怜M1974・)

24～ 、51倒 ～1乏5

Ot†ROI†UNIVtRSAL

1`OM36Gゾ2ひ ラ)

ヨ ・ 匹 。 叫
OAG 1

)18M3ω/20-1

一

一

WARRENTRし ℃KA$SεMI」 ▼

218M帽oo.2

1`8M36Q/閲 一,

ll蹴360/40"`

45YS【 匡MS-4

m[NrONεNGINE

日 巳M36Ψ20-1

ヨ 1
OTC

1 118M3W30・1

NOLC†c

1BM3ケo〆30-1

1505SIGMAII-1

2SY5τEMS,2

)15M360!20-1

pnfS

Ψ,〔Oto'[

1em3601to

T

T

I翻36◎ 〆駒

|脚36at駒

1触3醐 〆40

25

1

,

研
5猟CA

P◇15SY、 臣AHCf

1㍑魏
|ISM14LO

4snTeMS

～あ

.
Cl3

しY c

reM3ba「rc

<

tCU3&y20

GE115

∀

rLmlN.ITALY

GEll5

REGlON

GEIIS

18M36qfro

L

CH良YSLElteENELux
～A-NV.

■GH500

cYしLτ

teM3eortO

－

IICLlPOI-1

Y
c

Iem36qtco

CHR∀SしE良 由 ●負越1L～A

6GH500

CHRYSLERd●VENEZUEい

sA

SGH500

FAantCASAmOMEX5A

tNA3θa130

－

SYSTEMSMODEL
INSTALLεDMANUFACTuaER〔

XXXXXXX

CCtrOMTETeTAas

SVSTEM～ ～ySTEsas

CHANGE$PいNN【D

708εAODξDxX

TOeECANC【 しLED以}

SVSTEMS■NSTALlfP,422|

SYST[MSCHANGES(1)

sySTEMSMthNNEO"111

TVl

θCH錨 ∞

1蒜

)62

MOSSTAEf

APtll.1"O －55～56一



■

●,

●



図4

MAST匡RSYSTEMD匡SIGN-MANUFA(TURINGOPERATIONS
ぱ

(HART|-PREPRODU(T|ON(Y(1匡

←

|

●

'

P鴛ODIZIKε ～tAρCH

-』1脚r/Moメ めr

頁匂 油rcト
ーC胸 声`1|wD。,。

一 ∨●幽'㎞wll扉

_"ol.,>6● 酬

ト

、'4「./

▼
〆

、

'

PRODU⊂1PLANS

－ 番odu【IP"「ile
－ 再㎡愉 白。nn]ng

Lo'r"
・OM`i。n～P.d怖 問一

'b喝
・Pl。m涌v。1ぽ ・

,

▼

4
▼

DE～IGN⊂O～1CONTROL .
'

・

NEWMOD匡 一

、1M'NGCONmOL5

/

ノ

、 ノ

・ 昏⇒mC卵 丘rim,"
一'wi$,lyG測 巳ri刷1問

－Too「 三㎎c",hf}瑚 膓ち

・ け否`【ごo乍`Cli¶o従`

－M劇 ●rTI耐i㎎

～ch●d凶・

-D冶 句川i吊i【9託㎞ 「日

佃r=

』,再onn|噂

伽fr`ng㎞
Pur;㎞ing

Mow』c`パng

nnox・
ノ

fNG'R'GDkVε 一〇タMεN1 'P,ゴ, '

・ －y－'`&Trh⊂ ㎞ 巾

－Cl。 γMφ.1.

-c「 。γlmr耐`1。 パ

ーH。 凧」&'i`rふbぐy声

・ 紀 ゆ 【⊂'㌔.1`Li`'`

・Adwr.しeFlrinl.&』d〆

D囮`r`

・Fi旭`Dmw1「 ・」〉

・1.⑱,i"9

-MOfe,《o`五 爵oco"～ トパ .

)

'

4

■

A

▼ ▼

'

ノ [NG'R'G-PRODし に1`〔》N
妊tεAS`NG

・ho伝rboρoけ8`u8Pri㎡

一 」6bぶ吟"-w"u"
-G酬P恥 』o"

・ 鞠i㎜eri噂 迩|領・

一 ～。vr亡e6Li時W

－ ふd沢r`o∩買.1∞脚

4

!

'

P旺－PλFG.nAN5

-A∂ ∨o汽舗 【恥 胸 水
一 ∧隅ノPb川 島i`di㎎"㎝

参Ad∀mce～wrci㎎&R←

b㌔d局c:lilγ輪i企c"
一 Ｔo。``㎎h叩⊂郎

・Ig。`i噌v。]…

-5卜i叩i悼A戊,・U怜r項

AOVε 肝脂`NG&～ALES
冊OMα 」ON粍ANS

-～ 芦dnロ,`卯 ぱ ・

一 』 トum

・A∂wrri・`㎎P・■⑨頂冊 邑

90る1白rimol"

,'- ,

、 7

↓ ↓ ↓ ▼
/

'

PART～&IOOしPR㏄unEM【NI

・V熱dαIo9}",κ ㎞

㌔q'外.
-QりoM}o時 ∫㏄ 馬市8

、oo.L
-n'£d、ic40biεd吟

一 ふc一 〇d舗 始r陶市

&Too``

(

!

チ

]

ノ

即ぐ)り1κTIONPRO(ξ55

円LAN～

一 〈〉`⑲トim細 字r予

一1宇cl桓n距 ●r$
-Ddgn。 「ト 阿㎝ 卜

Tool8
一 輪角uiしiriα・。rい㎞ ト

(XWI

/

`

ノ,

領`⊂INO/c㏄ †

.Pmdod己 トC蝋&

Cα憤pi`二fi蜘
.C拍7佑IWI-

一 巳巧一』1,u鵬

－Co4rCon胃iw師Or

}cト台イv`"巾γc。r-

`in町ePc.}

←
'

'

MAπ 則AL⊂ONIR(X
nANS

-5晒 子C甲 刷1'1白
.Fbo"

一 』が 叩}時

.～c」 吋v「・Co己臼
－Mo㌔ 』`晦c酬㎡C口出

'』 日 ～戸陀 .s㎞ ㌔
一 』 」貝w`一

ラUFOふ9疏

/ L- _▲ '

-7■7、 ■7.■7

▲

/ lN「TIALS∧MPL〔&P`LOI
MOOEL⊂ 料ECK`NG

－ た巾ln戊芦cFi。n,r鱈rr噂

&良epo"「ng
-1。 。lcトe⊂k|汀9&烏卸iハ勾

一 輪r"か1酬d・W
-」 耐 。15㎝p』 病㎎ 嘲 シ

Re戸市

/

'

!

PLANＴFAC`L`IYPLAN5

-C札cハ9飴ver』rlr`y

P`。 耐i㎎&㎞ ソ。"

一 』ur;ingムC㎏ 噂 《。…'

F。d`trl"晦iさc,8

.・i中9自`掴v尉".

㊦・wi5ilio巾 εw。 猷

On撒e隔
.Pm=ur弓 々 ■rdF。cr`;`「 ら

〆

]

、

'.

tパSOR～rANDA良DS&
MANUFACT壌ING6UDGε 下

－R。 。'i内sＬe,`

一 ㌶gel㎏ 止Sf。M噺由

－Di乍dlcb。r㌔ 叩OWF

R⑳i姥men㌔
一`エi障cトu㎞rM。ming

Iobles
.舟wr。 珈ri㎎ 』曝 ～

,

'

ノ

PROF`IPLAト 」一

・MFg.】 栖

－G.8A.』 芦【'・

』d"怜
－h-hdoc晦n』 廿

一 ξrhcro抽e玩i◆c,

Mg■,
-S◎1己pMロ`er:olCos"一

{i㎝ 同o情
－A師m頑 輪G'non

ソ〆 ・'＼ ・/ べ 「- ノ

↓
TOCFAR†1】 ・PROOUC710NCYCLE ◆ 拍A■A`ξ■【日Io`sx■`z鳥110N`sΨSff鯖551力`r

・ 口川 郎" ,出 原,ov【``●,o闘clt"
5▼51〔田S,L▲飼01寓`

lR[FERTO'1PR[PRODUC了10NCYC1【 ・0[TAI1「LeLYCHARI11}ORnDDI了10NAIIHFORMATIONON[AC睦SYSIε 鯖SDES`G村SEC閉EN了1

姐Xt・1■ ●s

－57一



図 5

MAS'「ERSYSTEMDESIGN-MANU『A('TURING

MONTHLYMしES&病00UcnON

怜OGkAMtNG

MonrhlrheorpmT「 領 袖 「●

bea`有 合dtrObi■Ct1帰

』`紅Mo■rh`r(㎞
匡ePtom「c5M■ 直●t◎UtlaeL

-～ 。16`-V・トld・b〆 一⇔情

α ■c`olV.トic'・柏"Ct;on

}
Sourcingvehicl"ltorn

AStt-hlyHdantantgkeu

(リARIII■PRODU(TION(Y(LE

SA【ESREFOffTS

・1mburkhaRepeds
-MOfith「rad"imny

－

、鳥喰
、v心

tSLEYROOUCTION
AUtHoa1ZAIION▲RELEas「NO

O団LERS

Opr㎞ 引 ふkehor∫e。1㎞
Satt}飼diOP畑 」x1:Pt)●o

}r㎞ 』「`断㎏A㎡ ㎞iror

'i㎝

梱 錨 ●br高{y施 僧
施 ↑貿iol●kP`i"

TOSCHEOUL"tG

FIMNCIAト 酬S

－ 輪 叩ewerkegutthth翻"

・Menula帥 ㎡叩 叫 声
÷h唱fitEPt.catt

-budg.r減 叩⇔ntport,

隔fit同o"ふ{輪
良{

～⊂HEbUttNG

－V●Hcle(kdtrt
.f欄}v●&由 ぬ`聞

－RmDailプseh■thu`◆ol

OUbfi

SH`刑 ξN岱 －VEHICLES

・V.トlel● －i叩C㎝ 目口

f1㎝

囹9怜 酎1}A搾 〔`

「NVENTORV5T▲,情

《∬EMBtY

㎞ 口yorぷic「"
-kWk

hattonhporlt
AchntMenPOWtkepeds

τocORP.拭r6,PLANTS

知 隔rlz.dn螂

CycdeCountS

Oh恥ndth`co`orlo賂
・hwnわ ワAd}吋me"
-StOck5佃h属

`NC㎝`NGPARTStMATEI`AL

－Nor』 ・eFZZ]{-D`A5
-』king輩iPS

-Fmig㎞ 田1``

崩 ●r同Fパ ㎡i喝Wdi・h

』h"dMaltfio`Do知
㎞1〆keordPeei喧

lOtTSM【`●,LEt■・T`良日$π箇``1`1貝)-10ASSY』P醐S

F`NANqALPIANS

SH`eSAENTS-PART∨MATER`M

ngOUCT`ONPいNN`NG

6RELEAS`NG

Mi-hmhtsO-r/Lma.r

s禄pmh
－ 触 ト1γ弘i開L叩kH■du'●

-BDnLino』 嬬

・Nbntトlymaoation

SGト㎞`・
Rel●=■as●㎞r㎞1

5咋甲`i●fi

－ManpovtrRe甲|耐 博怖

－MoAり 句卯i喝tl.d"e'
-ftefirFo障cest

-』 ↑Vima。n烏.{

一 輪 冊no【Pヒ{"

R●戸h

SCHEOMtNG

WeeLltendO"Xtγ ～』叩

Sch蜘 巳

n⑰du<ri㎝ ⊂taff

]N。lk⇔f5幅FMOti.o`AS
'～ ト1ρ9●n

-b↑ ・甲`鍋1了殉{'ioo

良●4nSlt

5ト1pm'ntWUke`●σ措

Cα叩orimnDgfO

lNVENTO費rYSTATU5

－Sf叉kkcer由

－AuトhOri:・dF1硫

・Cγc`・C。"nh。 田メO声Hqnd

Cd1Cu』tiOM

1[∀onbrV妬i頃 ㎞ ■rt`'

nOPLmtON

τool⊇ ぱ●㎞ 込n

R●C"カ

』,「oo

陶wo帳OpenthO
－ ・)onC㎜ ●

khn「 陶 ゆ 咲r』 市

`N⊂OM`NG-PARTStMATER`AL

－ 』eki㎎ ～li声

－Fre:oin西1`■
-W●rlo)FPt.e'd吋

1:cL●h
.貨 財"dMet■rio`Do恒

τOCORP."F6.PUN†S

、

lREfERTO"PROOVCTIONCVCL[『DETAILFLO'NCHnRT/tFORADDITIeNALINFORMAT10HOHEACHSYSTEMOESIGNSEGM[NTI

－58一

P匡R川10NS

'
WAR民ANIYC人AW透nOCε$StNG

」

'

・ ㎞ ∀Oorm
-o●ol射{yE叩 一

』
-w－ ● ふγ閥 憎◎ 蛤cL8

'

'

」

…
'

閾LUNG

・o● ・`・rb⇒|6劔

,㎞nh輪.`∀ ロb」
'』`d† ロllら{"

-c国 焼汀「m"』 向

.s............'.'

>1

'

.

「

'

RECε`Wト↓G6「トよ－PROC匡55

`NSPξCTION

-D● 佃◇対w施 揃 佃17)ek●W

-S口pWd・ 馳

参Qu。`「rγ輪畑
－Qじo`r・yC㎝ ρ`。|而

A⊂⊂OUNI5'AYA肌 ε

一 輪1ロM田`「肺w而

,V曲1【 ∀dG司
一"-CＬck・

参A仁oo"† 』`1⑰

'

'

、'

! 別LUNG

.ACOov再 見 日]G●1頑1■
-G答,v。rr。x・ 』 爪

・F冊|帥'らym・ 耐

' ン

'

〉

」

◆

、

綱

'

⑯

`

一

,

I

D

.

⑱

155,

`

貸εCEMNG8`N-pnc<E5S

`NS托CI`ON

会 』f.dwMo恒do「Tick"
-5c付P了ick・h

・(㎞`lrプR.P巾

一(】`"アC㎝P`。,而

〆

'

〆
ACCOUN了SPAYAgL正

・F冊`≠r馴b』 市 醐
・V■n』rＬn-`c"

一 句r句 配OwcL・
-Aeぽ 耐 ㎏,`【炉

' -

●"""1曽 川"6川`z川lo狽`s▽$1田s5川r

● 田川 則x`,mN,ow```,良60OCI`ox

S∬1【曽,,ur川 目`

川賃[・



参 考

Chryslermessageswitchingtodayandtomorrow

参 ・

'
'`～'

byLLOYDR.ISAACSand

DONALDC.BUZZELLI

Cん ツsterCoひo'α 《'oη

Detroit,Michigan

■,

4F`

TheChryslercorporateTeletype

tablishedprimarilytoprovide'

w「lttencomm皿lcattonsbetweencorporate

ThissystemutilizesModel28Teletype

withassociated81DIselectionequipment

terminals・andaGeneralElectricDatanet

centralcomputerswitcher,

TheDatanet30isal6K

charactersofrandom・accessdiscstorage.

networkwases-

mcreasedcapab▲lityfor

locations.

eqUlpment

asremote

30asthe

machinewith18.8million

hiscon_

nectedtoapproximately6010catゆnsthroughanetwork

ofdedicated,futl-duplexTeletypegradecircujts .The

networkisinternationalinscope
,talkingdjrectlyto

London,Mexico,Sydney,andPanama .Thedomestic

clrcultsoperateat75baudandtheinternationalcir-

cuitsat50baud.

Toperformthefunctionofmessageswitching ,each

messagemustcontaininviolateheaderinformation .The

headerconsistsofonetoeightaddressesofthemessage

recipients,theoriginatjngstationmessagesequence

number,thecodeidentificationoftheaddressee ,and

themessageprioritylevel,normalorrush .Thetext

followswiththemessagebeingterminatedbyanend

ofmessagecode.Anyviolationoftheheaderinforma・

tionwillcausethecomputertocompletelyrejectthe

entiremessage.Ifthemessageisinerror
,thecom-

puterwillinitiateaservicebacktotheoriginating

stationindicatinganerrorwasdetected .Theheader

mustthenbecorrected,andtheentiremessagemust

beretransmitted.Theswitchingcomputersoftware

hasthreeprimaryfunctionswhichoperateonthese

data-storing,forwarding,andprocessing.Storing's

'functionistomovethedatarec
eivedfromthelineto

permanentstorageonthediscfile.Processingthen

performsheadervalidationonthedataasto:(1)the

transmitlocation,(2)thereceivelocation,(3)themessage

sequencenumber,and(4)theprioritycode.Passing

thevalidationcheck,themessageisthenplacedina

linebufferorqueuefortransmissiontothemessage

recipient.Forwardingperformsthefunctionoftrans-

mittingeachmessageonafirstin-firstoutbasis,

dependingonpriority,totherespective.receivingloca-

tion.

Threeothersoftwarefunctionsessentialtoaneffec-

tiveoperationare:(1)messageretrieval,(2)message

intercept,and(3)networkanalysis.Messageretrieval

allowsforretrievalofamessagealreadysenttoa

location.Itisretrievedbythereceivedmessagenum-

berandtherequestingsIation'sidentificationcode

frompermanentstorageonthediscfile.Themessage

interceptfunctionallowsthecomputertoholdtraffic

forastationwhichithasdeterminedisinoperativeor

throughreceptionofacontrolmessagefromtheremote

location.Messagesareheld(intercepted)untilthesta・

tionbecomesoperativeand/oracontrolmessagefrom

thatlocationisreceived,removingitfromtheinter-

ceptstatus.Networkanalysisisprovidedtogiveoper-

atingpersonnelthemeansfornetworkmanagement.

,Thisanalysisisintheformofwrittenmessages,which

indicatethestatusofeachlineastothenumberof

characterssentandreceivedandthequeuewhichhas

developedforeachstationonaparticularline.These

reportscanberequestedforanyhourthroughoutthe

operatingdayorasasummaryoftheday'straffic.

Thereportsarerequestedthroughspecificcontrol

messagesfromthenetworkcontrolteletypestation.

Inadditiontothesetraffic.reports,acostallocatiOn

reportisgeneratedonceamonthandisusedtocharge

eachuserofthesystemitscostbasedontransmitted

charactersonly.

Duringidletime,thecomputerperformsroutine

diagnosticchecksonitself.Thisprogramisdesigned

toidentifymarginalhardwareconditions,which,if

notcorrected,couldeventuallycauseahardwarefailure,

shuttingdownthesystem.Anyconditionnotpassing
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thesechecksisidentifiedandprintedonthcnctwork

monltor.Theoperatorthentakestheappropriatecor・

rechveactlon,which,inmostinstances ,meansnotify-

ingaGeneralElectriccustomerengineerthatmainten-

anceisrequired.Thismaintenanccisgenerallyper-

formedattheendofthenormalworkingday .The

operationofthcnetworkisdirectlyunderthecontrol

ofthecomputer.Theonlymanuahnterventionrequired

isforstart-upinthemorningandshut-downinthe

evenjng.Mostofthecircuitsaremulti-pointcircuits

whichrequiretheDN-30topolleachstation .toinitiate

transmission・Pollingonthesingte・pointcircuitsisdone

loprovidebothstationcontrolandlinecontrol .Each

messagetransmittedtotheremotecontainsadiscreet

caUdircctingcodeforeachstationonthatline.This

codcoperatcsthe8】Dlselectorstoturnonthcproper

rece;mgstationandblindallotherstoreceptionof

theドc:'bage・Linecontrolisprovidedbyusingthepoll

patte,9nand"H"answerback,inco可unctionwith

idenω.icationoflinemarkorspaceconditions、If,after

apoll,neithertrafficoran"H・"answerbackisre-

ceived,thecomputerassumesプtroublewiththatparticu-

larstation.Thecomputerimmediatelyplaccsthesta・

tionorllneoninterceptandw川nottransmitdata

tothesetocatiOnsuntilthetroubleiscorrectedandthe

stauonrequeststhecomputertoremoveitselffrom

lntercept.

Thecomputer,presently,isinoperation24hours

aday,fivedaysaweek.Onehourisneededoutofthe

24toclearthefileofalltransmiuedtrafficandto

repackallunsenttraffictothebeginningofthefile .

Thesystemisnotbacked-upatthistimeduetothe

factthatshortdurationoutages,uptoone-halfhour,

canbemadeupquiteeasilysinceourcircultsare

loadedatabout70percentcapacityduringthebusy

hour.However,withtheincreaseduseofthesystem

byourinternationallocat垣ns,alongwithageneral

volumeincrease,wercalizesomeback-uplsnowre・

quired.Therefore,wcarecurrentlyinstallingasecond

disc.Thismeansthatmessagesentering由esystem

w川bewrittensequentiallyonbothdiscs.Thiswill

providesecurityagainstlosttrafficduetoacatastrophic

failuretothediscfile.Wehavefoundthroughpast

analysisthat88pcrcentofthefallureslnthecom-

puterhavebeentracedtothedisc.

PriortoJuly

DN-30,Chrysler

capabiiitiesin

1963,theinstallationdateofthe

recognizedtheneedtoimproveits

thcareaofwrittenmessagecommunica-

tions.Thebasicapproachtakenwastorep]acethethen

operationalmanualtorntapesystemwithacomputer.

Justificationwasbascdontheneedto:(1)reduceoper-

atingcosts,(2)increaseouroperationalcapabilities,

and(3)rcducetheincrementalcostsforsystemexpan-

sion..Oursuccessinalithrceareasisevidencedbythe
factthatthissystemhasbeeninoperationforoverfive

years、Theinherentcapabilitiesofcomputerswitching

did,infact,meetourimmediateandlong-rangere・

qulrementsatareducedcost.Verybriefly,thoseareas

whichwereofsignificantcos口owarrantreplacements

werethemanualtorntapecquipment,themultiple

addressreproductionequipment,andthestaffingneces-

saryforthecentralswitchlngoperation.

Asin1963,weinChryslerarestillsensitivetothe

needforahighercapabilityinthedatacommunica-

tionsfield-acapabilltynotlimitedtocomputerswitch-

ingformessagetraffic,butonewhichrecognizesand

integratestherequirementsofseveraltypesofdata

communicationswhicharenecessaryinanindustrial

enVlronment.

Therearemanyothercompanieswhoarealsoex・

periencingpressuresoftheexpandingneedfortrans-

missionofdatabetweenscveraldataprocessingin-

stallations.Thedemandforincreasedc己pabilityfor

automaticmessageswitching,remotedataentry,and

real-timeremoteinquiryisalsobecomingmoreinsis・

tent.Thesedemandsareresultinginquickobsoles-

cenceofmostcorporatecomm皿icationsystems.

Wehave,therefore,comptetedastudypresentinga

conceptualcommunicationsystemtailoredtoChrysler's

preciserequirements.hisasystemwhichoffersthe

capabilitytoadjustandexpandtomeetchangingre-

quirementswithaminimalcorporatedisturbanceand

atminimalrelatedcosts.

ThedesignofthisConceptualsystemisbasedupon

theuseofelectroniccomputercomponentswhichwill

becompletelymodular,nexible,andexpandabte.The

singieoutstandingfeatureofthissystem,theChrysler

DataCommunicationInformationInterchange,willbe

thedivisionandspecializationofthedataprocessing

anddatacommunicationsfunctions.

Threemajorrequirementspromptedthedevelopment

ofdatacommunicationsasaneffectivemanagement

tool:

(1)Theneedtospeedtheflowofinformation;

(2)Theneedtocapturerawinputdataatits
source;

(3)Thedesirabilitytoconsolidateresourcesbycen-
tralizationofdataprocessingcapabilities.

Datacommunicationsasamanagementtooldoesnot

changeasystem.Itdoes,however,changethemethods

ofdatahandlingandexpandsthescopeofthedata

processlngenvlronment.
Initially,datacommunicationswasusedinabatch

processingenvironment;i.e.,datawaspreparedatits
source,transmittedtoacentrallocation,enteredin

batchtoaprocessingsystem,andthen,viadatacom-

munications,distributedtotherecipient.Assystem

requirementsbegantoplacemoreemphasisonthe

speedoftheinformationflow,theintegrationofdata

－60一
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communicationsanddataprocessingbecameam勾or

systemconsideration.

Thegeneralapproachtakenbymostcomputermanu-

facωrerswastodevelop,aroundageneraトpurpose

computer,therequireddatacommunicationscapabit-

ity.WithinChryslercorporation ,oursystemshave

evolvedconcurrentlywiththedevelopmentofcomputer

systemtechnology.Thesesystemshavebeentherespon-

sibilityofthevariousdataprocessingcenters ,which

have,untilnow,evolvedwjthinanorganizationwhich

isbasicallydecentralized.-狙isnaturalthentoexpect

thatthesystemsthemselvesaredecentralized;i .e.,con-

finedtofunctionalproblemsandnothavinganydirect

relationshiptoothersystems.SincemanyofChrysleピs

activitieshaveplantsandofficesindiverselocations

throughoutthecountryandtheworld
,thesefunctional

systemshavebecomedatacommunicationsoriented,

Thiswasdonetotakeadvantageofthedataprocessing

capabilities,whichcouldbehadonacentralizedbasis .

Recentlysomeofoursystemshavecrossedthedecen-

tralizedlinesofourorganization .Thishashappened,

primarily,tofacilitatethecapturingofdataatits

source.

As
.westandtoday,oursystemsremainbasically.

decentralizedandunifunctiona]indesign.However,"

isnotdifficulttolookdowntheroadandseethat

futuresystemrequirementswilldictateadesignwhich

willsatisfymanyfunctionalandorganizationalrequire-

ments.

Inconventionally-organizedcomputer-centeredlnfor・

mationnetworks,alargepercentageofcentralcomputer

timecanbetakenupwithcommunicationprocessing

taskssuchasspeedbuffering,errorcontrol,codecon-

version,linemanagement,andsimilarfunctions,A

general-purposedigitalcomputerisnotdesignedforthis

role.AtChrysler,weareusingthegencral-purpose

computertohandleboththedatacommunications

tasksandthesystemsprocessingrequirements,This

approach,whichhasbeenouronlyalternative,does

g】verlsetosomeverymterestingproblems.Onesuch

problem,asweseeitinthelongrun,istheallocation

anduseofourmanpower.Varyingdegreesofexper-

tiseinon-linedatacommunicationsexistinChrysler

today.However,thesearescatteredthroughoutthe

corporationassociatedwiththevariousuni『unctional

systems.Wedependtosomedegreeonthevendorin

thisareatoaidinprogrammingand/orproviding

softwarepackagestoeffectdatacommunications,As

moreandmoreofoursystemsbecomedatacommuni-

cationsoriented,thedependencyonvendorassistance

couldresultjnminimalin-housecapabilitytomake

changesinthedatacommunjcations,letalonethe

もも プリ コ

grassrootsprogrammmg・

Werealizethatadecentralizedapproachtodata

communicationsw川produceinefficienciesintheuse

oftransmissionfacilities.Theseinefficiencesareintwo

areas:

(1)Duplicationorlessthanfullusageoflinefacil-

ities『oreachsystem.Thisexistsbecauseeachsystem

nowmustindividuallycontrolitsowncommunications

environment.Thelackofacollectivedatacommunlca'

tionsbaseres【rictsthecorporationfrommaximizing

linesandterm「inalsandinturn,minimizingourco.sts・

(2)Alimitedchoiceofremoteterminalsforany

singlesystem.Thisiimitationoccursbecauseofin-

compatiblehardwarebetweenremoteterminalsand

generaトpurposecomputers・Onceacentralsitecomputer

isadaptedtoaccommodateaspecificterminal,the

systemisrestrictedinusetothatterminalorterminals

wlthexactlythesamecharacterist▲cs.Aremoteterm-

inal'scommunicationscharacteristicsaregenerallyhard-

wiredandunalterable.Therefore,achangeinremotc

terminalsusuallyrequiresanextensivechangeinsys-

temprogrammmg・

Thecharacteristicsofadatatransmissionterminal

varywithinavendor'slineaswellasacrossvendors.

Thesecharacteristicscanbecategorizedasfollows,and

wecalいhemtheFamilyofIncompatibles:

(1)

(2)

(3)

(4)
You

menUng

problems

on-line

Many

however,

am司O「

isrequlre

The

cosUymuhiphcityoftheprescntcommunlcatlonsystcms,

andtheassociatedproblemsandinhercn日imltations

havedemandedthatasolutionbefound.Thissolution

isembodicdintheprimaryobjcctivcsoftheChrysler

informatloninterchangesystem、

Theprimaryo句ectivesofthissystemareto:

(i)Minimizetheaffectofthephysicalconstraints

placedonanydatacommunicationsystem;

(2)Performalいhecontrolandinterfacefunctionsof

presentdatacommunicationequipmcnt;and

(3)Maximizetheutilizationofboththeremotc

tcrminalcquipmentandthelincfacilities.

AccomplishingthescObjectjvcswillimmediatelygain

thefollowingadvanlages;

(1)Eliminationorthecomplexsoftwareneededto

supPortthepresentintegratedsystems;

(2)Increasetheavailabilityofdatacommunicatlons

toal|corporateactivities;

(3)Reducetheincrementalcostsassociatedwith

transmissionspeed;

terminalsynchronizationandinterface;

transmissioncharacterstructure;and

tranSmiSSiOnerrOrCOntrOl.

canexpectmanyproblemstoariscinimple-

datacommunicationsystems.Manyofthesc

w川stemdirectlyfromtheeffortstomarry

communicationsandbackgroundprocessing.

ofthcseproblemscanandhavebcensolved;

eachtimeanewsystemisimplementcd,or

systemchangetakesplacc,arcncwedcffort
'dt

osolvcthesameproblcmsovcragain.

obsolescenceofcommunicationnctworks,the

－61一
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(4)

These

grateddatacommunicationdataprocessingenvironment

cannolongerexist.Thedatacommunicationtaskmust

beseparatedfromthedataprocessingtask.Wehave,

therefore,developedaconceptualstandarddatacom-

municationinterfacewhichwillformthenucteusfor

theihformationinterchangesystem.Thisinterfacewill

bespecializedcoh .川terequipmentandprogramsspeci・

ficallydesignedtoperformtheinterfacefunctionfora

numberofdiversedatacommunicationdataprocessing

tasks,

Thedesignofthisinformationinterchangesystem

svil]incorporatethefし!bwingcharacteristics:

d)【hehardwarewillofferthelatesttechniquesin

systemdesign,usingintegratedcircuitsandthin

filmtechnologytoamaximumdegree;

(2)therealtimecommunicationsoftwarewillbe

triedandproved;

(3)itwillbeaninvestmentinlinewithinitialre-

quirementsandatthesametimerenderobsoles-

cenceaminorconsiderationindevelopmentof

thetotatsystem;and

(4)therequirementforindividualsystemprogram-

mingfordatacommunicationswillbeeliminated,

Thedatacommunicationsinformationinterchange

newand/orexpansionofpresentsystems;

Useofourmanpowerresourcesmoreeffectively

byreducingtheeffortsnowrequiredtolaunch

newsystems.

above-statedobjectivesdictatethatthelnte－

conceptoffersseveraleconomicadvantages.Thesead-

vantagesare:

(1)corerequirementsforholdingoverallexecutive

andmainlinecommunicationsprogramswillbe

reduced(seeFigure1);

(2)Dataprocessingcomputersarefreetohandlethe

tasksforwhichtheyaredesignedratherthan

beingforcedtospendlargeamountsoftime

handlingroutinecommunicationtasks;

(3)newsystemscanbeimplementedwithlesspro-

grammingandreducedstart-upcosts.

Toiltustratetheuseofthedatacommunications

informationinterchange,atypicalintegrateddatacom-

municationdataprocessingsystemcanbeusedasan

example.Figurelisamodeldepictingatypicalhard-

wareandsoftwareconfigurationofanintegrateddata

communicationdataprocessingsystem.Thecentral

sitecomputer,equippedwithadatatransmissionterm-

inalunitandapPropriatelineadapters,communicates

withothercomputersasremoteterminals.

Controloftheremoteterminalsisafunctionofthe

centralsitedatahandler.Processingofreceiveddata

isdoneviathedataprocessingprogram.Controlof

.thesetwoprogramsegmentSandthatwhichallowsfor

integrationofthecommunicationsandprocessingfunc・

tionsisthroughthemastercontrolprogram.

Inthisintegratedenvironment,timeisanessential

factorwhichmustbeconsidered-timeallottedforthe

communicationfunctionandtimeallottedforthe

ATYPICALINTEGRATEDDATACOMMUNICATIONS,COMPUTERDATAPROCESSING

PERIPHERAL
CONTROLLERS
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ADAPTERS
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processingfunction.Atypicalsequen㏄ofeventsln-

volvingbothcommunicationsandprocessingisas

follows:

(1)The"mastercontrolprogram"instructsthe

datahandlerto.pollaremote.

(2)Thedatahandlerpollstheremote.

(3)Thcremoteacknowledgesthepoll'andtransmits

adatablock.

(4)Thedatahandlerreceivestheblockandacknow-

1edgesbacktotheremotethecorrecmessofthe

data.

(5)Theremotesendsthenextdatablock;andthe

processofcheck,acknowledge,andsendiscon-

tinueduntilalldataisreceived.

(6)Theentiremessageisbuittupasitisreceived

inanin-bufferstorageareawhichwillholdthe

dataforprocessin9・

(7)Afterallthedatahasbeenreceived,itisavail-

abletothedataprocessingprogram.

(8)Themastercontrolprogramwil]instructthe

dataprocessingprogramtobeginprocessing

・thedataavailableintheinbuffer
.

(9)Theresultsofthisprocessingareplacedinan

outputstorageareacalledtheout-buffer.

(10)Themastercontrolprogramnowinstructsthe

TAPES

datahandlertoinitiateapoll;andthecom・

munlcatlonsequencetakesplaceagain,outbound

fromthecentralsitecomputertotheremote.

Th三sbasicten-stcpprocedureisrepeatedforeachre-

moteandforeverymessagesentfromtheremote .

Sincethereareざeveraいransmissionlinesandmany

remotesandsince.thecomputerisextremelyfast,com'

paredtothedatatransmissiontime,thebasicstepsfor

processingandcommunicationareintermixed;Le.,

eachremotecanbeconsideredtohaveitsownten

stepssoremote``A"couldbeatstepone
,remote

"B"atstepeight
,etc.Themastercontrotprogram

thenmustkeeptrackofwhatfunctionsarebeingper-

formed,whatfunctionsmustbeperformednext
,and

whenthefunctionsaretobeperformed .Thereisa

highly・complexinterplaybeingperformedinthecen-

tralsitecomputer.Figure2,thedataprocessingcom-

puter,showsthephysicalbreakpointot'也econcept:

theinformation加erchangeinterfacesbetweenthere-

motesandthedataprocessor .Throughhardwareand

software,dataaretransmittedbetweentheinterface

andtheprocessor,thus,formingthecommunication

andprocessingon-lineenvironrnent.Theonlyfunction

thecentralsitecomputerwouldhaveisprocessing

(steps8andgabove);ailotherfunctionswillbeper－

ATYPICALDATAPROCESSINGCOMPUTERUSINGTHEINFORMATIONINTERCHANGE

PERIPHERAL

CONTROLLERS

DISKS

T

UNITRECORD
EQUIPMENTS

D

u

TO
DATA

COMMUNICATIONS
INTERFACE

DC
'

PROCESSINGPROGRAMS

Figure2
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formedbytheinformationinterchange.Theconceptual

interchangcwiilperformallthecommunicationsfunc-

tions.Agetfromthecentratsitewouldcausethe

intcrchangetodumpdataatapproximately40.8kilO-

bits/second.Thecentralsitewouldprocessthedata

andaputwouldcausetheinterchangetoacceptthe

processeddataandrouteittotheremoteterminais.

Applyingthisconcepttodecentralizedsystems,Fig-

ure3depictstheinterchangesystemenvironment.The

systemsremainbasicaHydecentralizedbutyetinte-

gratedthroughtheinformationinterchange.Thisdia-

gramisthebasicapproachtoanoverallsystem、One

pointtorememberisthatbyseparatingthedgtacom－

municationsandthedataprocessing,thesystemgains

theftexibilityofbeingabletomix,add,ordelete

remoteterminalswithoutmakingachangeatthe

centralsitecomputer.Additionally,thedatacom-

municationsforthesystemcanbemaximizedalong

withdatacommunicationsofotherpresentorplanned

systems.Ineffect.itwillprovidecommonaccesstoun-

commonfiles.

Theplannedimplcmentationoftheinformationinter-

changewillbe,ofnecessity,amulti-phasedprogram.

Themulti-phasedprogramwillaccomplishtwoprime

things:first,itwillminimizethecorporatedisturbance

tothevaryingprocessingfunctions;second,itw三ll

w

■

、

THEINFORMATIONINTERCHANGESYSTEMSAPPROACH
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minimizetheimpactofconvertingthecommunications

ofasystemtoanewmodeofoperation.

Theinitialimplementation(Phase1)wouldinvolve

twoexistingnetworks,includingourcomputer-switched

teletypenetwork.Additionalsystemswouldthenbe

convertedwithintheestablishedbasicinterchangecon-

figurationthroughthemodularityofdesignofthe

hardwareandsoftware.PhaseIIthroughPhaseIV

wouldinvolveconversionofvariousotherChrysler

systemsovera22-monthperiod.

AttheconclusionofplannedphaseIV,thefollowing

kindsofon-linerealtimecommunicationwillbeutilized:

(1)low,medium,andhigh-speedlines;

(2)polled,dialed,anddirectlineterminations;

(3)inquiry,datacolicction,anddatadistrlbution;
and

(4)remotetoinlerchangetoprocessorcommunica-
tion.

Essentially,allcommunicationsystemsfal]intothe

abovecategories.Itisatthispojntthattheconcept

wouldbeconsideredimplemented .Othersystemscould

thenbeaddedwithminimalcorporatedisturbance.The

additionofthesesystems,ratherthanbeinglookedat

aspartoftheconceptimplementation,aretobecon-

sideredasadd-ontoancxistingsystemandpartofthe

normalsystemexpansion.

Thcconceptshouldbeconsideredinlightoftheop-

erationaladvantagesandmanagemcntcontrolitwill

provideacorporationinthcarcaofdatacommunica-

tions.Implementationshouldbcaninvestmentfor

providingthecapaトllitytohandlebothpresentand

pianneddalacommunicationrequircments,

1.Jsingtheinformationinterchange,weestimatethat

teleprocessingsystems,whicharenowbeingplannedand

designed,canbeimplemcntedandoperatedatabout

25%lesscostthanunderthcintcgrateddatacommuni-

cations/dataprocessingPhilosophy.

Ourmainobjectiveinpresentingthisconcepピisto

showthatthereislittlerclationshipbetwccncomputer

switchingtodayandcomputerswitchingtomorrow.

Ourconceptualinterchangehasforallpracticalpur-

posesmadenodistinctionastothevariousdatacom-

municationstasksbethcyswitching,inquiry,datacol-

lection,etc.Themainconcernistheenvironmcnlof

communicationsandtheneedtomovcinformation

fromonepointtoanotherirrespectiveofthenature

oftheinformation.

一
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4・ 総 合 シ ス テ ム 計 画 でMISに 遭 逢 す る ・Theprocter&

Gamble社"

■

'

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

TheProcter&Gamble社

299East6thStreet
,Cincinnati,Ohio,U.S。A.

1970年10月23日

Mr,R.A.Forberg:Director,DataSystemsDesignDpt
,

Mr,J.H.Scott,Mr.W.L.Heilman
,Mr.J.H.Linnenberg,

Mr。G.D.Montillon,Mr.G.0.Walla,Mr。T.H.Jacober
,

Mr.J.E.Phillips,Mr.D.W.Newman,Mr.D.M.Vandivier
,

Mr.O.L.Hammond,Mr.J.F.Bonheimer,

吉 田,河 野,鈴 木,久 保,佐 瀬

ボ

1.概 要 お よび 所 感

ア メ リ カで最 大,と い う よ りむ しろ"世 界最 大"規 模 とい うべ き,洗 剤 ・

油脂 製 品 メ ー カ で あ る この会 社 は,本 社 に設 置 した2台 のIBM360/65

を中核 と し,各 地 の支 社 に設 置 した ター ミナル.コ ン ピュー タ との間 を通 信

回線 で結 合 した,コ ン ピュー タ ・ネ 。 トワー ク を もっ て お り,他 に製 造 現場

部門,販 売 ・管 理各 部 門 に もオ ン ライ ン ・ター ミナ ル 多数 を設 置 して ,技 術

計算 に も事 務 計 算 に も縦 横 に コ ン ピュ ー タ利 用 を 図 っ てい る。

コ ン ピュ ー タ担 当 部 門 は ,独 立 した事 業 部的 な色 彩 を もち,各 事 業 部 にお

け る利 用 担 当 者 へ の指 導 面 に も意が 払 わ れ てお り,各 種 の ソフ トウェ ア文 献

も整 理 され,精 力的 なア プ リケー シ ョ ンプ ログ ラムの 開発 を進 めて い る様子

が強 く感 じと る こ とが で きる。 目標 は"も っ と イ ンテ グ レー トした シス テ ム

化 を図b,経 営 者 自身 が 直接,手 許 の ター ミナ ルか ら ア クセス で きるMIS

の完 成 を期 して い る。"と,胸 を張 っ て語 っ て いた 担 当者 の説 明 は,非 常 に

印 象深 い もの が あ り,事 実,極 め て 自 信 あふ れ る もの を感 じさせ られ た。
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2詳 論

2-1会 社 の 概 況

(1)設 立 と 発 展

19世 紀 の は じ め 頃,東 海 岸 か らCincinnaliに 移 っ て き た 人 々 の 中 に,ろ

う そ く製 造 職 の イ ン グ ラ ン ド系 人WilliamPROCTERと,石 鹸 製 造 職 の

ア イ ル ラ ン ド系 入JamesGAMBLEの2人 の 男 が あ っ た 。 こ の2人 が こ の

町 で 義 兄 弟(妻 同 士 が 姉 妹 の 関 係)の 関 係 と な り,い ず れ も が 油 脂 関 係 の 素

材 を 扱 う 職 業 で あ る と こ ろ か ら共 同 で 事 業 を 経 営 す る こ と と し,1837年 に

両 人 の 名 を 冠 し た"TheProcter&GambleCompany"を 設 立 し た 。 こ

れ が そ の 後,発 展 に 発 展 を 重 ね,油 脂 工 業 界 最 大 の メ ー カ と な り,現 在 に

至 っ て い る 。

現 在 の こ の 会 社 の 製 品 と し て は,Tide,Cheer,Dash等 の 名 で 売 り 出 さ

れ て い る 洗 濯 石 鹸 ・ 中 性 洗 剤,Camay,Ivory等 の 名 で よ く 知 ら れ て い る 浴

用 石 鹸 等,元 来 の こ の 社 の 看 板 商 品 ば か り で な く,種 々 の 事 業 に 手 を 拡 げ,

た と え ば,サ ラ ダ オ イ ル や イ ン ス タ ン ト コ ー ヒ ー の よ う な 食 料 品 や,紙 ナ プ

キ ン,セ ル ロー ズ 製 品 等 の 分 野 に お い て も 着 々 と シ ェ ア を 伸 ば し つ つ あ る 。

(2)経 営

現 在,Cincinnatiの 本 社 ・ 工 場 の 他 に,全 米 主 要9都 市(Boston,New

York,Baltimore,Chicago,KansasCity,St.Louis,Dallas,Sacr-

amento,LosAngeles)に 支 社 を 持 ち,そ の 下 に 数10ヵ 所 に 及 ぶ 営 業 所 を

有 し て い る 。 ま た,子 会 社 と し て は,国 内 に8事 業,国 外 で は12カ 国 に 組

織 を 伸 ば し て,世 界 的 企 業 と な っ て い る 。

こ れ ら の 経 営 状 態(子 会 社 を 含 む)で は,1970会 計 年 度 決 算 に お い て,

売 上2,979百 ドル,利 益212百 万 ドル,売 上 げ に 対 す る 利 益 率7.1パ ー セ

ン ト と な っ て い る 。 ち な み に 過 去5年 間 の 状 況 を 示 す と,次 表 の とk・bで あ

る 。
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合 計 年 度 総 販 売 額 利 益 利 益 率(%)
(百 万 ドル) (百 万 ドル)

1965 2,059 133.2 6.5

1966 2,243 149.4 6.7

1967 2,439 174.1 7.1

1968 2,543 182.6 7.2

1969 2,708 187.4 6.9

1970 2,979 211.9 τ1

■

2-2シ ステ ムの 運 用

(1)コ ン ピュー タ導 入 と会 社 組織

こ の社 が コ ン ピュー タ をは じめて 導 入 した の は1954年 で あ る とい う。

この年,第 一 世代vafoけ る大 型 機 で あ るIBM704を 導 入 して以 来 遂 次拡

大 を続 け,現 在 では,2台 のIBM360/65を 中核 と し,主 要 都 市 に配

したIBM360/20と 高 速 回 線 で結 ぶ コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに ま

で発展 して きて いる。 現 在 コ ン ピュー タで処 理 して い る業 務 は,社 内 各 事業

部 す べ て に亘 り,事 務 計 算,技 術 計 算 の両分 野 にお いて,或 いは バ ッチ処 理

で,或 いは タ イ ム ・シェ ア リング方 式 で と,極 め て多角 的 に駆 使 さ れ るに至

っ てい る。

この多 くの事 業 部 の,各 種 の業 務 処理 に際 して,コ ン ピュー タ シス テ ムを

有効 に共 用 で きる よ うに との意 図 か ら,コ ン ピュー タ部 門 は 管理 担 当副 社長

直 属 の シス テ ム担 当重 役 に属 す るス タ ッフ と しての位 置 を与 え られ てお り,

各製 造 事業 部,営 業 事 業 部 の利用 に対 して サー ビス を行 な うこと となっ て い

る。 また,こ の コ ン ピュー タ部 門 自体 は,独 立 した年 間予算 を もつ,一 つの

事業 部的 な存 在 で あ り,各 事業 部 へ の サー ビス に対 す る所 要経 費 を請 求 す る

独立 採算 の組織 形 態 を とっ て い る とい う。
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(2)シ ス テ ム 担 当 部 門 の 組 織

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 担 当 は2つ の 部 門 に 分 か れ て い る
。 こ の 分 課 と所 掌

業 務 は 次 の と お り で あ る 。

DataProcessingOperations

CorporateDataCenter(コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー の 運 用)

RegionalD.P.Network(回 線 ・端 末 運 用 サ ー ビ ス)

DataCenterService(技 術 計 算 に 関 す る 訓 練 ・援 助)

DataSystemsDesign

Research(ハ ー ドウェ ア ・プ ・セス ・技 術 関 係 ア プ リケー ション

開 発)

Design(事 務 関 係 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発)

TechnicalService

会 社 組 織 の 概 略 は,次 の 図 の と お り で あ る 。

「]
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b

③ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム と 運 用

i)コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー の も っ て い る シ ス テ ム は,次 図 の よ う な 構 成

とな っ て い る。

ダ一

夕

リ

ン

ド

ノ

ー

ブ

カ

IBM360/65

(768Kバ イ ト)

(A)

ス ク

セ

(POOI)

(地 方IBM360/20〈)

MT

(POOI)

ダ
一

夕

リ

ン

"

戊

ト

ー

ー

ブ

カ

IBM360/65

(768Kバ イ ト)

(B)

(T・S・S・ 端末 く)

低 速 コ ア メ モ リ

(100万 バ イ ト)

ii)こ の シス テ ム では,は じめ1967年 にω 側 が バ ッチ処理 に よる業務

を開 始 し,翌68年 に(B)の 部 分 を接 続 して現 在 の姿 となっ た。 ⑧ の シス

テ ムは,昼 間 は 専 らタ イ ム シェア リン グ用 と して稼 働 して お り,時 間外

は バ ッチ処理 を行 な うこ と と してい る。

回 線網 は,次 ペ ー ジの図 に示 す とお りで ある。
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NORMALOPERATIONCHANNELS

AllDataCentersintenlconnectedtotheCorμ)rateDataCenterareautomaticallyalsointerconnected

teeachotherandareservicedbythevarietyoftelephonefacilitiesavailablethroughロTheBellSystemn .

EMERGENCYANDBACKUP

LAnyandal1(≧ntersservedthroughtelephonefacilitiescantransmittoorreceivefromanyoratl

etherCenter(s)asmrma且ydonebytheCorporateDataCenter .

2ReciprocalBac㎞pagreemmtsoutsideofP&Galwaysinforce .

aManualandexceptionproceduresdesignedtocarryoutessentialsduringemergencies.
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j")(A)の シス テ ムか らは,前 記支 社 所 在地9都 市 に高 速 回 線 を も ちIBM

360/20(13台)の シス テ ムを接 続 して い る。 なk・,そ の他 の都 市

ター ミナル に はIBM-2780の 端 末装 置(カ ー ドリー ダ ・プ リン タ

の組 合 せ)を8台 有 して いる。 この端末 制御 は,360/20,2780が

同時 にr4台 ま で作動 し得 る よ うに設計 して あ る。

iv)本 社 内,工 場 現 場等 に は全部 で100台 の オ ン ライ ン ・タイ プ ライ タ

ー(IBM)お よび テ レ タイ プを配 して あ り
,こ れ が⑭ の シス テ ム に低

速 回線 で接 続 して タ イ ム シェ ア リングを行 な っ てい る。 回線 制御 は,同

時 に40端 末 まで作 動 し得 る よ うに なって い る。

V)セ ン ター シス テ ムの業 務種 類 別使 用 比率 は,大 体 次 表 の よ うな割 合 と

なっ て い る。

TSS

バッチ処理(非 計画的)'

バッチ処理(計 画的 ・定 期)

事 務 計 算 技 術 計 算

15%85%

3070

955

変 動

%±15

±15

±5

c

技 術 計 算 に 関 す る 部 分 で は,コ ン ピ ュ ー タ 使 用 時 間 に つ い て,'あ らか

じ め 計 画 を た て られ な い 場 合 が 多 く,時 と し て こ の シ ス テ ム で 処 理 し き

れ な い よ う な 場 合 も あ る 。 そ の よ うな ピ ー ク 時 に は,他 の 計 算 セ ン タ ー

(AllenBabcockま た はClevelandのG・E・Center)を 利 用 す る こ と

と し て い る 。

2-5ソ フ トウ エ ア

(1)オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

セ ン タ ー の タ イ ム シ ェ ア 用 に は,Allen Babcock社 が 開 発 し た"RUSH"
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と い う名 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を 使 っ て い る 。 こ の シ ス テ ム は7,500

ドル/月 の リ ー ス 科 が 支 払 わ れ て い る 。

RUSHは,TSS会 話 モ ー ドに 主 と してPL/1を 用 い て い る 。(部 分 的

に はFORTRAN,BASICを 用 い る こ と も 可 能 。)こ の シ ス テ ム は,一 般

に はIBM360/67以 上 の 機 種 に お い て 使 用 さ れ る い わ ゆ る ペ ー ジ シ ス テ

ム の 思 想 を と り入 れ て い る こ と が 大 き な 特 徴 で あ る と い う。(す な わ ち
,ひ

と つ の 処 理 単 位(ペ ー ジ)を4,096バ イ ト構i成 と し て,コ ア の 割 り 付 け を

行 な い,TSSの ア ク セ ス が か か る ご と に 空 き ペ ー ジ に 随 時 割 り 込 み を か け

る こ と が で き る よ う に し て い る も の で あ る 。)

(2)ア プ リ ケ ー シ ョ ン

業 務 処 理 プ ・ グ ラ ム は,自 主 開 発 した も の が す で に 担 当 量 に 及 ん で い る 。

充 分 に 使 い こ な さ れ た も の に つ い て は,モ ジ ュ ー ル 化 さ れ て お り,〃 部 外 に

販 売 し て も 良 い"と い う 位 の 意 気 で あ る 。 な お,専 任 の 担 当 者 が,ソ フ ト ウ

ェ ア 関 係 の 多 数 の 雑 誌,カ タ ・ グ,図 書 を た え ず 収 集 研 究 し て お り,社 内 で

の 応 用 ・ 教 育 等 の 資 料 と し て 整 理 し て い る 。

ま た,社 内 の 利 用 技 術 向 上 の た め の プ ・ グ ラ ム 訓 練 も,計 画 的 に 進 め ら れ

て お り,現 場 技 術 者 が コ ン パ イ ラ を 自 由 に 使 う こ と が で き る よ う に 配 慮 さ れ

て い る 。

(3)販 売 管 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン 部 門 で は,い くつ か の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が 管 理 用 の

ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 進 め て い る 。 こ こ で 作 ら れ た も の の う

ち,特 に 自 信 あ る も の と し て,0.S.B.(Order-Shipping-Billing)

と い う処 理 プ ロ グ ラ ム を も っ て い る 。 こ れ は 要 約 す る と,受 注 → 出 荷 → 決 済

の 流 れ を,磁 気 テ ー プ ベ ー ス に よ り 一 定 周 期 ご と に フ ァ イ ル の 更 新 を 行 な い,

顧 客 ご と に 整 理 し,輸 送 経 費 ま で の 計 算 と 合 計 を す べ て 行 な う と い う 内 容 で,

在 庫 管 理 シ ス テ ム の 一 種 と み る こ と が で き よ う 。 こ の シ ス テ ム は 現 在,全 支

社 か ら の 入 力 を 含 め て3日 に 一 度 の 処 理 を 行 な っ て い る 。 シ ス テ ム 開 発 に は
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12人/年 の 労 力 を 要 し,COBOLを 使 用 し て ス テ ー ト メ ン ト数 約1,500

の も の と い う。

現 在 こ の プ ・ ジ エ ク ト チ ー ム は,さ ら に 発 展 さ せ て,顧 客 情 報 検 索(Cus-

tomersIuformationRetrieval)を 効 率 的 に 行 な う こ と の で き る シ ス

テ ム 構 想 を 進 め て い る と い う。 そ れ は,上 記 の 磁 気 テ ー プ ベ ー ス に よ らず,

顧 客 フ ァ イ ル を,デ ィ ス ク 又 は セ ル 等 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 方 式 で 格 納 し,支

社 等 か ら の リ モ ー ト.イ ン ク ワ イ ア リ が 可 能 で あ る よ う に す る 方 式 で あ り,

現 在 フ ァ イ ル 設 計 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。 顧 客 フ ァ イ ル は 全 体 で16～

20万 件,毎 日の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と し て(送 り状 の 数 で 判 断)3,00.O・v4,000

件 と い う量 で あ り,こ の シ ス テ ム を さ らに 本 格 的 なMISに 結 び つ け る 計 画

と い う 。 開 発 に5人/年,PL/1を 使 用 して,ス テ ー ト メ ン ト数 約1,500

程 度 の も の と な る で あ ろ う と の 説 明 で あ っ た 。

ω 出 荷 予 測 と 生 産 計 画 プ ロ グ ラ ム

シ ス テ ム ・ デ ザ イ ン グ ル ー プ の も う 一 つ の 特 徴 あ る プ ロ グ ラ ム と し て,販

売 予 測 と 生 産 計 画(SF&PP:ShipmentForcasting&Productbn

Planning)を 運 用 し て い る 。 こ の 内 容 はL.P.の 手 洗 を と り入 れ た 一 種

の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と み る こ と が で き よ う。

こ の 手 順 と し て は 大 体 次 の よ う な も の で あ る 。

① 過 去3年 間 の 各 週 に お け る 生 産 ・ 出 荷 の

詳 細 な 記 録 に 基 づ い て,基 礎 レ ベ ル,傾 向 ∫

季 節 変 動 等 の 条 件 を 品 目 別 に 把 握

一75－

DATA

sonatityPattern

ramonthPattern

motienEffect



② モデ ノレ作 成 処 理 に よ り大 まか な予 測 値算

出

RegularPackForcaSt-

ExpectedShlpments=BaseLevel.

Trend

SlyP

IthP

PromotionEffect

釦rrentOrders

OurrentPremot`on

CPtterriders

③ 最近 の受 注状況等 の入力に より修正 し今

後16週 に配分

憲
当=≡ 一ー 一→儒∴一[認

伽
ゆ　ば　ロ　

%M・lce

ProducingPlantDemand()nCycleShipm'ts

teQ)ns`gmmentPeints

④ 最 近 と られ た営業 政 策(た とえ ば,モ デル チ ェ ン ジ,割 引,宣 伝 方法 等)

とその 評 価 を加 味 。

⑤ 今 後 の 政策(た とえ ば,特 殊 包 装 品等 発 売計 画)の 上積 み。

⑥ 現 在産 量 と工 場 の生 産 能 力 に応 じ今 後16

週 の 各週 に お け る最 も効 果 的 な生 産 計 画 計

算。 ・・。。。cePl・-gA・。・・e

Demand}・

蒜
↓/↓ ↓
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↓

この方式 に よっ て作 成 され た計 画 は,ト ッ プ マネ ジメ ン トへ 毎週 提 出 され,

決裁 の うえ,各 製 造部 門 に対 す る資料 と して指 示 されて い る とい うこ とで あ

る。

(現 在 ま で の とこ ろ,こ の予 測 と実 際 とは 必 らず しも一置 してtoら ず,40

～95%の 適 中 の幅 を も ち,平 均60%程 度 の適 中効果 で ある とい うこ とで

あっ た。)

●

■

●
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5・ 西 独 唯 一 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 者 と 自負 す るAiv

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

InstitutFUrAutomatischeInformations-Verarbei-

tしmgBeratungundEntwicklung

61Darmstadt,Sch6ffenstrabe2

1970年10月29日

PeterK.Kreis

Dr.KarlFr.Erbach

Dipl・PeterSchnel1

吉 田,鈴 木,佐 瀬,福 原(現 地 参 加),久 保,河 野

●

1.概 要 お よび所 感

ソ フ トウェ ア開 発会 社,計 算 セ ン ター ,コ ンピュー タ導 入 資金 の金 融 を行 な

う会 社 な らび に ソ フ トウェ ア販 売会 社 の3っ の柱 の 中央 に位 置 す るAiv社

は現在 の規 模 こそ100名 程 度 とは いえ,数 多 くの プ ログ ラ ムを開発 し,き

わ めて積 極 的 な活 動 を展 開 して い る。

この3者 は何 れ もKreis氏 個人 に よっ て所 有 され て い る こ とは特 筆 に値 す

る ことで あ る。 現 状 ではAivで 開 発 さ れ てい る ソ フ トウェ ア は オペ レーテ

ィング.シ ス テ ム とプ ログ ラ ム ・パ ッケー ジに大 別 され ,今 后 は テー マ ・マ

ネー ジ メ ン トか らMISを 指 向 して い るとの こ とで あ る。Kreis氏 の長 期 構

想 に よれ ば1975年 には1,000名 の規 模 に達 す る との こ と,さ らに米 国へ

の進 出 も企 図 して お り,そ の将 来 の発展 は 注 目に値 す る もの と考 え られ る。

2.詳 論

2-1会 社 の概 要

PeterKreis氏 が 多年 に わたbド イ ツ国 内お よび 外 国 に おけ る ソ フ トウ

ェ ア研究 施設 や産 業 界 の状 況 につ い て調査 研 究 の後1962年 にAivが 設 立 さ
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φ

れ た。 当時4名 の共 同者 で ス ター トしたが,そ の后 発 展 の一 途 をた どb ,現

在 以 下 の よ うな きわ めて特 異 な形 態 を とっ て い る。

Softwareag
AiV-

Institut

Sfutlgartハ ン ブ ル グHannoveiMilnchen

AiVInstitutは100%Kreis氏 に よ っ て 所 有 さ れ て い る 。 ソ フ ト ウ

ェ ア 開 発 機 関 で あ り,現 在100名 の 共 同 研 究 者 を 擁 し て を り,数 学 者,通

信 技 術 者,物 理 学 者,コ ン ピ ュ ー タ科 学 者,電 子 技 術 者,社 会 科 学 者,教 育

学 者,社 会 学 者,経 営 者,法 学 者,財 政 学 者,応 用 数 学 者,マ ク ロ 経 済 学 者,

心 理 学 者 な ど網 羅 し て を り,か つ 此 等 の 人 達 は コ ン ピ ュ ー タ を 知 り か つ 主 要

な プ ロ グ ラ ム 言 語 に 熟 達 し て い る 。

他 方CHDは 計 算 セ ン タ ー で あ っ て,20名 の 人 員 で 運 営 さ れ,マ シ ン と

し て は3Nixdoif900お よ びSiemens4004-45(6Disc,4Tape)

を 有 し て い る 。

AiVInstitutは 各 地 に 支 店 を 持 ち コ ン サ ル タ ン トに 応 じ必 要 な 計 算 は

CHDへ 持 ち 込 ま れ る 。Aiv自 身 は コ ン ピ ュ ー タ を 持 っ て い な い 。 そ れ は

顧 客 の 使 用 す る コ ン ピ ュ ー タ は 種 々 様 々 で あ り,そ れ ら を 取 揃 え る こ と は 不

可 能 で あ る か ら。
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Softwareagは 人 員20名,1,000,000DMの 資 本 金 を 持 ち ,コ ン ピ

ュ ー タ を 導 入 し よ う とす る 顧 客 に 対 し ソ フ ト ウ ェ ア を 提 供 し,ま た 金 融 を も

行 な う会 社 で あ る 。

2-2Aivの 活 動

Aivは 西 ド イ ツ に お け る 唯 一 の ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 会 社 で あ り ,他 の ソ フ

ト ウ ェ ア 会 社 と 称 す る も の は コ ン サ ル テ ィ ン グ や プ ・ グ ラ ム 作 成 請 負 の 会 社

に す ぎ な い と 自負 し て い る 。

Aivの 事 業 はEDP応 用 の 全 分 野 に わ た り,ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 お よ び

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン な ら び にEDP関 係 の 教 育 活 動 も 実 施 し て い る
。 例 え ば

基 本 ソ フ ト ウ ェ ア:COBOL拾 よ びFORTRANコ ン パ イ ラ,ユ テ ィ リテ ィ,

シ ェ 不 レ ー タ

問 題 向 き ソ フ ト ウ ェア:デ ー タ バ ン ク,科 学 技 術 プ ロ グ ラ ム,プ ロ セ ス 制 御,

計 画 用 プ ロ グ ラ ム,計 量 経 済 応 用 プ ・ グ ラ ム

マ ン マ シ ン シ ス テ ム:会 話 型 言 語 ,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,計 算 機 支 持 プ ロ グ ラム

な ど を あ げ る こ と が で き る 。

Aivが こ れ ま で に 実 行 して き た 仕 事 は

原 子 力,宇 宙,航 空 機 工 業,経 営 組 織,会 計,証 券,輸 送,生 産,教 育

な ど の 広 範 囲 分 野 に ま た が り,顧 客 の 数 は コ ン ピ ュ ー タ.メ ー カ ー を 始 め

と し て70社 に 達 し て い る 。

■

'

も

2-5AiVで 開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア

AiVで 開 発 さ れ た 代 表 的 な ソ フ ト ウ ェ ア を あ げ れ ば 以 下 の 通 り で あ る 。

ADABAS－ デ ー タ マ ネ ー ジ メ ン ト用 プ ロ グ ラ ム

AGENTA-Decisiontableか ら 自 動 的 に プ ロ グ ラ ム を 作 成 す

る 機 能 を も ち,コ ー ダ ー を 必 要 と し な い 。

ARIADNE－ フ ・ 一 チ ャ ー トを 高 速 プ リ ン タ ー で 自 動 的 に 作 成 す る
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プ ロ グ ラ ム.

COMPARE－ 製 品 を 比 較 し,そ れ が 顧 客 の 希 望 に マ ッ チ し て い る か

ど う か を し らべ る プ ロ グ ラ ム

DEBERE－ 直 接 原 価 を 計 算 す る プ ロ グ ラ ム

FORASA-ASAに 適 合 し たFORTRANコ ン パ イ ラ

HYPHEN－ ハ イ フ ォ ン を つ け る プ ロ グ ラ ム で90%以 上 の 精 度 を

持 っ て い る 。

KWOC－ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 用 シ ス テ ム

MABUSY－ 簿 記 用 シ ス テ ム

MINIPO－ 景 も 望 ま し い 輸 送 方 法 を 選 択 し コ ス ト を 低 減 さ せ る プ

ロ グ ラ ム

RENDIT－ 証 券 の 利 息 計 算 用 プ ・ グ ラ ム

SIRENE－ 発 音 記 号 で 書 く プ ・ グ ラ ム

SYCOB-COBOLプ ロ グ ラ ム を 自 動 的 に 作 る た め の プ ロ グ ラ ム

こ れ ら の 内AiVで 最 も 自慢 と す る も の は デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト用ADAB

ASで あ り,こ れ は い か な る 既 存 の デ ー タ ,ベ ー ス に も 適 用 で き,プ ロ グ ラ

ム は デ ー タ.ベ ー ス と は 独 立 に 働 き
,ユ ー ザ はdescriptorで 指 定 さ え す れ

ば 良 い 。 ま た 機 能 保 持 の 機 能 も持 っ て い る 。

A

・診

2-4会 社 の 将 来 構 想

AiVは1970年 に は200名 に 増 員 し,Mies-van-der-Rohe-

SchulersJanLippertの 平 野 に 向 って立 つ 広 大 な 研 究 所 を 建 設 す る計 画 を 持

っ て い る 。 さ らに1975年 に は1,000名 に 増 員 し 海 外 に 支 社 を 設 立 す る こ

と に な る の で あ ろ う。

ま たCHD計 算 セ ン タ ー に つ い て は ,70年 に は40名 に 増 員 し,マ シ ン

もPDPIOTSSを 設 置 し ま たCDC6600を 入 れ 最 低20%最 高90%を

TSSと し て 使 用 す る 計 画 で あ る 。 他 方Softwareagに つ い て は70年 に
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人 員 を80～100名 に増 員 し,ま た資本 金 も10MillionDM以 上 に増額

して仕事 を拡 大 した い。 さ らに51%の 持 株 会 社 を作 り,他 か ら資金 を集 め

るこ と も考 え て い る。米 国 に進 出す る計画 も持 っ て い る。

ワ

も

一82一



叫

亀

'

ADAB.AS

(the

1.メ ー

参 考

4daptable旦ata旦ankSystem)

カ:AIV(lnstitutf五rAutomatischeIaform-

ations-VerarbeitungBeratungundEntw-

icklung,西 独)

販 売 はSoftwareagが 行 な う 。

2.オ ペ レ ー ショ ンモ ー ド オ ン ラ イ ン.リ ア ル.タ イ ム.バ ッ チ の 両 方 と も可 能

5.バ ー ド ウ エ ア:IBM360シ リ ー ズ,Sismens

コ ァ(サ イ ズ 不 明)

4004シ リー ズ

4.フ ァ イ ル 媒 体 デ ィスク,磁 気 テ ー プ,ド ラ ム,磁 気 カ ー ド な ど。

5.デ ー タ 構

6.ユ ー ザ 言

造:多 分 階 層 構 造 を 持 つ(許 容 レ ベ ル 数 不 明)。

リ ピ ー テ イ ン グ.グ ル ー プ を も 許 容 す る 。

フ ィ ー ル ド長 はfixed,variable両 方 可

語:英 語 に 近 い コ マ ン ド言 語,比 較 的 簡 単 。

コ マ ン ド はRETRIEVE,READ,STORE,

UPDATE,CLEAR

7.シ ステ ムの持 つ 諸 機 能:

aデ ー タ の 検 索 コ マ ン ドRETRIEVEを 用 い る 。 レ コ ー ド の あ

る フ ィ ー ル ドが 満 た す べ き 条 件 の 論 理 的 組 み 合 わ
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せ を指定 して,そ れ を満 た す よ うな レ コー ドを検

索 す・る こ とが で きる。

b演 算 機 能:不 明

cレ ポー ト作成 機 能:シ ス テ ム の標 準 フォ ー マ ッ トに よる もの と思 われ

る。 た だ し特 徴 と してか な り豊 富 な文 書編 集機 能

を もつ。

dフ ァ イ ル の 互 換 性:ユ ー ザ の 任 意 に 作 っ た フ ァ イ ル を 受 け 入 れ る こ と

可 能 。ADABASの も つDACTIVル ー チ ン に よ

りADABASフ ァ イ ル へ の 変 換 を 行 な う。

Validitycheekの た め.のowncoding可 能 。

e機 密 保 持 機 能:フ ィ ー ル ド単 位 のveadprotectiun可 能 。

fフ ァイル.バ ックア ップ:マ シ ン エ ラ ー に よ る デ ー タ 破 壊 が 起 る と 自 動 的 に

複 局 プ ロ グ ラ ム が 働 く。 バ ッ ク ア ッ プ 記 憶 は 磁 気

テ ー プ に よ る 。

フ

8.適 用 分 野:情 報 処 理 の あ らゆ る分野 に適用 可 能 と言 っ て い るが,

主 と して 在 庫管 理 。

SkillInventory

犯 罪 記 録 管 理

顧 客 情 報 管 理

等 に 向 い て い る と思 わ れ る。

9.そ の 他 の特 徴:

(1)音 声 上 の類 似 名 の処 理 機 能 が あ る。

(例)次 の条件 を満 たす 人 を捜せ

名前:MEYER(?)年 齢 と住 所 の条 件 か らしぼ っ た範 囲 内 に

年 齢 二23～27MEYERと い う名 前 の人 が居 なか っ た とき
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卜
㌔

禁

住 所Munich 次 の ことが行 なわ れ る。

(1)MAYRと し(う 人 が居 た とす る とそ れ を

回 答 す る。

(2)MEIER,MEIR,MAYR, が居

な か っ た らBAYER,GEYER,MEIEL,

1{AMEIERな ど に つ い て の 情 報 を 出 す 。

これ は銀 行等 に お い て ,電 話 ま たは 口頭 で人 名 を聞 き,そ の 人 に つ い

て調 べ る よ うな場 合 に便 利 で あ る。

② シス テ ムの利 用 度統 計 の機 能 が ある。

質 問 の タ イ プ,各 レ コー ドご とにそ の レ コー ドに対 す る要 求 の頻 度

等 の統 計 を とる。 これ は顧 客 ファ イル にお・いて どの顧 客 がactive

で な いか を調 べ る等 の場 合 に役立 つ。

(3)デ ー タ長 等 の簡 易 な変 更 を許 す こ と。

・UPDATEコ マ ン ドに よリ レ コー ドの更新 を行 な うこ とが で き るが

フ ィー ル ドの 内容 の変 更 の他 ,フ ィー ル ド長 の変更,新 フ ィー ル ド

の追 加等 も許 され て い る。 そ して これ は ファ イル のreorganization

を伴 なわず に,任 意 の時点 で行 な うこ とが で き るの で非 常 に 便利 で

あ る。

'%直 、

〉

仏
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6.モ ー タ ー組立 工場 工程 管 理 シス テ ムを完 成 した

TELEFUNKEN

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

AEG-Telefunken,Fabriek

73EsslingenSirenavcrBrUcke

1970年10月30

Mr.KlausNeumannOber-lng

Mr.Hans-HeinrichSteinbachDiplom-lng

吉 田,河 野,佐 瀬,鈴 木,福 原(現 地 参 加),久 保

レ

・蟹 ・

・`'

1.概 要 お よ び所 感

当 社 は各 種 の きわ めて 多 品種 のモ ー タの受 注 組 立工 場 で あ り,西 独 にお い

で は ヨ ン ピュ 一 夕に よる工 程 管理 シス テ ムの 進ん だ企業 で ある。

そ の特 質 とす る ところ は,徹 底 した作 業 の分 業 化 と標 準 化 と,こ れ に とも

なうコンピュータに よる組立 ラインの監理 システムで あ る と共 に我 国 の同 社 の工場

と異 な る と ころは,工 場 従業 員 の約 半 分 が外 国 人 労 働者 で しめ られ て い る点

で あ る。

工 場 を見 学 した際 に感 じた と ころ で も,各 工 程 の組立 作 業 は きわ め て標 準

化 され て お り,各 種 多様 なモー ター の仕掛 品 が リフ トに より運搬 され て い て,

工 員 が単純 な作 業 を行 なっ て いた。

ま た,コ ンピュータ もIBM360-30,AEG60-50の 中小 型機 を効

率 的 に運 用 して い た こ とが 印象 に残 っ た と ころ で あ り,将 来 の計 画 につ い て

も着 実 に1975年 を 目標 と して,経 営 計 画 の 分野にもコンピュータの応 用 分野 を

広 げ よ うとす る意 慾 に感 銘 した とこ ろで ある。

幾

」」
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2.詳 論

2-1調 査 対象 工 場 の 規模

A.E.Gの モー タ ーの組 立 部 門で あ り,1970年10月 現 在 の生

産 規 模,従 業 員 数 はっ ぎ の とお りで ある。

(1)生 産規 模

シヤフト別生産種類

出 力 別 〃

生 産 高

モ ー タ ー 品 種

(2)従 業員数

従 業 員 総 数

企画設計担当部門従業員数

販 売 関 係 〃

管 理 関 係 〃

資材 関 係 〃

製 造 関 係 〃

56か ら100rm

O.06か ら3kw

約80,000個/年(約4,000個/日)

25,000種 類

1,140人

20〃

55〃

75〃

50〃

940〃

以 上は部 門 別従 業 員数 で あるが西 独 の労働 事 情 に よ り,

解 さ な い外 国人 従 業 員 で も作 業 出来 る よ うに,各 工程 別 の作業 が 分解 ・標 準

化 され る と共 に工数 の節 減 に よる生 産 能 率 の 向 上が計 られて い る。

外 国人 従 業 員数 は,製 造 関係 従 業 員数 に占 め る割合 は50%,そ の 国籍 は

10数 力国 に お よん で い る。

な拾,参 考 ま でに外 国 人 従 業 員数 の国籍 分布 を次 に示す。

ギ リ シ ャ47%

ト ル コ21〃

ユ ー ゴ21〃

イ タ リ ー8〃

そ の 他3〃

(ス ペイン,オ ラン九 オース トリー,

イギリス,エ ジプ ト,ヨ ルダン 等)
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100%

2〃

5〃

7〃

4〃

82〃
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2-2組 立 ライ ン とコ ン ピュ ー タの概 要 お よび開 発 費用

(1)組 立 ラ イ ン

部 品 は資 材 倉庫 か ら リフ トに つ るされ た 鉄製 の バス ケ ッ トに よ り定 め られ

た工程 に従 が っ て 自動的 に運 搬 され る。2-1の 項 に記 した ご とく多 品種 小

量生 産 の た め製 造命 令 別 の モー ター数 は 非常 に 少 くな いの でモー ター の大 小

に よ り若干 異 な るが 一製 造 命 令 ご とにバ ス ケ ッ ト平 均2～5個 で あ る。 ここ

の製 造 ライ ンの主 要 な3ヵ 所 に コンピュー タ(AEG60-50)の オ ン ライ

ン工 程 制御 用 入 力装 置 が あ り,製 造命 令 別 の組 立仕 掛 品個数 が キー ボー トに

よリイ ン プ ッ トされ,一 工程 終 了後 次工 程 に リフ トに よ り運搬 され る。

また,工 場 内 の管 理 事務 所 に は電 算 機 と オ ン ラ イ ンの表 示 装置 が あ り,各

工程 別 の負 荷 状況 等 が半1」明 し,適 切 な作 業 指 令 を発 す る こ とが 出来 る。

各 工程 の作業 は きわめ て分解 され,標 準 化 され て い るの で,作 業 員 は簡 単

な作業 を リフ トに よ り運搬 され た仕 掛 品 に行 な えば 良 い。

なto,当 工 場の勤 務 体制 は1日2シ フ トで16時 間 稼働 で あ る。

(2)コ ン ピコ.一夕

コ ン ビ ュ ー タ は 工程 管理 用 と して ,AEG60-50と 製 造計 画,部 品

在庫 管理 等 に使 用 さ れ るIBM360-30の2台 が設置 され て い る。

AEG60-50の 構成 は次 の とk・りで あ る。

CPU

カー ド リー ダ ー

カ ー ド パ ン チ

ライ ンプ リンタ一

夕 イ プ ラ イ タ ー

工 程 別 制 御 用 入 力装 置

)Wk8アコ(台1

〃1

1〃

1〃

1〃

3〃

製 造計 画 は原 則 と して週 一 回IBM360に よっ て,仕 掛 品 の各 工程 別 の

濡 荷 状 況,部 品 在庫 量,工 程 別 負 荷 状況 等 と新 規 受注 の種 類,個 数 お よび納

期 等 に よっ て計 算 され,AEG60-50用 工程 進 行 プ ログ ラム が作 成 され
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「《

'

し

る。

なお,AEG60-50の 故障 は過 去1カ 年 間 に1回 発生 した が 回復 が 早

かっ た ので 大 きな障害 は発 生 しなか っ た とい っ て い るが ,今 後 の 計画 の うち.

に胸 章時のバ ック ア ップ の た めAEG60を 増設 す る ことを考慮 して い る。

(3)開 発期 間 お よび 費 用

この シス テ ムの プ ラ ンは1965年 か ら開始'し,従 事 した ソ フ トウェア担

当者 はAEG社 の ソ フ トウェ ア部 門 の技術 者4人 で あ!,稼 働 開 始 は1968

'

年 の春 で あ る。

工事 関係 を含 め た費 用 は1,900千 ドイ ソマル ク で そ の 内訳 は 次 の とお り

で ある。

メ カ ニ カ ル 関 係

電 気 〃

ソ フ トウエア 〃

工 事 〃

そ の 他 〃

(4}効 果

825

395

600

31

49

千 マル ク

〃

〃

〃

〃

この シス テ ム稼 動後,数 字 で表 わ す こ との 出来 る もの と して は100%の

労働 生産 性 の向 上 と110%の 生 産高 の増 加 との こ とで あっ た。

4

くi.

2-4将 来 計 画

1975年 まで に経営 計画,長 期 ・短期 の生産 計 画等 の各 分 野 にEDP化

を進 め る一 方,工 程 管理 もより きめの細 か い シス テ ムに発展 させ るた め に,

IBM360(モ デ ルは 未定)1台 とAEG60-50の バ ック ア ッ プ マ シン

と してAEG65(モ デ ル 未定)1台 を増設 す る予 定 が あ る との こ とで あっ

た。
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7.土 木 建築 専門技 術分野 の ソフ トウェア を開発す る

〃RecheheninstitutfurdasBauwesen〃

P

調 査 先RIB,RecheninstitutfurdasBauwesen

所 在 地7Stuttgart-Vaihingen

Schultze-Delitzsch-Str,28,BundesrepublikDeutsc

hland

調 査 年 月 日1970年11月2日

面 接 者Dr,Wissmann

調 査 者 青 田,河 野,鈴 木,久 保,福 原(現 地 参 加),佐 瀬

卜

▲ ・

1概 要 お よび所感

RIBは,土 木 建 築 専 門 の 技術 分野 に 関 して の ソフ トウェ アの 開 発 と,

そ の開 発 した ソフ トウ ェ アを 使 っ て土木 建 築業者 に対 す る計 算 サ ー ビス を

行kっ て い る,い わ ゆ るNon-Profitの 団体 で ある。

ドイ ツに おい て,汎 用 ソ フ トウ ェアの 開 発を 業 とす る ものは,さ きに掲

げ たAiVを 代表 的 な もの と し,い くつ か の も¢)があ るが,技 術 計 算 専門

で,し か も土 木建 築 一 本 に しぼ って の開 発 を進 め て い る とい うのは,こ の

RIBが 最 も代表 的 な存 在 とい わ れ る。 こ こで は,土 木建 築 関係 の専 門技

術者 を 多数 擁 して お り,土 木 建 築業 者 に 対 す る コン サ ル タ ン ト的 な業 務 に

併 せ,工 事 設 計上 の技 術 計 算 か ら工 事 関 係 の財務 計 算 ま で の一 連 の もの の

シ ステ ム化 プ ログ ラム化 を 進 め て い る と ころ に大 きな特 徴 が ある。 科学 技

術 が著 じ る し く分 科 し,進 歩 す る中 で,ま た産業 基 盤 が どん どん拡 大 され

て い く中に あ って,こ の種 の専 門技 術 に立 った ス ペ シ ャ リス ト的 な ソフ ト

ウ ェア開 発事 業 は い よい よ重 要 性 を増 してい くもの と考 え られ る。

一

立

上
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論

設1

詳

一2

2

,
亀

・・し

Stuttgart工 科 大 学 教 授 のDr・Lconhardt,Dr・Bornscheue

「,Dr・Hahnの3氏 が 共 同 で,1959年 に 設 立 し た 土 木 建 築 技 術

の 研 究 所 で あ る 。 こ こ で は コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て の 統 計,道 路 計

画,橋 梁 ・ ビル デ ィ ン グ 等 建 築 設 計 等 に 関 し,技 術 計 算,設 計 図 作

成,所 要 材 料 お よ び 経 費 の 算 出 等,標 準 的 な ソ フ ト ウ ェ ア を 開 発 し,

技 術 者 に 対 す る サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 。 こ のStuttgartに 本 拠

を 置 くほ か,現 在 で はMUnchen,Duisburg,ZUrichに も 支 所 を

有 し,そ れ ぞ れ の 地 の 大 学 教 授 陣 の 協 力 も 得 て い る 。

こ こ で は,'純 粋 な ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 部 門 と,開 発 し た ソ フ ト ウ ェ ア

を 利 用 し て 計 算 サ ー ビ ス を 行 な う 部 門 と を 区 分 す る た め に,昨1969

年 にRIBと 併 列 にEDV-Bauwesen(建 築 電 子 計 算 セ ン タ ー)と

い う団 体 を 組 織 し た 。(実 際 上,同 一 の 建 物 の 中 に あ り,一 般 にR

RIBグ ル ー プ と い う形 で 呼 ば れ,明 ら か ら区 分 を し に く い が,ソ フ

ト ウ ェ ア の 開 発 をEDVが 担 当 し,計 算 サ ー ビ ス をRIBが 担 当 す る

と い う こ と と な っ て い る 。)

`

〆ぶ

現 在 の従 業 員 は 約100人,う ち,EDV所 属 の ソフ トウェ ア開

発 担 当 には30人 の 技術 者 が配 置 され て いる。

昨1969年 に お け る,RIB,EDVの 売 上け は400万 ドイ

ツマ ル クで あっ た。 内訳 と しては 約150万 マル クが ソ フ トウェ ア

売 上 げ,250万 マル クが利 用 計 算 サー ビスに よる もの とな っ て い

る。 なk・西 ドイ ツ政 府 か ら年30万 マル ク の補 助金 を 受 けて,政 府

の 建設 関 係 ソ フ トウェ アシ ステ ム開 発 を行 な って い る。

現 在,経 営 は土 木 建 築 企業 関 係20の 組合 の代 表 者 が参画 して行

なわ れ て お り,顧 客 区分 と して は30%が 産 業部 門残 り70%が 官
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庁 ・研究 所 どな って いる。

2-2機 器 の 設 備

Stuttgartで は,最 初 にIBM1620を 設 置 し た が,能 力 不

足 と なb,1968年 に はSiemens4004/SSを 導 入 し て い

る 。 なte必 要 に 応 じ てStuttgart工 科 大 学 設 置 のCDC6600を 利 用

す る こ と も あ るo

ま た,別 にCIAのX・Yプ ロ ッ タ ー 一 式 を 設 置 し て お り,設 計

図 は コ ン ピ ュ ー タ で 編 集 し た 礎 気 テ ー プ か ら 出 力 で き る よ う に な っ

て い る 。

今 後 タ イ ム シ ェ ア 方 式 を 開 発 す る 計 画 を 有 し て お り,こ の た め

Siemens4004/46を1970年 末 ま で に 設 置 す る こ と と し

て,訪 問 日 現 在,施 設 増 築 の 工 事 が 進 め ら れ て い た 。

こ の ほ か,Milnchenで はIBM1311が,ま たDuisburgで

はZuseZ23が 設 置 さ れ,稼 働 中 で あ る 。

F
♪

卓・

2-3ソ フ トウ ェアの 開発

(1)RIBで は,現 在 ま で に土木 建 築 関係 の各 分野,た とえ ば土 地,

水路,道 路,高 層 建 築,橋 梁 等 そ れ ぞ れ に 関 しての基 礎 計算,設 計

手 法,技 術 計算,工 程 表 作成,経 費 積算 等 各種 の標 準 的 プログ ラム

を 作成 した。 それ ぞ れ につ いて,所 定 の パ ラメー タを入 力 す る こ と

に よ り,必 要 な計算 式,計 算 結果,な い しは 設計図 等 が 出力 され る

とい うもの で あ るo開 発 され た主 要 な プ ログラム ・パ ッケージは,次

に示 す とお りであ る。

i)構 造 解 析teよ び 設計

一般 的 な平 面 トラス や ラー メ ンの応 力計 算 ,な らび に橋 梁 の

応 力等 を 計 算す るプログラムパッケージが あ る。 橋梁 に は け た橋
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(プ レ ー ト ・ ガ ー ダ ー,コ ン ク リ ー トげ た,格 子 げ た,曲 線 橋),

ト ラ ス 橋,連 続 橋,ラ ー メ ン 橋,ア ー チ 橋 が 含 ま れ て い る 。b

ii)測 量

三 角 測 量,水 準 測 量,路 線 測 量 等 で得 られた デ ー タ よ り,地

点 の位 置 を 算 出す る一 連 の プ ログ ラム ・パ ッケ ジ

iii)道 路 設 計

与 え られ た パ ラメ ー タ(た とえ ば 円弧 の 半径,中 心 角)を 使

っ て道路 の線 形,断 面 積 を算 出す る プ ログ ラ ム,お よび その 結

果 を使 っ て 必要 な材料 の量 等 を計 算す る プ ログ ラム。 これ らの

プ ログ ラム は測量 あ るい は体 積 ・面 積 の計 算 に用 い られ る プ ロ

グ ラムを 要素 とす る場合 が多 い。

iv)体 積,面 積 の計算

V)自 動 製図

iii)等 で求 め られ た 線形 や断 面 積 等 を,自 動 製 図機 で製 図 で

きる よ うにす るため の ル ーチ ン

vD基 礎 設計

くい の支 持 力計 算,よ う壁 に 加 わ るク ー ロ ン土圧 を 計算 す る

プ ログ ラム

vii)施 工 計画

納 期 を 短 縮 し,コ ス トを最 小にす る よ う,仕 事 の平 順 をCP

M,MPM,BKNあ るい はPERT法 に よb含 め る プ ログ ラ

ム

viii)企 業 管理 プ ログ ラ ム

資材,備 品,財 務 管 理 の ため の プ ログ ラ ム

ix)数 学

連立 方程 式 の解,対 務行 列 の 固有 値 を求 める プ ログ ラム
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(2)現 在EDVグ ル ー プの30人 の技 術 者 は6個 の プ ロジェ ク トチ ー

ムに 分か れ て,そ の専 門 分野 にお け る新 ら しい ソ フ トウ エ アを 開発

。 中で あ る
。 この 中に は,す でに作 られ て い る もの,そ の 後 の技 術 発

展 に よる ため の改 良の 作 業 とか,単 独 別 々で あ る プ ロ グ ラ ムを接 続

総 合 化 す る作 業 等 も含 ま れ る。

ま た,現 在,1971～75年 の間 に,政 府 か ら ビル デ ィ ング建

築 の総合 シ ス テ ム ソフ トウ ェア を,開 発 費4千 万 マ ル クで請 負 う計

画 が 進 め られ て い る との こ とで ある。 これ は 相当 大 規 模 な もの であ

り,今 後 逐次 技 術 者 を増 員す る必要 が あ り,こ れ らの計 画 が進 め ら

れ る と き,1975年 では,現 在100人 の従業 員 は2～300人

に,ま た,売 上 げ は 現 在 の10倍 程 度 に到達 す るで あ ろ う とい う。

'b

、ふ'

,

ム
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8.国 産 機 シェ ア の拡 大 に 努 め るSエEMENS社
'

、φ ・・

寸'

先

地

査

在

調

所

調査年 月 日

面 接 者

調 査 者

SIEMENSAG

8000mlinchen25

HofmannstaBe51

1970年11月3日

Mr.HansATaegeBereichDatenverarbeitung

Mr.BerntHeiltage

吉 田,河 野,佐 瀬,福 原(現 地 参 加),久 保,鈴 木

鴫

's

1。 概 要 お よ び所 感

当 社 は 世界 で有数 の 総合 電 気 メ ー カ ーで あ り,技 術的 レベ ル は非 常 に高

く独 自 の製 品 を発表,製 作 して い るが コンピュータ に関 して は米 国RCA社

と技術 提 携 してSIEMENS4004を 製造 販 売 してk・ り当 分 の間,技

術 提携 による中型 コンピュータが当社 の主 流 な る と考 え られ るが,ワ イヤ メモ リ

ーを使 用 した独 自の コ ン ピュ ー タ も開発 中 で あ る
。

な お,西 独 のコンピュータメーカーのAEG-TEI・EFUNKEN社,N

IXDROF社 と生 産 機 種 の調 整 を行 な っ てお り当社 は 中型 機 の分野 とを

目指 してい る よ うで あ り,超 大 型 コンピュータに つ い ては 科 学研 究 省 の あつ

せ ん でAEG-TELEFUNKEN社 と新会 社 を設立 して そ の開 発 を行

kう 予 定 で1970年7月 に この構 想 を発 表 し,準 備 中で ある。

また,西 独 政府(経 済 省,科 学研 究省)の 情 報 処理 促進 のた め の補 助 金

の 相 当額 を 受 け て い る よ うで あ り,西 独 の コ ンピュ ータ産 業 の 情 勢 は 当

社 と上 記 新 会社 の動 向 にかSる で あ ろ う。

2詳 論

2_1SIEMENS社 の コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 概 況
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(1)SIEMENSコ ン ピュー タ の 西 独 に お け る 設 置 状 況

当 社 は わ が 国 で も良 く知 ら れ て い る 総 合 電 気 メ ー カ ー で 世 界 的 に 活

躍 し て い る が,米 国RCAと 技 術 提 携 し てSIEMENS2002を

発 表 後,1962年 に はSIEMNS3003,現 在 はSIMENS

4004シ リ ー ズ を 製 作 ・販 売 し て い る 。 ま た,プ ・ セ ス コ ン ト ロ ー

ル 用 コ ン ピ ュ ー タSIEMENS301～306を 製 造 して い る。

な お,将 来 はSIMENS5005,6006の 製 造 を 考 慮 し て い

る0

1970年7月 現 在 の 同 社 の コ ン ピュー タ の 西 独 に お け る 設 置 状 況 は

デ ィ ー ボ ル ト グ ル ー ブ の 調 査 に よ る と 表1の と お り で あ るo

ん

占 与

表 1

機 種

2002

3002

レンタル料 金

(単 位千 ドルッエルク)

54

52

台 数

36

28

4004/15～11

〃

〃

/25～26

/35

/45

/46

/55

/8

20

33

47

90

135

125

15

67

35

111

109

4

12

2

,

301～306 26 179

一96一



ま た,67年10月 か ら70年9月 ま で の 出 荷 状 況 は 表2の と お り で あ

り 年 々 上 昇 し て い る 。

表 2

s

④

[月

月

月

　

　
　

　
　

年

年

年

8

9

0

6

6

7

9

9

9

1

1

1

～

～

～

月

ロ月

月

間

0

0

0

1

1

1

年

年

年

期

7

8

9

6

6

6

q
V

9

0
∨

1

1

1

出荷 台数(単 位 百 万 ドイツマルク)

400

500

680(う ち,30%を フ ラ

ン ス,ス ペ イ ン,フ ィ

ン ラ ン ド,ブ ラ ジ ル 等

に 輸 出)

(2)コ ン ピュ ー タ 担 当 部 門 組 織 お よ び 従 業 員 数

当 社 の 組 織 中 電 子 計 算 機 担 当 部 門(DATAPROCESSINGDIVI

SION)の 占 め る 位 置 お よ び 商 業 用,科 学 用 プ ロ セ ス 制 御 用 電 子 計 算

機 の 関 連 部 門(点 線 で 示 す)の 概 略 は 次 図 の と 澄 り で あ る 。

従 業 員 数 は301,000人 で,そ の う ちDATAPROCESSINGD

IVISIONに 所 属 し て い る 従 業 員 は9700人 で あ る 。 そ の 内 訳 は 研

究 開 発 部 門 に2,200人 営 業 部 門 にa500人,製 造 部 門 に2,000

人,店 内 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 作 成 部 門 に2,000人 で あ る 。

なお,注 意 を 要 す る の は 営 業 部 門 のa500人 の う ち 相 当 数 は ア プ リ

ケ ー シ ョ ン,プ ロ グ ラ ム,ユ ー ザ ズ ブ ロ グ ラ ム,教 育,コ ン サ ル タ ン

ト お よ び メ ン テ メ ン ス に 従 事 し て い る こ と で あ る 。

前 記 の ほ か,管 理 者,プ ロ グ ラ マ ー,ア ナ リ ス ト の た め の 教 育 訓 練

を 約130名 の イ ン ス ト ラ ク タ ー が 年 間 延14,000人 に 対 し て13

百 万 ド イ ツ マ ル ク の 費 用 で 行 な っ た 。 教 育 セ ン タ ー は 本 社 工 場 の ほ か,

ベ ル リ ン 等3ヵ 所 に あ る 。
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(3)ソ フ トウェアの 開発,提 供 体 制

当社 は(2)で 記 した如 く営 業 部 門 に 属 してい る ソフ トウェ ア要 員 でユ

ー ザ特 有 の シ ステ ム ,プ ログ ラ ムの作成 を無償 で行 なっ て い るほか,

汎 用 の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム を開 発 して,パ ッケ ー ジ と して

無 償 で提 供 してい る。 例 え ば 造 船,銀 行 お よび貿 易業 界用 の パ ッケー

ジ等 が あ る。

ま た,社 外 の ソフ トウェア会 社 を必要 に応 じて活 用 す る こ とを 考慮

してk・ り例え ばPL/1コ ンパ イ ラの開発 を フ ランスの ソ フ トウ ェア

会 社 に発 注 して い る。 この点 は相 当積極 的 である よ うに見 受 け られ た。

前記 の よ うにソ フ トウ ェアは 無 償 提供 を現在 の と ころ 原則 と してい

るが例 外 的 に は ユー ザ ー と特 別 な契 約 を締 結 して ユ ー ザ ー固 有 の シス

ス テ ムを 有償 で開 発 し また は開 発 中で ある。 例え ば ル フ トハ ンザ航 空

会 社,西 ドイ ツの国鉄,ス ペ イ ン国鉄 の座 席予約 シ ステ ム が あ る。

ソ フ トウ ェア の法 的 保護 の問 題 につ いて は ソフ トウェアパ ソケ ー ジ

の普及 に ともない そ の 必要 性 が 高 まる が実 際上 きわめ て困難 な要 素 が

ある と当 社 では 考 え て いる。

なお,IBMが 発 表 した ソ フ トウ ェ ア の価格 分 離 政策 に つ い ては,

当社 と してはIBMが よ り利 益 を 上 げ るた め に とられ た政 策 で は あ る

が ソフ トウ ェアの 価 値 の確 定 に役 立 つ もの と して い るが,当 分 の間 は

この政 策 に 追随 しな い との こ とで あ った。

参 考 まで に当 社 の コンピュータの コス トに おけ る構成 比率 を 次 に示 め

すo

Hardware

S,,、 一,.。9,am}・ ・一 ・ ・%

ApPlieationProgram

AssistanceofCastomOriautedProgram

EducationorConsultant

Maintenance
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2-2将 来 の方 向

現 在西 ドイ ツには 国 内資本 コンピュータメーカーと して3社 あ るがAE

G-TELEFUNKENが 科 学 用,NIXDORFが 小 型,超 小

形,当 社 が中型のコンピュ ータを生 産 しているように自か ら調整 が行 なわれ

競 合 せず に 発展 して い こ うと して い る。 当社 は新機 種 と して は ワイ

ヤ メ モ リー を使 用 した コン ピュ ー タを開 発 中で ある。

最 近 の 出来 事 で特 記 すべ き事 項 は当 社 とAEG-TELEFUN

KENが 超大 型 コンピュータの開 発,販 売 のた めの新 会 社 を 設立 す る

こ とに同 意 した とい うこ とで あb,こ れ は1970年7月 に 発 表 さ

れ た もの で 現在 準備 が 進 め られ て お り政府(科 学 研 究 省)か ら強 い

支 援 を 受 け て い るとの こ とで あ る。

,■

ム'

拶

、亀
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9.年 産50,000台 を 目 標 と す る ミニ ・コ ン ビoユ ー タ ・メ ー カ ー

"NixdorfComputerAG〃

'▼

十

先

地

査

在

調

所

調査年月 日

面 接 者

調 査 者

NixdorfComputerAG.(AktienGesellschaft)

4790PaderborhPontanusstr.55・

BundesrepublikDeutschland

1970年11月6日

iMr.W.P.Ehrlich(VorstandsmitgriedExternal

Director)

Mr.D三eterStreib

古 田,河 野,鈴 木,久 保,福 原(現 地 参 加),佐 瀬

/▲

1概 要 お よ び 所感

西 ドイ ツに は,著 名 の コ ン ピュー タ メ ー カ ーが3社 あ る。 そ れ は 大型 機 種

の 分野 でのAEG-Telefunken,中 型 機種 の分 野 でのSiemensAG,そ して

小型 機 種 の 分野 で の,こ のNixdorfComputerAG.で あ る。 この3社 は,

そ れぞ れ の生 産機 種 の 大 き さ に よっ て特徴 を もち,激 しい 競 合 もな く,シ ェ

ア をふ り分 け て い る。

1952年 に設 立 され た このNixdorfAG.は,と くに こ こ数 年 の間 急激 に

幾何 級 数 的 な 伸び を示 し,将 来 の方 針 として も"目 標年 産50,000台"と い

う極 めて 大 きな もの をた て て い る活 気 あふ れ る メ ーカ ーで あ る。 社 長 が 現在

44才,会 社 員 の 平 均年 令 が28才 とい う,i若 さ の もつ 力 の結 果 に よる もの

・ か と思 わ れ る。 事 実 この 社 の こ こ数年 の伸 び の 状況 と,一 般 に い わ れて い る

小型 機 種 の将来 にお け る発展 性 とを併 せ て考 え る とき,50,000台 の 目標 も

あな が ち夢 では な く,充 分 な成 算 あっ ての こ とか と考 え られ る。

この 小型 機 種 は,単 体 と して,大 型 機 の 周辺 機 器 と して,ま た オ ン ラ イン

端末 と して,各 種 の応 用 が 可 能 で あ り,こ のNixdorfに おい て も各 種 の用
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途 に 向 くア プ リケ ー シ ョンの 開発 を進 め てい る。 周 辺 機器 と して はす で に

IBM,SiemensAG.等 へ の 販路 も設 け られ てい る。

現 在 ま での販 路 は,国 内 用50%,輸 出50%と な って お り,輸 出先 と して

は,欧 州 各 国 はい うまで もな く,ア フ リカ,オ ース トラ リア あた りに も送 り

出 して い るのみ な らず,コ ン ピュ ー タ製 造 の 本家 と もい うべ きア メ リカに ま

で も相 当量 の 輸 出が 行 な われ て い る とい うこ とは,特 に 注 目さ れ る。 今後,

日本 へ も輸 出 した い との意 志 を示 して い た こ とも非 常 に印 象 的 で あ った。

2詳 論

2-1会 社 の 概要

1952年 に設 立 した この 会 社 は,ド イツにお け る小型 コ ン ピ ュー タ メ ーカ

ー と して ,最 近 め きめきと,独 自な発 展 を して きて い る。 こ こ5年 間 の 生産 台

数,売 り上 げ 高,従 業 員 数 の 推 移 は 次表 の とお りで ある。

年 度

1966

1967

1968

1969

1970(見 込)

生産台数

1,508

2,116

3,500

6,000

11,000

売 り 上 げ 高

(百万 ドイツマルク)

28

52

105

180

250

従 業 員

580

1,100

1,800

2,900

5,000 ■

今後5年,1975年vak・ け る 目標 と しては,資 本金 の 面 では 現在 の8,000

万 ドイ ツマル ク を5億 ドイ ツマル ク に,生 産 台 数 は5万 台/年 に ま で到 達 さ

せ よ うとの計 画 で あ る○

現在,ド イ ツ中部 の 小都 市Paderbornに 本 社 お よび 本 社 工場 が あ り,そ

の ほ か,Kolnに 機 械 部 の工 場,WuppertalとBerlinに 電子 部 品 の工

場 を もって 生 産 を して い る。 販 売網 と して は,国 内の 大 都 市16個 所,お よ
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び10の 外国 に営 業 所 を設置 してい るほ か,国 内 では20,国 外 では18の

代 理店 を もって い る。 また,本 社 直轄 で,Paderbornか ら約30キ ロ メー

トル離 れ たBUrenに 学 校 を設 置 して,シ ス テ ム技 術 ・プ ログ ラ ム等6教 科

目につ い て,社 内外 の 情 報処 理 技 術者 の 教 育養 成 を行 な って お り,昨1969

年 には1,000人 の訓 練 を行 な った とい う。

なk・,レ ン タ ル方式 希 望 の ユ ーザ ーが 多 くな って いる ため,資 本 金6億 ド

イ ツマル ク の レ ンタル会 社 を別 に設 立 した 。 一般 に単体 と して利 用す る 向 き

は 買 い取 り方 式 に よる こ とが 多 く,大 型機 の 周辺 機 器 ま た は オ ン ライ ン シス

テ ムの タ ー ミナル と して利 用す る場 合 には レ ンタ ル方 式 に よる こ とが 多い と

の ことで あ る。

売 り上 げ は 上 記 の とお りで あるが,現 在 ま で で 国 内50%,輸 出50%と,

輸 出が 相 当 に行 な わ れて い る こ とは 注 目 に値 す る。 輸 出先 として は欧 州 各 国

のみ な らず,遠 くは オ ース トラ リア,南 ア フ リカ,ア メ リカに ま で も販 路 を

のば して い る。

/ム

2-2製 品

現 在"NixdorfCnmputer-System820"と い う型 式 を中心 に製 造 して

い る。 これ は コァ容 量 最 大16KWの 小 型機 種 で あ る。 プ ログ ラ ムは,当 然 こ

の コア に 内蔵 す る こ と もで き るが,リ ー ドオ ン リメモ リーに組 み 込ん で外付

き とす る こ と も可能 で あ る特 徴 を有 して い る。

この機 種 の 用途 と して は,目 的 に応 じた 周辺 装 置 を適 宜配 す る こ とに よ り

主 と して 次 の使 い方 が 開発 され て い る。

(1)単 体 と して の事 務 会 計計 算 用 と して

(2)大 規 模 オ ン ライン シス テ ムの タ ー ミナ ル ・コ ン トロ ー ラ,ま た は大 型機

の周 辺 装 置 と して

(3)プ ロセ ス制御 用 ま たは科 学 技 術 計算 用 と して

(4)テ ィ ー チ ング マ シン本体 と して
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これ らの うち,ω の 分野 で は製造 開 始以 来,充 分 の経 験 を有 してお り,販

路 と して も最 も大 きな 部分 を 占め て い る。 次 に(2)の 分 野 は,こ こ数 年急 速 に

のび て きて,3分 の1を 占め る に至 っ て お り,た とえ ば ス イス銀 行 の オ ン ラ

イ バ ン キ ング システ ムの タ ー ミナル コ ン トロ ー ラ等 と して720台 の実 績 を

あげ て い る とい う。(本 体1台 につ き窓 口テ ラーズ マ シ ンを4台 接続 す る こ

とが で きる。 ま た,情 報収 集 用 と して コ ン セ ン トレ一 夕 を配 す る こ とに よ り,

32台 の タ ー ミナ ルか らの デ ー タを磁 気 テ ープ に記 録 す る こ とが で き る。)

③ お よび(4)の 分野 は,比 較 的最 近 は じめ た部 分 で あ り,ま だ 例 と しては 少

な い。 教 育 用 と して は,政 府 か らの援 助 もあ り,現 在Paderbornの6個 所

の 小学 校 で実 験 的 に使 用 中 で あ るが,相 当 の 効果 が 確 認 され つ つ あ るの で,

今後 この 分野 で の 発展 を最 も期 待 した い との ことで あ る。

い ず れ に して も,本 体 は 全 く同 一 の もの で,モ ジ ュ ール 化 され てお り,コ

ア も4KW単 位 で16KWま での 増 設 は可 能 で あ り,使 用 目的 に応 じて た とえば,

キ ー ボ ー ドタ イプ ライ タ,CRTデ ィス プ レイ,テ ラー ズ マ シ ン,教 育 用端

末 機 等 を適 宜 に接 続 し,ま た補 助 記 憶用 としては,磁 気 テ ー プ,カ セ ッ トテ

ー プ,デ ィス ク等 を附 加 し,通 信 端 末 と して は モデ ムを と りつけ る等,そ れ

らの組 合 せ で 各方 面 へ の応 用 が で きる もの で あ る。

価 格 は,周 辺 機 器 の 組み 合 わせ 方 次第 で い ろい ろ に変 化 す るが,標 準 的 な

もの と して1,000ド ル/月 の レン タ ル料 とい う。

2-4ソ フ トウ ェア

基 本 ソフ トウェア につ い て は,社 内 に約100人 の 担 当者 が お り,主 と し

て 自社 内 で 開発 して い る。 アセ ン ブ ラの他 に,コ ンパ イ ラで は コボ ル に準 じ

た もの(キ ー ボ ル とい う名称 を 与 え て い る)が 使 え る よ うに な って い る。

ア プ リケ ー シ ョンにつ いて は,本 社,営 業 所 ほ か,代 理店 ま で に,多 数 の

プ ログ ラムに精 通 した者 を配置 して お り,必 要 に応 じて,ユ ーザ ー に対 す る

援 助が で き る体制 と して い る。 なお,標 準 的 ソフ トウ ェア(ア プ リケ ーシ ョ
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ン)は 多数 の ものが 開 発:きれ,パ ッ ケー ジ化 され て治 り,ユ ー ザの 要 求 に応

じて,相 応 の価 格 で 販 売 す る こ と とな って い る。

標準 的 なア プ リケ ー シ ョン につ い て は,次 に掲 げ る よ1うな もの が そ れ ぞれ

解 説付 ぎ小 冊子)ど池 活発 行 ざ れ'て:いる。 さ き侭 も記'した志お り∀'・事務 会 計用 と

して の販 路 が大 きい こ とか ら,÷亡 ごでW事 務 処理['に関す る》も1のが 多 いゴ ま た,

特 定 の企 業 等 の た め に開 発 され た ケ ース もこの 中 に相 当 数 含 まれ て い る。 こ

れ らは各 種 の 産業 にわ た ちて お!りば、それぞ れ・は標 準 的な庵 の と:じて 他 企業 で

の 利 用 も可 能 との こ とで あ る。tt:い.一,"1・:パ∴:∵ ㌧1劔 ご 、'○ご㌍{-1"'ぶ

、ヰ ぶ ㍉i'、 、 バ ♪蕊:・1「;i

∀
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参 考

ロ
1.Computerfuralle

す べ て の人 々 の た めの コ ン ピュー タ(技 術 的 適 用 可 能性 の デモ ンス トレ

ー シ ョン用 と して ,送 り状 の 例 に よって示 す)

2・MassenberechnungenimHoch-undTiefbau

地 上 工 事 お よ び 道 路 工 事 に お け る 質 量 計 算

3.VW-Remida-System

VW(フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン)販 売 会 社 用 に 開 発 し た 修 理 記 録,部 品 管 理 シ

ス テ ム

4.DasdezentraleSystem

分 散 シ ス テ ム('vvfurtt牛 乳 販 売 会 社 の 実 施 例 に よ る 販 売 配 送 計 算)

5.DasspeicherorientierteSystem

倉 庫 用 シ ス テ ム(WalterRau化 粧 品 会 社 の 注 文 書,送 り 状 作 成 と計 算)

6,Bauabrechnung

構 造計 算(土 木 建 築技 術 関係 の 計算,有 名 な土 建企 業 との共 同開発 に よる)

日 露
7.IntegrierteDatenverarbeitungfurFord-Handlerbetriebe

(フ ォ ー ド 自 動 車)の 販 売 会 社 の た め の 集 中 デ ー タ 処 理

8.DasintegrierteSystem

集 中 シ ス テ ム(果 実 輸 入 企 業 の 例 に よ る 整 理,送 り 状,倉 庫 管 理 用)
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9.DatenverarbeitungundRechnungslegunginOpel-Hsnd1-

erbetrieben

AdamOpel社 に お け る デ ー タ 処 理 と 計 算(自 動 車 修 理 と 補 充 部 品,

販 売 収 納)

・・.L6hnab,ech。 。ng

給 料 計 算(工 業,商 業 に お け る 時 間 給,能 力 給,給 与 計 算 の 標 準 シ ス テ

ム)

11.Anlagenbuchhaitung

基 礎 簿 記

12.DasKontrollierendeSystem

会 計 検 査 シ ス テ ム(タ バ コ卸 売 業 の 販 売 計 算 管 理 用 と し て 開 発)

13.DezentraleDatenerfassung.undDatenverarbeitungauf

Magnetband

磁 気 テ ー プ に よ る 遠 隔 デ ー タ 収 集 と デ ー タ 処 理(ラ ッ カ ー 塗 料 製 造 業

者 の た め の 開 発)

14.Debitorenbuchhaltung

債 務 関 係 簿 記(書 籍 販 売 業 務 に お け る 設 置 実 施 例 に 関 す る 報 告)

・5K,edit。,en-。ndSachk。nt。nbuchh。1tung

債 権 と物 品 計 算 の 簿 記(金 上)
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16.IIn土}egri:℃r白Systelhe・dufChMag'netstre'i'f'6n・ ・'い"・ ・::'L;

磁 気 テ ー プ に よ る 集 中 シ ス テ ム(健 康 保 険 組 合 の 適 用 例 に よ る シ)'・ い

.,,:・ ゴ..{.・..L:.1←".'.∵'・ 二.、1こ 一・・ 『 ・ 、:t∴1':・ ・1、 、,い・.

17.DasIＬochkartengesteuerteSystem'"《/'■ ∵

せ ん 孔 カ ー ド方 式 に適 したシステ ム(病 院 の計 算 ・金 融 簿 記 ・俸 給,給 料)

:一"1・ ㌧ ・㍉ ∵;・

18.k:Moder-heVe』rwa1'tUhgl否orgahisat'ibn:'`"・^・ ・'"

新 ら し い 行 政 機 関(現 金 記 録 管 理,税 金 ・公 課 簿 記,決 算 等 事 務 計 算)

19.On-1、ine-SchalterverkehrinSparkassen`'一 「',ご

貯 蓄 銀 行 の 窓 口 業 務 オ ン ・ ラ イ ン 処 理(ド イ ツ 貯 蓄 ・振 替 銀 行 の 窓 口 業

務 自 動 化 方 式)

・・.'『 ・'パ ・.,'、

20.VerlagsabrセChminξ1,・'1'∵t'"`一+'

出 版 業 の 計 算 業 務(専 門 図 書 販 売 計 算 の せ ん 孔 カ ー ド方 式 に よ る 実 施 例)

　

2LWaschereiabrechnung・ 冒

涜 潅 業 の 計 算 業 務(Oelkers商 会 の 注 文,請 求,賃 金 計 算 等 業 務 用)

22.Siedlungsgesellschaften

住 宅 会 社(ナ ッ サ ウ 住 宅 社 の せ ん 孔 カ ー ド式 に よ る 集 中 デ ー タ 処 理)

23.Wohnungsgesellschaften

住 宅 会 社(賃 貸 し と 賦 課 の 計 算,Ruhr-Nied'errhein社 と 共 同 開 発)

24.ErfahrungsberichtinderReparatur-undErsatztei-

leabrechnung
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修繕お よび補充部品清算 の経験報告(自 勲章販売会社の導入適用)

ロ
25.AuslandsgeschaftundDevisenhandelbeiGeldinstituten

金 融 機 関 に よ る 外 国 取 引 と 外 国 為 替 業 務

26.DerEinsatzvonNixdorf-ComputerninderForstwirtsc-

haft

林 業 経 営 に お け る ニ ク ス ドル フ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 設 置(木 材 の 収 支 計 算,

経 費,給 料 計 算)

27.IndustrilleAuftragsbearbeitungundLagerdisposition

工 業 の 注 文 製 造 と 在 庫 整 理(電 気 部 品 製 造Schaltbau社 の 導 入 実 施 例,

せ ん 孔 カ ー ド方 式)

◎

28.Werbeagenturen

広 告 代 理 業(媒 体 別 計 算,金 融 簿 記,経 費 計 算等)

29.Exportfakturierung

輸 出 送 り状 の 業 務(化 学 工 業 に お け る 導 入 実 施 例)

30.DirekteDatenverarbeitunginderMandantenbuchhaltung

委 託 簿 記 に お け る 直 接 デ ー タ 処 理(税 理 士 事 務 所 に お け る 利 用 例)

ロ
31.Stucklistenorganisation

部 品 一 覧 管 理(製 造 計 画 と 指 示 の た め の)

32.Bauwirtschaft(1)
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建築経営(総 金額計算,建 築敷地額配 分,収 益額計 算)

33.Bauwirtschaft(11)

建 築 経 営(経 営 簿 記,建 築 敷 地 計 算,経 費 管 理)

34.Finanzbuchhaltungr

金 融 簿 記(債 権 債 務,信 用,現 金,催 告,決 算,評 価 等 業 務 の モ ジ ュ ラ

ー 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム 方 式)

ロ
35.Suβwarengroβhande1

菓 子 類 卸 売 業(Rheins』wa社 に お け る,送 り 状,責 務 ・在 庫 計 算,統

計 業 務 の 適 用 例)

36.Kreditdatenerfassung

信 用 銀 行 業 データ収 集(磁 気 テ ー プ を 媒 体 と す るWarenkredit通 商 銀 行

の デ ー タ 収 集)

37.NLimerischeDatenerfassung
.aufMagnetbandbeiGeldin-

stituten

金 融 機 関 に よ る 磁 気 テ ー プ の 数 値 デ 一 夕 収 集(ド イ ツ 銀 行 の 実 施 例)

38・DatenerfassunginSparkassenmitKleincompu'tern

小 型 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 貯 蓄 銀 行 の デ ー タ 収 集(ウ ェ ス ト フ ァ リア 貯 蓄

銀 行 の 記 帳 業 務 で 実 施)

39・Arbeitsplanerfassung

作 業 計 画(磁 気 テ ー プ に よ る バ イ エ ル ン モ ー タ ー 工 場BMWの 実 施 例)
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40.Leasing-Gesellschaften

'

リ ー ス 業(甲 し込 み,契 約,賃 貸 勘 定,統 計 等)

41.StatikimHochbau

地 上 建 設 の 静 力 学(鉄 筋 コ ン ク リ ー ト建 築 の 鉄 材 リ ス ト,ラ ー メ ィ,

ト ラ ス,胸 壁 等 の 計 算)

42.AuftragsdatenerfassungundVersandauftragserstellung

注 文 デ ー タ 収 集 と 発 送 整 備(分 散 デ ー タ の 処 理 と磁 気 テ ー プ へ の デ ー

タ 収 集)

43・IntegriertesFakturierenundBuchen

帳 票 と 帳 簿 の 集 中(せ ん 孔 カ ー ド,紙 テ ー プ,磁 気 テ ー プ 等 に よ る 自

動 デ ー タ 処 理 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン)

44.Textilgroβhande1

繊維 卸 売 業(伝 票 と記 帳 事 務 の 集 中,整 理,金 融 簿 記,収 益 計 算)

45.Molkeleiabrechnung

酪 農 業 の 計 算 業 務(顧 客 勘 定,責 務 簿 記,顧 客 統 計 等 の プ ロ グ ラ ム,

Erwitte会 社 の た め に 開 発)

46.Speditionen

運 送業(労 働 力配 置 と経 費 に関 す る計 算 処理)

47.RechnungseingangskontrolleundWarenauszeichnungin

ホオ
Kaufhausern
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大商 店 の伝 票集 中管 理 と価格 表 示(Hettlage兄 弟 社 に おけ る実 施例)

48.IntegrierteVerkaufs-AbrechnunginVerkaufsniederla-

ssungen

販 売 支 社 支 店 の 販 売 計 算 の 集 中 処 理(衣 料 品 会 社Schiesserの オ ラ

ン ダ 支 社 に 設 置 し た 実 施 例) 竃

49・MagnetkontencomputerundGroβrechenanlageinWirts-

chafticherKombination

企 業 共 同 組 織 に お け る コ ン ピ ュ ー タ と大 規 模 計 算 設 計(貯 蔵
,分 類,

整 理,価 格 管 理 等)

⇔

50.FertigungsplanungundFertigungssteuerung

製 造 計 画 と 製 造 調 整(そ の 応 用 範 囲 の 解 説)

51.DatendirektverarbeitunginGeldinstituten

金 融 機 関 に お け る デ ー タ の 適 接 処 理(ザ ー ル ブ リ ュ ッ ケ ン 貯 蓄 銀 行 の

実 施 例)

t

ひ
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10.西 ヨ ー ロ ッパ に お け る代 表 的 ソ フ トウ ェ ア 産 業 へ 意 欲 を

燃 や すCAPヨ ー ロ ッパ

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

CAPEurope

21,rueLeriche-75-,Paris15e

1970年11月9日

Mr.PhilipPeDreyfusDerectorGeneral

吉 田,河 野,佐 瀬,久 保,鈴 木

1概 要 お よ び所 感

西 ドイ ツを除 く ヨー ロ ッパ の各 国 で ソフ トウ ェアの 開発 に従 事 して い る 、

CAPヨ ー ロ ッパ は,ハ ー ドウ ェア につ い て は米 国 にお さえ られ てい る とは

い え,こ とソフ トウ ェア に 関す る限 り,わ れ わ れ の手 に よって 守 る と意 気 け

ん こ うで あ る。 しか もこの会 社 は コ ンサ ル タン トや計 算 サ ー ビス に一切 手 を

出さ ず,基 本 ソ フ トウェア,応 用 プ ログ ラ ム,科 学 技術 応 用,教 育 の4つ の

領 域 に 自 らの枠 をは めて い る こ とは一 つ の 見識 で あ ろ う。 総 員900人 売上

げ は14万 フ ランで あ る。

2詳 論

2--1会 社 概 要

CAPヨ ー ロ ッ パ は,1962年 に 設 立 さ れ,活 躍 し て い た 次 の 二 社 に よ っ

て 設 立 さ れ た ヨ ー ロ ッ パ 人 に よ る ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 で あ る 。

CQmputerAnalysteandProgrammersIＬtdofLondonCentre

d'AnalyseetdeProgrammationofparis

CAPヨ ー ロ ッ パ は,現 在 西 ヨ ー ロ ッ パ 各 地 で 営 業 活 動 を し て お り,次 々

に 以 下 の よ うな ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 を 設 立 し て い る。

`

σ
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㊤

CAP

CAP

CAP

CAP

CAP

ヨ ーロ ッパ にお い て は,IBMが65%の シ ェ

ァーを もつ とともに,ハ ネ ウ ェル,.dニ バ ック,NCRな どの米 国 の電 子 計算

機 が大 巾 に進 出 して い るが,ソ フ トウ ェア の分野 につ いて は,事 情 が異 な り

独 立 ソ フ トウ ェア会 社 の95%が 民族 資本 に よる会 社 が 占め て い る。

CAPヨ ー ロ ッパ.は,現 在 会 社 で800人 の 技術 者 を有 し,売 上 も年 間

100万 ドルに達 して い る。

この売 上 は,す べ て 純 粋 に ソフ トウ ェア 開発 に よる もの で,マ シ ン タ イム・

サ ー ビスや,計 算 サ ー ビス な どに よる売 上 は含 まれ てい ない 。 フ ランス には,

SEMA(売 上261百 万 フ ラン,従 業 員 数3,050)と か,CEGOS(売

上64百 万 フ ラン,従 業 員 数823・ 人)と い う大 きな ソ フ トウ ェア企 業 が あ

るが,ソ フ トウェア 開発 費 だけ の比率 では,CAPヨ ー ロ ッパが 一－as大 きい

との こ とで ある。

France

UnitedKingdom

Belgium

Switzerland

Holland

9

◆

立

地

店

数

金

高

在

者

本

上

術

設

所

支

技

貸

売

CAPフ ランス

,62

パ リ

3店

430人

22百 万フ ラン

18

CAPイ ギ リスCAPベ ル ギ ーCAPス イ ス

～,62

ロン ドン

3

190

26千 ポン ド

440

,66

フ フ ツセル

25

as百 万 フラン

66

,67

ジュ ネー ブ

35

Ql百 万 スイス

フラン

a4

CAPオ ランダ

,68

ア ムス テル ダム

20
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CAPヨ ー ロ ッパの 売 上 高 の 推移

,62

,63

,64

,65

,66

,67

,68

,69

108千 ドル

346

488

775

1,410

2,934

4,495

6,674

CAPヨ ー.ロッパの 特 色 と して は

① 事 業 資金 は,す べ て 自己 資金 で あ って,何 ら外部 資金 に依 存 して い な い。

② プ ロジ ェク ト開発 に たず さわ る技 術者 は,す べ て 自企 業 の 従業 員 で あ り,

他 企業 か らの派 遣 に何 ら依 存 して い ない。

③ 設 立 以来 着 実 に従 業 員 を増 加せ しめ る と と もに,毎 年 利 益 を計 上 して い

る。

こ とな どを指 摘 して い た。

2-2ソ フ ト ウ ェ ア

CAPヨ ー ロ ッ パ が 開 発 す る ソ フ ト ウ ェ ア の 内 容 は

30%BasicSoftware

70ApplicationSoftware

で あ り,そ の 需 要 先 は,現 在 約250社 で,そ の 内 容 は

70%踊 企業 警 鐘 糟 閨∫壁 警理 蔓弓 聾1保 険

30%政 府 部 門

開発 した ソフ トウェ ア の代 表 的 な例 と しては

一116－
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ワ

IBM用 のPL/1(CAPuk)

オ リベ ッ テ ィ 用 の コ ン パ イ ラ

英 国 で 最 大 の オ ン ラ イ ン銀 行 シ ス テ ム(36q/65,タ ー ミナ ル400)

フ ラ ン ス 航 空 用 のAirCargoSystem(2,000万 ドル)

な ど が あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー か ら ソ フ ト ウ ェ ア の 発 注 を 受 け て い る が,そ の 範

囲 はIBM,ICL,Siemens,CILオ リベ ッ テ ィ 等 の 各 社 と な っ て

い る 。

CAPヨ ー ロ ッ パ は,3つ のSoftwarePackageを 開 発,販 売 し て い る 。

①Autflow(米 国AdvancedDataResearch社 製)

フ ロ ー チ ャ ー ト 自 動 作 成 用 ジ ェネ レー タで あ り,IBM360,ハ ネ ウ ェ

ル200,Siemen4004に 使 用 で き る 。

使 用 言 語 は,COBOLFORTRAN,PL/1い ず れ に も 可 能 で あ る 。 す で

に,13,000本 の 販 売 実 績 が あ る 。

価 格 は,54～1万 ド ル で,3年 間 の リ ー ス で あ る 。

②SYSIF

フ ァ イ ル 検 さ く用 の シ ス テ ム で あ る 。IBM360に 使 用 で き る 。 価 格

は1万 ドル で 売 切 り と な っ て お り,次 年 よ り販 売 価 格 の8%を 維 持 費 と し

て 徴 収 す る。

③SMS/360(米 国Boole&Babbage社 製)

IBM/360に つ い て ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム の 能 率 お よ び シ ス テ ム 構 成 の 利

用 効 率 を 測 定 す る こ と の で き る ソ フ ト ウ ェ ア,パ ッ ケ ー ジ で あ る 。

2-5ソ フ ト ウ ェ ア 要 員

当 社 の 技 術 者 は,現 在 総 数800人 で,CAPFranceに は470人 が 属

し て い る 。
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%は 大 学 卒

%は 大 学 入学 資格 取得 者 で あ る。

給 与 別 では,次 の とお りで あ る。

高 校卒 業 程度 の プ ログ ラマ

3年 以 上 経 験 〃

6年 以 上 経 験 を もつS.E。

コンサ ル タン ト

外 部 か ら,

2,000フ ラ ン

3,000

～3
,500

5,000

:1・:・l/47・A

ソフ トウ ェア開 発 に つ い て受 注 した ときは,上 述 の給 与 の平 均

3倍 の 額 とそ の ソフ トウェア の価 格 と して発 注者 に要求 してい る。

フ ランス政 府 は,来 年 にPlanSoftwareを 策定 す べ く目下検 討 して いる。

、

2-4政 府 に対 す る要 望

ソ フ トウェア産 業 界 におい て は,次 の2点 に重 点 を置 い た助 成 を期 待 して

い る。

1.採 算 性 の 少 ない基 盤 的 な調 査研 究 に対 す る補 助

(non-profitableresearch)

2.行 政部 門 におけ る各 種 のSoftware開 発 需要 の 民 間企 業 へ の 発注

3.ソ フ トウェ ア産 業 の 普 及発 展 の た めのPR

なお,自 由 な企業 活 動 に よるSoftware開 発 を阻害す る よ うな保 護政 策

が 実 施 さ れ ない よ う要 望 して い る。

ま た,ソ フ トウ ェア の権 利 保 護 問題 につ い て は,現 在 の フ ランス に お いて

は私 契 約ベ ースで カバ ーで き る と考 え て い る。

,

■
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11.新 聞,雑 誌 の 輸 送 情 報 処 理 シス テ ムNMPP

、

調 査 先

地

日

者

月

在

年

捜

査

所

謂

面

調 査 者

NouvellesMessagariesdelaPresseParisienne

(NMPP)

111rueReaumur,Paris(2e')

1970年11月10日

MrM・AudouinDireteurAdjoint

MrP.MussetIngenieurCivildesMines

MrP・TonnelierIngenieurTechicoCommercial

CompagineIBMFrance

吉 田,河 野,佐 瀬,久 保

■

1概 要お よ び所 感

当社 は各 種 の 新 聞,雑 誌 の フ ラン ス唯 一 の 全国 的配 送 会 社 であ る。'

我 国 の新 聞 の販 売 方 法 とは 異 な り,新 聞 は店 頭 販 売 をそ の主 体 と して い る

の で販 売店 別 の販 売 数量 の変 動 が は げ しい。

この た め,特 に影 響 を きたす の は毎 日の 輸送 数 量 の把 握 で あ る こ とは 想 像

にか た くない。 当 社 は この問 題 解 決 の た め に1968年IBM360/652台

とディスプレイ装置 を含 む約100台 の 端末 機 を導 入 して リアル ・タ イ ム処 理

に よっ て 配送 関 係 の合 理 化 を計 っ て い る。

ーまた
,1972年 まで に着 実 に シス テ ム の拡 大,内 容 の充 実 を計 っ て い る こ

と,お よび デ ィス プ レイ端 末機(IBM2260)に よる入 力方 法,フ ァイル

の修 正方 法等 に 独 自の 工 夫 が あ る点 は 注 目に あ たい す る ところ で あ る。

2詳 論

2-1会 社の概況

当社は新聞社,出 版社 が共同 出資 して設立 した新 聞,雑 誌の配給会社 で,
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そ の取 扱 い 新聞 は,地 方 紙,海 外紙 を含 めて300種 類(う ちパ リ発 行 の 新 聞

は20種 類),雑 誌 は週 刊 誌 を含 め て2,000種 類 を全 国 の 新 聞販 売店,代 理

店 等 に配 送 を行 ない,か つ 新 聞 社,出 版 社 に代 って,そ の 代金 を回 収 して お

り,収 入 の 大半(80%)は50種 類 の 新 聞,雑 誌 等 の収 入 で あ る。

なお,当 社 の取 扱 い 雑 誌,新 聞 の種 類,配 給 先 数,そ の 取扱 い量 は概 略 次

の とお りで あ る。

1.出 版 物2,000タ イ トル

2.新 聞(地 方紙,海 外 紙 を 含 む)300タ イ トル(う ちパ リ発 行 紙20)

3.販 売 箇 所50,000(う ちGeneralDealer13,000,

NewspaperShop25,000お よびそ の他)

4

5

6

7

8

9

01

1日 当た り配 給 数 量

月間 最 高販 売高

発 送 セ ン タ ー数

特 別 チ ャー タ ー飛 行 機

特 別 列車 お よび貨 車数

大 ・小 トラ ック台 数

オ ー トバイ, 自転軍配給 人

900万 部,1,800ト ン(最 高 は3,000ト ン)

200百 万 フ ラ ン

3カ 所

2機

4本150台

400台

300人

●

ピ

2-2配 送 シ ス テ ムの 概要

(1)運 用 実 態

当 社 の配 給 の オ ン ライ ンシス テ ムは,前 記 の如 く多 数販 売 店 に対 して 適

正 な数 量 の 新 聞,雑 誌 を輸 送 す る こ とに あ るが,我 国 の 新 聞 の販 売方 法 と

異 な り,店 頭 販売 をそ の 主体 と して い るか ら,新 聞 の販 売店 別 数 量 の変 動

が はげ しい し,ま た販 売 店 もあ らゆ る出版 物 の サ ー ビス を増 や した り,減

ら した り,新 しい タ イ トル の 出版 物 を追 加す る等 の要 求 が 非常 に大 きい。

した が っ て,適 正 な量 の 新 聞,雑 誌 を各 販 売店 に配 送 す るた め に は 日 々

の 店 舗 別,ま たは 地 域別 変 動 デ ー タの把 握 は重 大 な 要 件 で あ る。 当社 は,
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フ ランス 国内 に図1の よ うな 通 信 回線網 を設 置 して 日々の 配 送 数 量 の デ ー

タを収 集 して 販 売店 別 配 送 量 の把 握 につ とめ,合 理 的配 送 シス テ ムの 確立

をそ の 目標 と して い る。

詳 細 に つ いて は 別添 資 料(NMPPの 例 一 配 給 は利 用 さ れ た リアル ・タ

イ ムー 現代 の 情報)を 参 照 さ れ た いが 概 略 は下 記 の とお りで あ る。

新規,訂 正 デ ー タ(販 売店,新 聞社,出 版 社の 要求 に よる もの)は ただ

ちにIBM2260型 タ ー ミナル機 器(69台)等 か らイ ン プ ッ トされ,フ

ァイル の記 録 内容 と照 合 の うえ,新 しい配 送 量 の 計算 を行 ない,同 日 もし

くは翌 日に予定 され る配 給 サ ー ビス のた め の ドキ ュ メン ト(配 送 セ ン タ ー

用 資料 等)が 作 成 され る。(な お,販 売店 の サ ー ビス量 のIBM2260を

用 い ての 訂正 方 法 の 概 略 はつ ぎの とお りで ある。

販 売店 か ら送 付 され た訂 正 要 求 用紙記 入項 目変 更 の雑 誌 ま たほ 新 聞 名お

よび コ ー ド,旧 数 量,訂 正数 量 の キ ーをた た く。 これ は 即 時 に ス ク リー ン

に 映 し出さ れ,電 算 機 は 旧 サ ー ビス をチ ェ ックす るため に新 聞 ま た は雑 誌

名 を文 字 で示 す 。 そ れ か らオ ペ レ ータ ーは訂 正数 量 を打 込 む と販 売店 へ の

新数 量 等 が ス ク リーン上 に しめ され,フ ァイ ルは 修 正 され る。)

ま た,地 方代 理 店 に もIBM1050型 端 末 機(タ イ プ ラ イ タ ー,テ ープ

リーダ)が 接 続 され そ リア ル ・タ イ ム処 理 が 行 な われ て い る。

(2)設 置 コ ン ビュー一・・タ組 織

IBM360-652台 が設 置 され てkり,う ち1台 は リアル タ イ ム用 で

あ り,も う1台 は 故 障 時 の バ ック ア ップ用 で あ る と共 に通 常 は あ らゆ るバ

ッジ プ ロセ シン グ(統 計,送 り状 作成 等)関 係 に使用 され て い る。

構 成 は 図2の とお りで ある。

(3)開 発 人員,期 間 お よび現 在 人 員

本 シス テ ム作 成 に投 入 され た ソ フ トウェ ア要 員 は60数 人 で,64年 か

ら68年 の5年 間 の延 工 数 は 約43,000人 目で あ る。 なお,一 部 分IBM

シス テ ムエ ン ジニ ア7～8人 が 当該 シス テ ム開発 に従 事 した 。

一121一



1970年 現 在 本 シ ス テ ム の 運 用,改 良 な ら び に 計 画 中 の プ ロ ジ ェ ク トに

従 事 す る シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ラ マ,オ ペ レ ー タ ー は 次 の と お りで

あ る 。

Lシ ス テ ム エ ン ジ ニ ア お よ び プ ロ グ ラ マ 約60名

2・ オ ペ レ ー タ ー 約90名(う ち 女 性50名)

喝

5今 後 の 計 画

当社 の 現在 計 画 中の 業務 を端末 機 の増 設 と関連 して記 す る とつ ぎの とお り

であ る。

1970年 末 ～1971年 には 本社 に あ る20のIBM2260型 端 末機 とパ リ

地 区支 店 に あ る1050型 で仕 入 管理 の 一部 で あ る再 仕 入(販 売 中の 出版 物 に

対 す る 緊急 仕 入)業 務 の リア ル タ イム処 理 を行 な うこ と,ま た新 聞 社,出 版

社 の 主 な所 に約20台 のIBM2740型(タ イプ ライ タ ー)を 設 置U,中 央

のデ ー タ フ ァイル を 利 用 出来 る よ うにす る。 ま た,IBM2740型 端末 機 を

卸 し倉庫 に設 置 し,在 庫 管理 に利 用す る こ と を計 画 中 で あ る。

1972年 には 会 計 処理,特 に取 引 上の 清 算業 務 を配 送 関 係 よ り出て くる情

報 を基 に して行 な う予 定 で あ る との こ とで あ る。

ピ
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図1 地 方 代 理 店 と の テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 網
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図2

中 央 シ ス テ ム の構 成
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NMPPの 例

現 代 の 情 報(i・f。 ・matiqueauprese。t)

配 給 に 適 用 さ れ た

リ ア ル ・ タ イ ム

〉

◆

Nouvelle'sMessagariesdelaPresseParisienne(NMPP,

パ リ印刷 物 配 給 新社)は この分 野 では 唯一 の企 業 で あ る。 事 実,フ ラ ンス は,

フ ランス の新 聞,出 版 物,輸 入 印刷 物 の殆 ん ど総 て を,同 一 の 中央 組 織 で配

給 す る ことが 可能 な 唯一 の国 であ る。

NMPPは,出 版 社 に代 って彼 らの 出版 物 を配 給 し,か つそ の代 金 を回収

す る会 社 で ある。 出版 社 とNMPPと の間 の絶 え ざる対 話(ダ イア ロー グ)

は生 産 を需 要 に ミー トさせ る こ とを可能 とす る。 朝刊 は 夕刊 の 第1版 が 出来

た 時 に 役 に 立 た な くな る し,夕 刊 の第1版 も第2版 が 出た ときに は用 済 み

とな る。この ように,ア ク チ ュア リテ ィは待 って は くれな い の で ある。 全 フ ラ

ンス におい て,各 出版 物 が適 切 な時 期 と量 を もって 出荷 さ れ るた め に は,巨

大 な組織 が 必 要 で あ る。1968年11月 以 来,同 社は リア ル ・タイ ム の コ ン

ピュ ー タ ・シス テ ム を導 入 した。 この シス テ ムの実 現 は ,す で にそ れ まで採

用 されて い た構 造(ス トラク チ ャー)の 存 在 に よって大 幅 に助 け られ た。 即

ち,1925年 以 来,NMPPは 事 務 管理 用 に パ ンチ ・カ ー ド ・マ シ ン を用い

て きた(最 初 は統 計 用 で あ った)。 即 ち,各 出版 物 名(タ イ トル)に 対 す る

各顧 客 のサ ー ビス(注1)は,こ れ を 用い て登 録 され,か つ発 送 さ れ て いた。

1961年 以 降 は,企 業 規 模の 拡大 に よって デ ー タ の 一 層 急速 な処 理 が 必

要 とな った の で,第2次 世代(secondgeneration)の コ ノ ピ ュ一 夕の 導

入 が 必要 にな っ た。 同様 な理 由か ら,1968年 に は512Kの360/65が2

基設 置 され,リ ア ル ・タ イムが導 入 さ れ た。 これ らは デ ィス ク2314を5ユ

ニ ッ ト(合 計 で1250百 万 キ ャ ラク タ ー)磁 気 テ ープを15ユ ニ ッ ト合 計 で

持つ もの で あ る。 現 在 で は,パ ン チ ・カー ドは事 実上 もは や存 在 して お らず,
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視 覚 ス ク リ ー ン(e'crandevisualisation)を 持 つ 百 余 基 の 端 末 機(タ

ー ミ ナ ル)が 有 効 に そ れ に 代 替 し て い る
。

注(1)術 語(テ ク ニ カル ・タ ーム)は 後掲 の便 覧 参 照

¶

傘NMPPに 関 す る若干 の デ ー タ

o出 版 物 タ イ トル2,000

。新 聞 は,地 方 紙,海 外 紙 を 含 め て300タ イ トル

o販 売 箇 所50,000,う ち13,000は 直 接 に 出 版 物(publications)を,

25,000は 新 聞 を サ ー ビ ス す る 。

。1日 平 均 の 発 送 さ れ る 部 数 は900万 部1,800ト ン,最 高 は1日3,000ト ン。

o最 高 販 売 高 は 月 間200百 万 新 フ ラ ン

03つ の 発 送 セ ン タ ー

o特 別 に チ ャ ー タ ー す る 飛 行 機2機

o特 別 列 車4本

o毎 日,輸 送 列 車 に 接 続 さ れ る 貨 車150台

o大 型 な ら び に 小 型 ト ラ ッ ク400台

。オ ー トバ イ な ら び に 自 転 車 乗 り300人
◆

時 計 との競 争

o時:人 々は 印 刷工 場 の 中 で,ト ラ ック に大 急 ぎで朝刊 を積 み 込 む。 そ れ

らは,遅 くと も0時42分 まで には,NMPPの4本 の特 別列 車 の うちの1

本 に引 渡 さなけ れ ば な らない の だ。 列 車 は時 速140㎞ で 目的 地 にそ れ らを

運 ん で行 く。 仕 事 に 出か け る ボル ドーの 人 々が パ リの 朝 刊 を買 うの は7時 な

のだ。 列車 の 中 では 男 た ちが 急 い で ケース を満 たす 。 到 着 した 時 に は,販 売

店 の 包 み は 出来 上 っ てい るだ ろ う。 残 され てい る の は それ らの 包 み を販 売 店
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o

に引 渡 す ことで ある。 仕 事 の能 率 を上 げ るた め,NMPPは20の 地 方支 店

を持 って お り,こ れ らがNMPPが パ リで果 して い るの と同 じ役 割 を果 して

い る。

パ リで は,朝 刊 や 「出版物 」は夜 に郊 外,近 くの地 方(プ ロバ ンス),あ

るい は主 都 付属 地 区(合 計68)に 向け て 出発 す る。 ま た 区部(カ ル チエ)

向け の もの も こ こで調 達 され る。

朝 が す ぎ る と,夕 刊 の 第1刊 が 発行 さ れ る。 自動 車,オ ー トバ イ,自 転 車

に乗 った 人 々が 印刷 工 場 やNMPPの 各 セ ン タ ーの 中で新 聞 を引取 り,パ リ

の街 や 近 郊へ 急 い で 出発 す る。 彼 らはそ れ を各 販 売 店 へ配 給 しに 行 くの で あ

る。 同時 に,急 行 列 車 が地 方 へ 向け て 出発 す る。

パ リの2つ の大 作 業 場(ア トリエ)のCharolaisとVilletteは,出

版 物 を前 者 は 南 東部 地 方 と南西 部地 方 へ,後 者 は北 部 地 方へ 発 送す る。 こ こ

では長 さ250メ ー トルの ホ ールの なか で 「荷 ま とめ 」の責 任 者 で あ る 「仕

分け 係 」が 新 聞 をケ ース に入 れ,そ れは 出 口の 貨車 の 中へ 直接 積 込 まれ る

(Charolaisは リヨ ン駅 に,VilletteはParisPajolの 付 属地 区 に

あ る)。

一 日中 ,こ れ らのす べ ての動 きが交 叉 し,相 互 に連 絡 し,繰 返 え され る。

良 くコン トロール さ れた メカ ニ ックが 必 要 な指示 をタ イ ミング よ く与 え る。

リアル ・タイ ム の効 果

顧 客 の 需 要 は 固定 した もの で はな い。 新 聞,出 版 物 は常 に新 しい読者 を持

つ。 サ ー ビス の 訂正,修 正 は絶 え ずRe'aumur街 のNMPPに 到着 す る。 現

在の シス テ ムはそ れ らを直 ちに登 録す る こ とを可 能 とす るが,一 方,以 前 の

システ ム は,テ ープ に よる シー ク エ ンシ ヤル処 理 で あっ た ため24時 間 の 時

間 を要 した。 即 ち,〈 サ ー ビス〉 インデ ック スは700万 の ドキ ュ メ ン トを

登録 して い る。

リア ル ・タ イ ムに よる シス テ ムに基 い て行 われ る全 体 の活動(ア クティビティ)
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は 次 の如 く分解 す る こ とが 出来 る。

一 出版 社 も し くは そ の 指定 倉庫 に おけ る出版 物 の引取 り。 一般 に,引 取 ら

れ る出版 物 の数 量 はNMPPが 出版 社 に要求 した 印刷 部数 に相 当 し,こ の 部

数そ の もの が販 売店 の要 求 部数 を反 映 して い る。

一 出版 物 の配 給。 す べ て の セ ン タ ーな らび にそ れ らセ ンタ ー内の 各 ブ ラン

チ に対 す る振 分 け は,コ ン ピュ ー タ内部(serviceinfornatigue)に ょ

っ て行 わ れ る。

一 合 計業 務 。 各 発送 毎 に送 り状 が つけ られ るが,こ れ は販 売 店 が も しのぞ

む な らば 引渡 しを確認 す る こ とが 出来 る よ うにで あ る。 毎 日の 送 り状 金 額 を

含 む とこ ろの 月間 明 細書 は 第 二 次 の確 認 を可 能 とす る。 最後 に,月 間決 算 は,

単 に供 給 さ れ た 出版 物 を考 慮 す るだ け で はな く,返 却 され た もの もま た考 慮

す る。 即 ち,売 れ なか っ た もの で,そ れ らは販 売 店の 支 払 うべ き金 額 か ら控

除 され る こ とに な る。

これ と並 行 して,出 版社 は販 売 さ れ た商 品 につ い て ク レ ジ ッ トを与 え られ

る。

こ う した回路(サ ーキ ッ ト)へ の 参 加(イ ンタ ーベ ンジ ョン)は 次 の 者か

ら来 る。

一 販 売店:彼 らは ,あ る題 名(タ イ トル)の 出版 物の サ ー ビス を増 や した

り減 ら した り,新 しい タ イ トルの もの を受 け とっ た り,旧 い もの を取 消 した

り した い との ぞ む。

一 出版 社:彼 らは ,例 え ば,実 情 か らみ て 当該 ナ ンバ ーの 出版 物 を増 やす

必 要 が あ る(数 パ ーセ ン トの追 加 的 読者 が 見込 め る)と 判 断 した場 合 には彼

らの 印刷 部数 を修 正 す る こ とが 出来 る。 彼 らは ま た,別 の 状 況 に おい て は,

例 え ば あ る一定 市場 をテ ス トす る た め,出 版 物 の 「見計 らい送 り付 け 」

(office)を 行 うこ ともで きる。

訂 正 は著 し く多数 に上 り,し ば しば驚 く・ミき数 に上 る。

例 え ば,バ カ ンス 期 には.パ リは2,400の 販 売地 点(ポ ス ト)の うち1,200
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地 点 を失 う。8月3日 に あ る販 売店 に対 して サ ー ビス を行 うべ きか否 を,そ

して どの程 度 の数 量 を発 送 す べ きか を,を 知 るには ど う した ら よい か?

以 前 には,発 送 を取 止 め た?〈 季節 の町〉(バ カンス ・タ ウ ン:ville

desaison)の 臨 時需 要 を満 たす た めそ の 出版 物 を あて るの が 常通 で,そ

の結 果,再 使 用 に伴 う不 必要 な荷扱 いや 時期 の遅 れが 避 け られ な か っ た。 こ

う した こと一 切 は,発 送 レベ ルで,つ ま りは荷 ま とめ係 だ け の手 で扱 われ て

い た。

今 日では,顧 客 ・イ ンデ ックス の な かの スペ シ ャル ・コ ー ドが,コ ン ピュ

ータ に対 して(従 って 発 送 に対 して)ど ん な販 売店 で あれ 彼 が バ カ ンス に出

発 す る 日の前 日 にく閉 鎖 〉 を指 令 す る。

国鉄(SNCF)ス トが 始 っ た ら?駅 の 売店 を示 す 他 の コ ー ドが,そ こへ

の あ らゆ る配 給 を取 止 め る こ とを可 能 とす る。 しか し同 時 に,パ リの各 々の

城 門(portes)に 位 置 す る地 下鉄 駅 の売店 へ の サ ー ビス は,そ の 日,郊 外

バ ス を利 用す る乗 客 の需 要 を満 たす た め に増 加 され る。

われ わ れ がす ぐ思 い つ くと ころの バ カンス期 の配 給 もま た,<か らっぼ に

な る町 〉,〈 人 口が 一 定 の町 〉,〈 冬の 町〉,〈 夏 の 町 〉 とい っ た コ ー ドに

よって 行 われ る。 休暇 期 に は,こ う した カテ ゴ リーに属 す る販 売店 へ の配 給

は場 合 に よって増 加 した り減 少 した りす る。 そ れ故 に,ウ イ ン タ ー ・ス ポ ー

ソに 出かけ る パ リジ ャン は,出 かけ た先 で彼 が い つ も読 ん で い る新 聞 を入手

す る こ とが 出来 るの で あ る。

同様 な現 象 は,ス ポ ー ツ ・チ ームを持 っ てい る町 に も適用 され る。 「フ ッ

ト・ボ ール 」「ジ ュ ー ・ア ・ トレ ーズ 」「ラ グ ビー ・ア ・カ ンズ 」な どは,

試 合 の 時 は一定 の新 聞 に一 層 多 くの 読者 が集 中す る行事 で あ る。 従 って,こ

の場 合 に もスペ シ ャル ・コ ー ドが カ ー ド ・インデ ック ス に用 意 され てい る。

いず れ の場 合 にせ よ,シ ス テ マ チ ック に,か つ その 日か ら翌 日へ と,顧

客 カ ー ド・インデ ック ス に基 い て要 求 され,か つ もた らされ て きた訂 正 は,

そ れ が仮 りに ギ リギ リに 到着 した もの で あって も,配 給 レベ ル で有 効 な もの
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とな る必 要 が あ る。 例 え ば,ベ ルギ ーカ・らく今 日の 女 性 〉 誌(Femmes

d'aujourd'hui)を 運 ん で くる トラック が雪 の ため運 行 不能 となっ た こと

をギ リギ リの 時 刻 に知 った場 合,こ の雑 誌 の配 給 は 即 刻再 度 レ ビュ ーされ る。

即 ち,コ ン ピュ ー タは,入 手 し得 る部数 が 限 定 され て い るそ れ ら出版 物 の新

しい配 給 を行 うの に必 要 な計 算 を行 い,発 送 の た め の 新 しい ドキ ュ メン トを

適 切 な時 刻 に打 出す の で あ る。
、

=1ン ピ ュ一 夕部 門 の仕 事

われ わ れ は こ こで,2台 の360/65の うちの1台 を用 いた場 合 の リア ル ・

タ イムに よる各 種 の オペ レ ー シ ョンのみ に限 っ て みて 行 く ことにす る。 も う

1台 は,故 障 した 場 合 の交 替 機 で あ る と同 時 に,通 常 時 には,あ らゆ るバ ッ

ジ ・プ ロセ ッシ ン グ(統 計 や送 り状作 成)関 係の 仕 事 を行 う。

2種 類 の イ ンデ ッ クス がテ ー プに ス トック され て い る。

一ー サ ー ビス ・イ ンデ ックス:こ れ は700万 の ドキ ュ メ ン トを含有 して い

るが,1970年 末 に は これ が750万 にな る予 定。 この時 には20の 地 方代

理店 が リアル ・タイ ム ・シス テ ムを採 用 す る こ とにな る予 定 で あ る。 この イ

ンデ ック ス は,全 部 の 出版 物 の題 名(タ イ トル)を コ ー ドな らび に文字 で集

合 した もの で あ る。 各 タ イ トルの 内部 に は顧 客 が定 め られ た彼 の番 号(5桁)

に よって 分類 され て い る。

一 サ ー ビス ・イ ン デ ック ス:こ れ は各 顧 客 に つ い ての あ らゆ る情 報(名 前
,

住所),特 に新 聞 や 出版 物 の 流通 方法 を含有 して い る。

イ ンデ ックス へ の アク セ ス は,タ ー ミナル2260を 用 いて リア ル ・タ イム

で行 わ れ る。 コ ン ピュ ー タは マ ル チ ・プ ログ ラ ミングで 作 動 し,回 答 に要 す

.る 時 間 は最 大2分 で あ る。.

イ ンデ ックス との 照合 を行 うこ とに並 行 して,同 じ 日 も し くは 翌 日に予定

され る配 給 準 備 が行 わ れ る。 即 ち,発 送 サ ー ビスの ため の ドキ ュ メ ン ト(書

類)が 作 成 さ れ な け れ ば な らない。 これ は,作 業 場(ア ト リエ)間 の振 分 け,
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な らび に作 業 場 におけ る部屋(ホ ール)と 「仕 分 け係 」の 間 の振 分 け を迅速

に行 うた めで あ る。 新 聞類 は 当 然の こ とだが 優 先 して処理 され,出 版 物 は そ

の次 とな るが,い ず れ にせ よそ れ らは 「ロ ッ ト 」で処 理 さ れ る。 他 方,次 の

点 につ い て点検 が行 われ る:

・そ の 定 期性 に基 い てやが て 出版 され る出版 物 の題 名(タ イ トル) 。 この 作

業 は,出 版 社 に とって 出版 部数 を決定 す る こ とを可 能 とさせ る。

・送 り状 作成 の た め に,実 際 に配 給 の行 わ れ た 出版 物 の題 名 。

150種 の一 般 的 ム ーブ メン トが 可 能 で あ る。 即 ち,顧 客 毎 の タイ トル

ー顧 客 明細 ,タ イ トル とそ の 出版 社 とのつ き合 わせ,見 計 らい送 り付 け 本

(オ フ ィス)等 。

わ れ わ れは,次 の主 要 な点 につい て 一 層詳 細 にみ てい くこ と と したい。 即

ち,サ ー ビスの 訂 正,オ フ ィス(見 計 らい送 り付 け),ケ ースへ の 振分 けに

つ いて 。

◆

サ ー ビ ス の 訂 正(Modificationdeservice)

こ の タ イ プ の ム ー ブ メ ン トは 極 め て 単 純 で あ る が,訂 正 の 件 数 は 著 し く 多

い の で,約60台 の 端 末 機(タ ー ミ ナ ル)2260が 必 要 で あ る 。 あ ら か じ め

印 刷 さ れ た 訂 正 要 求 用 紙 に,販 売 店 が そ の 必 要 に 応 じて 記 入 す る 。 例 え ば,

こ の 販 売 店 主 は 現 在 く パ リ ・ マ ッ チ 》 誌 を1,650部 受 取 っ て い る が ,こ れ を

1,700部 に した い 場 合,彼 は 次 の 項 目 を 含 む 通 知 書 を送 付 し て く る:タ イ ト

ル ・ コ ー ド,タ イ ト ル 名,旧 サ ー ビ ス(1 ,650部),新 サ ー ビ ス(1,700部)。

オ ペ レ ー タ ー は こ れ ら 通 知 書 を1日 に 何 回 も 受 取 る が,至 急 の 場 合 は 電 話

も し く は テ レ ッ ク ス が 用 い ら れ る 。

オ ペ レ ー タ ー は,実 行 す べ き ム ー ブ メ ン トの コ ー ド,タ イ トル ・ コ ー ド,

顧 客 コ ー ドの キ ー を た た く。 こ れ らの デ ー タ は 即 時 に ス ク リ ー ン に 映 し 出 さ

れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ は,旧 サ ー ビ ス(こ こ で は く パ リ ・マ ッ チ 》1,650部)

を 検 証(verification)す る た め に タ イ トル 名 を 示 す(文 字 で)。 そ れ か
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ら,オ ペ レ ー タ ー は 希 望 す る 訂 正 を 打 込 む 。 す る と,販 売 店 へ の 新 し い サ ー

ビ ス が ス ク リ ー ン 上 に 示 さ れ る こ と に な る 。 か くて,イ ン デ ッ ク ス(fichier)

は 一 瞬 に 修 正 さ れ た の で あ る 。

こ う し た プ ロ セ ス は,あ ら ゆ る 特 殊 ム ー ブ メ ン ト,即 ち,一 定 の あ る 顧 客

(も し く は あ る タ イ ト ル)に 関 す る ム ー ブ メ ン トに 適 用 さ れ る 。 こ の 特 殊 ム

ー ブ メ ン トは 一 般 的 ム ー ブ メ ン ト と対 置 さ れ る も の で
,一 般 的 ム ー ブ メ ン ト

と は,ひ と つ も し くは 多 数 の カ テ ゴ リ ー の 顧 客 に か か わ る も の で あ り,こ の

場 合 は タ ー ミ ナ ル(端 末 機)で の ム ー ブ メ ン トの 指 令(introduction)は,

コ ン ピ ュ ー タ を 作 動 さ せ る こ と は 出 来 な い 。

、

オ フ ィス

この ム ーブ メ ン トは,あ らゆる一 般的 ム ー ブ メ ン トと同様,2段 階 で処 理

さ れ る。

① オペ レ ー タ ーは,端 末 機2260で ム ー ブ メ ン トに指 令 し,そ れ を検 証 し,

時 には そ れ を訂 正す る。 正 しい ム ー ブ メ ン トは,そ の 指 令(introduction)

の順 にス トックさ れ る。

② ム ー ブ メ ン トは,採 用 され た 優先 順 位 に従 って,イ ンデ ックス の照 合 と

と もに実 施 され る。 例 えば,〈 エル 〉誌 につ い て+40%の オ フ ィス の要

求 が あっ た とす る(た また ま この バ ック ・ナ ンバ ー)は 冬 の フ ァ ッ シ ョン

を特集 して い る)。 オ ペ レー タは,ム ー ブメ ン トの コ ー ドをた た く。 コン

ピュ ータが 必 要 な情 報,即 ち ロッ ト・ナ ンバ ー(処 理 の優 先 順位 を決 定 す

る ため の もの),タ イ トルの コ ー ド(codification)を 提 供す る こ とを

可 能 とす る枠 組 み(cadre)を ス ク リー ン上 に映 し出す 。 新 しい枠 組 み が,

タ イ トル 名(文 字)と 必 要 な 訂正 の た め に指 令 すべ き コ ー ドを示 して ス ク

リー ン上 に映 し出 され る。 一 度 指令 す る と,そ の度 毎 に,こ の ム ーブ メン

トは 端末 機 に付 属 した プ リン タ ーで プ リン ♪され る。 これ は オペ レ ー タ ー

が,そ れ が よ く受 入 れ られ,そ して ス トック され,さ らに実 行 さ れ た か ど
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うか を検 証す る こ とが 出来 る ようにで あ る。

同様 な 方 法で,ま た既 に他 の タ イ トルの 出版 物 を受取 っ て い る顧 客 に;新

しい タ イ トルの 出版 物 を サ ー ビス した り,配 給 に関す る統 計 を求 め た り,特

別 号(nurne'rosspe'ciaux)を 挿 入 した りす る こ とが で き る。

点 検

点検(re'Capituration)と は,各 タ イ トルにつ い て,あ らゆ る行 うべ き

サ ー ビス を点検 す る こ とで あ る。 そ れは 定期 的 に行 われ る。 訂 正 は この 点検

の 後 で行 われ るた め(publicationsに つ い て は配給 の 数 日前 に点検 が 行わ

れ る),〈 マ ガ ジン 〉,即 ち1パ ー セ ン トの追 加 部数 が 出版 社 に注文 され る。

即 ち,こ れが,客 か ら注 文 が あっ た場 合,新 しい需 要 を カバ ーす るの で あ る。

しか し,こ の程 度 の 備蓄 で は不 十 分 な こ とが あ る。 この,い わ ゆ るく マ ガジ

ン〉 と呼 ば れ る備 蓄 の能 力 を需要 が上 回わ る場 合 が生 じる と,コ ン ピュ ー タ

が 自動 的 に 中間 点検 を行 い,こ れ に よつて,時 間 が 間 に合 え ば 出版 社 に もっ

と多 くの部 数 を注文 す る。 そ う しな い と,次 に くる訂 正 の要 求 は,可 能 性の

限 界 に お いて しか満 た され ない こ とにな る。

ケ ー ス 入 れ の 作 業

販 売 部 門(servicescommerciaux)は,出 版 物 の 出 来 上 り と パ ッ キ ン

グ(case入 れ)の 時 刻 を 出 来 る だ け 早 く コ ン ピ ュ ー タ 部 門(services

informatiques)へ 知 らせ る 。 こ の 場 合 に 問 題 と な る の は,そ の タ イ トル ,

コ ー ド,バ ッ ク ・ ナ ン バ ー ,包 み 毎 の 部 数,サ ー ビ ス す べ き 地 域 な ど を 含 有

す る と こ ろ の 形 式(formulaires)で あ る 。 こ れ ら の ム ー ブ メ ン トは,端

末 機2260で オ ペ レ ー タ ー が 打 込 み,予 備 イ ン デ ッ ク ス に ス ト ッ ク さ れ る 。

H時 刻 に,コ ン ピ ュ ー タ は 発 送 に 必 要 な あ ら ゆ る ドキ ュ メ ン トを1,100

1ine/飴 の ス ピ ー ドで プ リ ン タ ー に 打 出 す 。 即 ち,

。 セ ン タ ー の 受 取 り係 に 宛 て ら れ た 通 知 書 は 彼 ら が 受 取 る と こ ろ の も の が
,
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どん な タ イ トルの もの何 部(包 み がX個)で,ど の 部屋(ホ ール)に 何 部

(Y)ず つ分 配 す べ きか を指 示 して い る。

。各 部 屋 では,デ ィス ト リビュ ータ ーが,仕 分け 係 に各 タ イ トル につ い て何

部分 配 す べ きか を 指示 す る通 知 書 を受 取 る。

。仕 分 け 係 は,各 ケ ース に入 れ る部数 を指 示 した(即 ち各顧 客 へ 配 給 すべ き

部数)通 知 書 を受 取 る。

続け られ る絶 え ざ る改善

以 上 み て きた こ とか ら,わ れ わ れ は,リ ア ル ・タ イ ムの利 用 が どれほ ど作

業 とサ ー ビスの 時 間 節減 に貢 献 す るか を理 解 し得 るで あろ う。 事 実,人 間 と

コ ン ピュ ー タ との コ ミュニ ケ ー シ ョン,即 ち,用 い られ る手 続 きの 簡略 性 と

ス ク リー ンの使 用 か ら くる コ ミュニ ケ ー シ ョン(こ れ は オ ペ レー タの 仕 事 を

導 き,か つて は 不 可能 で あった い くつか の ム ーブ メン トを実 行 す る こ とを可

能 とす る)の み な らず,さ らに また,処 理 の同 一性,そ の確 実 性,そ の迅速

性 な どは,企 業 経 営が うま く行 くた めの 切札 で あ る。

現 在行 われ て い る改善 は,地 方代 理 店 につ い て漸 進的 に リア ル ・タイ ム処

理 を と り入 れ て い くこ とで あ る。 ル ーア ン,ル ・ア ー ブル,カ ー ン,ソ ール,

ナ ン ト,リ ール,ラ ンス,レ ン ヌな どは,現 在,賃 貸 ラ イン に よっ てパ リと

結 ば れ,端 末機1050(タ イ プ ライタ ー+テ ープ ・リーダ ー)と コ ン ピュー

タが接 続 して い る。1970年 末 に はすべ ての 地 方代 理 店 が こ うな る筈 で あ

る。

へ

μ

筆 者MartineLEVENTER
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寧 用 語 便 覧

Paper(出 版 物):出 版 さ れ る もの総 て

Service(サ ー ビス):顧 客 に引 渡 され るべ き各 出版 物 の 部数

Publications(出 版 物):新 聞(日 刊)以 外 の もの

Compteur(仕 分 け 係):目 の前 に置 かれ た ケース の 中に各 種 タ イ トル(題

名)を 仕 分け る係 で,各 々の ケ ースが1人 の 顧 客 を代 表 して

い る。 また　 souche"は い くつ かの ケ ース の グル ープ で,

仕 分け 係 は,同 じsoucheを,即 ち同 じ顧 客 た ち を担 当 し

て い る。

Mettreencase(ケ ース入 れ 作業):こ れ は仕 分 け係 に対 して指 令 され た

書 類 に基 いて,顧 客 ケ ース に タ イ トル を分配 して入 れ る こと。

Distributeur(デ ィス ト リビュ ータ ー):彼 は,何 人 か の仕 分 け 係 の 長

で あ る。

Titre(タ イ トル):出 版 に際 して,出 版 物,新 聞,版(エ デ ィ シ ョン)

に対 して与 え られ た 名前(例 えば く フラ ンス ・ソワ ール 〉 と

かく パ リ ・リベ レ〉)

Office(見 計 らい送 り付 け本):あ る種 の販 売店 へ 引渡 さ るべ き 出版 物 の

数 量 が 変更 され た 場合,出 版 社 に よって これ を行 う。

Lot(ロ ッ ト):一 部 の 発送 は 他 よ り も至 急 行 わ れ るが,そ の コ ン ピュ ー タ

ーに よる処 理 は ,他 の 作 業 とは 異 な る優 先 順位 を確 保 す るた

め に,ロ ッ トで 行 われ る。
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顧 客 イ ン デ ッ ク ス:"顧 客 の 性 質"コ ー ドの 例 、

顧 客 コ ー ド 会 計 コ ー ド オ フ ィ ス ・ コ ー ド 支 店 数

技 顧 顧 技 会 会 送 会 (ア デ性 季 人 フ ラ 副 そ そ 価

術

コ

ー

客

客

ナ

ン

ノく

術

コ

1

計

の

性

計

ナ

ン

ノく

金

社

コ

.

|

受ク

入セ

れプ

イ質

ビ
並ジ

ョび

ツ

ト

・

ボ

1

グ

ピ

次

的

性

の

他

の

他

格

コ

|

町 地方

配

達
ド 名 1 ド 質 | 名 ド

)ト
ンに 節 口 ノレ 1 質 A B ド ABC DE者

本 屋

地 下 ・鉄 本 屋

パ リ 駅 本 屋

ホテル ・病院の本屋

六角星チェーン本屋

τ

:1

丁
0

1

2

3

5

6

ー

正 常

地 下 鉄 駅

地 下 鉄 の 上

地下鉄入口,終 着駅

そ の 他

郊 外 の 害

し

顧 客 イ ン デ ッ ク ス:"季 節 の 町/ラ グ ビ ー"コ ー ドの 例

顧 客 コ ー ド 会 計 コ ー ド オ フ ィ ス ・ コ ー ド 支 店 数

技 顧 顧 技 会 会 送 会 (ア デ性 季 人 フ ラ 副 そ そ 価

術 客

ナ
術 計 計

ナ
社 受ク イ質

ビ

ツ

ト グ
次

の の
格

町 地方

コ 客 コ の 金 コ 入セ 並 ・ 的 コ

1

ン

ノく 1 性
ン

ノこ 1 れプ
ジ

ョび
ボ

|

ビ
性

他 他
|

配

達
ド 名 | ド 質 1 名 ド

)ト
ンに 節 口 ル | 質 A B ド ABC DE者

ヲP挿.入 コ ー ド

夏 の 町

冬 の 町

夏 と 冬 の 町

空 っ ぽ に な る 町

人 ロ ー 定 な 町

丁
0

1

2

3

4

8

丁

:}・グー

才
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顧 客 イ ン デ ッ ク ス:"顧 客 ドキ ュ メ ン ト"の 一 般 的 構 造

固 定 パ リ テ ー 変 動 ・ ・ テ ー 、

数 字 コ ー ド 第 一 次 作 成 第2次 作 成 第3次 作 成

出版物
(非日刊)
区分け

1

出版物
(非日刊)
区分け

2

日刊紙
区分け

1

日刊紙
区分け

2

日刊紙
区分け

n

顧 客 イ ンデ ソ ク ス:一 般 的 な数 字 コ ー ド

顧 客 コ ー ド 会 計 コ ー ド オ フ ィ ス ・ コ ー ド 支 店 数

技 顧 顧 技 会 会 送 会 (ア デ性 季 人 フ ラ 副 そ そ 価
術
コ

ー

客

客

;
ノく

術
コ

1

計

の

性

計

;
'

ノく

金

社
コ

1

受ク

入 セ

れ ブ

イ質

『並
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ζ

よ
|

グ

ビ

次

的
性

の

他

の

他

格
コ

i

町 地方

配

達
ド 名 1 ド 質 | 二名 ド

)ト ンに 節 口 ル 1 質 A B ド ABC DE者

出 版 物 コ ー ド 新 聞 コ ー ド

代 セ 設 .取 送 還 閉 再 送 送 閉 再
理 ン

誓 ・
ll

立

月

消

月

り
状

〒

り

状

の

鎖

月

開 ・

月

り
状

〒

り

状

の

鎖

月

開

月

ド並 日 日 ド 数 日 日 ド 数 日 日

ド キ ュ メ ン ト顧 客 イ ン デ ッ ク ス:区 分 け の サ ブ

区 分 け'コ ー ド 点 検 コ ー ド

く出 発 発 発 配 部 区 力 ト

は版

新物

送

;
送

条

送

元

給
優
先

ウ

分 ン

ン

数
コ

も !ぐ タ 順 タ 1
聞 し | 件 1 位 屋 け1 ド

i .

(出 版物)

6202

(センター名)

614.25

ケ ー ス

(新 聞)

40

自 宅

15

郊 外

0514 11

フランス ・ソワ 第1次
一ル 印刷 所

12608
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出版物
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"新 聞"サ ー ビ ス ・ イ ン デ ッ ク ス:顧 客 ド キ
ュ メ ン ト

顧 客 毎 に 第1次 版 ド キ ュ メ ン ト
.

ア イデ ン チフ ィ 区 分 け
ケ ー ション

顕 名 コ ー ド

オ フ ィス ・コー ド 点検 コー ド 毎 日 の サ ー ビス

技 顧 顧 価 売 ア 稚 季 発 技 日最 1
術

コ

ー

客

客

;
ノぐ

格

コ

|

残

ク

セ

ブ

糎
ジ6

ヨ

送

;
ノく

術
コ

1

(顧客インデフ
クスに基 き

選択)

終

欄
正 第2次 版

ド 名 | ド り ト ン 節 [ ド の 月 火 水 木 金 日 ドキュメン ト

顧 客 毎 に
第1次 版 ド キ ュ メ ン ト },

アイデンチ

フ ィケ ー ショ ン 区 分 け オ フ ィ ス ・ コ ー ド サ ー ビ ス 1
顧 客 コ ー ド (顧 客/タ イ トル)

技 顧 顧 発 部 ケ 価 売 ア デ 性 季 版 技 現 点 ケ

術 客 送 格 ク
'イ 質

ナ 術 在 1

コ 客 ; 5 |
馳

コ 残 セ
》 ・

ン コ 進 ス

1 ノく タ | プ ヨ ノく 1 行 入 第1次 版
ド 名 | | 屋 ス ド り ト ン 節 | ド 中 検 れ

　 ドキュメハ ノ

1

'
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開 発 方 式(Expl・itati・nSystem)

全般 的 構 成

出版 物 の配 送 に於 け る リア ル.タ イ ム方式 の 応 用 には特 定 の ソ フ トウエ ア

が用 い られ る。 い くつ かの作 業 を同時 に遂 行 す る とい う目的 に於 て当初 考 え

られ た ソ フ トウエ アが,検 討 を加 え る に従 い そ の性 能 を改 善 し,か つ リア ル

.タ イ ム方 式 に よ り処理 す る確 実性 を確 保 す るた め のい くつ か の本 質 的機 能

が課 せ られ て きた。 この ソ フ トウェ アの 基本 的 要 素 はIBMが 出 した"t操 作

方 式MFT2"で あ る。 リア ノレ.タ イ ム処 理 はIBMの ソフ トウエ ア とそ の

適 用上 の必 要 条 件 との連 関 を確実 に す る制御 プ ログ ラムに依 存 して い る。 こ

の よ うに して創 られ た開 発方 式 に は2種 の 制御7k準 が あ る。

・そ の1つ はIBMの 操 作 方式 に基 づ いて 各 種 の 区分 に関係 して い る
。 原則

と して,多 重 作業(multijobing)モ ー ドで は3つ の区分 が機能 して

い るo

・314Kの 記 憶 量 を 占め る リア ル .タ イム主 要 作業 区分。

・必要 に 応 じ各 種 プ ログ ラムが 入 力 され る一特 に リア ル .タ イム方 式 で出

力さ れ た 要 素 を再 編 成 す る選 別及 び 編集 プ ログ ラムが 入 力 され る84K

の区 分。

・資料 の 印刷 に 関 す る プ ・グ ラム に使 用 す る12Kの 区 分
。

・第2の 制御 水 準 とは ,制 御 プログ ラムに基 づ きリア ノレ.タ イ ム区 分 の 各種

作 業 に 関係 してい る。 同－eた は各 種 プ ログ ラムを含 む12の 作業 ま で 同

時 に 実行 さ れ る。(た とえ ば,配 送 につ い て の3種 の変 更,1刊 行 物 の新

規 顧 客 の 設定,配 送 書 類 の準 備 作業 そ の他)。 図1に 示 す通 り,応 用 プ ロ

グ ラム は制 御 プ ログ ラム を介 して方 式(シ ス テ ム)と 連絡 して い る。

制御 プ ロ グ ラ ム

そ の構 成
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制 御 プ ログ ラムは基本 的 プ ログ ラ ムの総体 で あ り,そ の各 々が記 憶 の一定

小 区 分 を な して い る。 これ ら小 プ ロ グ ラ ムは 各 自独 立 した作業 と して非 同期

方 法 で実行 され る。 これ ら小 プ ログ ラムを分析 す る こ とは本 題 の範 囲 を超 え

る こ とに な るだ ろ うが,そ の 簡 単 な概 要 を示 す こ と も興 味のあるこ と＼思 える

の で これ を図2に 示 した 。

分配 部(distributeur=distributor)は 作 業 開 始 の役 割 を有 し,実

行 す べ き作 業 が な い場 合 に は制御 を"操 作 方 式"に 戻 す その"操 作 方 式"と

の 界 面を な してい るo

監 視 部(superviseur=supervisor)は 当 日明 け の作業 開始,当 日終

りの作業 終 了操 作 及 び場 合 に より事 件 の発 生 時 の 作業再 開操作 を実 行 す るo

同様 に,一 定 間 隔 で万一 の場 合 の 回復 に対 し制御 点 を設 け る。

入 力/出 力処 理 ブ ロ ック では 各種 の作 業 に於 て あ らわ れ る請 求 ま た は 出力

操 作一 切 が実 行 さ れ る。 こsで は特 に記 録 の グ ルー プ分 類及 び そ の解 体,O

S標 準入 出力 プ ・グ ラムに依 る カー ド分 類 索 引記 録 の呼 出 しが実 行 さ れ る。

各 部 メ ッセー ジの管 理 ブ ロ ック で は,ロ ー カ ル端 末 装置 ま たは遠 隔端 末装

置 よ りの外 部 請 求,あ る い は カー ド,磁 気 テー プ ない し磁 気 デ ィス ク に よる

古典 的 入 力 よりの外 部請 求 に関 す る操 作 が実 行 され る。

応 用作 業 開 始 ブ ロ ックは 制御 プ ログ ラム と リア ノレ.タ イ ム応 用 プ ロ グ ラム

間 の 界面 で あ って,特 に必要 プ ログ ラムが処 理 され た こ とを確認 した あ との

実 行 す べ き変 化 に応 じた作 業 を創 る役 割 を有 す る。 また 必要 に応 じ対応 小 区

分 に プ ログ ラムを入 れ る。

㌧

、

処 理 の ロ ジ ック

処 理上 の論 理(ロ ジ ック)は 非 同期 方 法 に よるそ の状 態(用 意完 了,待 期,

開 放)を 考 慮 した基 本 的 作 業 の実 行 に基 づい て い る。 この論 理 では リス トに

よる処理 の原 理 が用 い られ て い る。 制御 プ ・グ ラムの各 種 作業 に よリ リス ト

の 待期 列 に入 れ られ た 制御 ブ ロ ック でそ の作 業 を実 行す る に必要 な要 素 が見
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出され て ゆ く。 各 作 業 に は最 初 の入 力,最 初 の 出力 の規 則に したが って原 則

的 に検 索 され た リス トが割 当 て られ る。 リス トの 装荷 に 引続 い て作 業 が 開始

さ れる。 この時 よ り この作業 に よ り優 先 順位 に応 じた機 械 装 置 の 制御 が で き,

リス トの検 索 が開 始 で きる。 リス トが空 白に な る と直 ちに待 期状 態 とな る。

これ を説 明 す る た め簡 単 な例 を 示 してみ よ う。

シス テ ムの カー ド分 類 索 引 の うちの1つ につ い て採 上 げ るべ きデー タを 制

御 プ ログ ラムに請 求 して い る応 用作業 の例 を考 え て み よ う。 制御 プ ログ ラ ム

は この請求 をチ ェ ック した後 で,こ の請 求要 素 を ま とめ た 制御 ブ ロ ックを創

るo

-E/S操 作 の 対象 とな る カー ド分類 索 引

一操作 の性 格(シ ー ク エ ン シ ャルか ダ イレク トか)

一 請求 部(demandeur=onewhodemands)の 確 認

一入 力そ の他 の ゾー ン(zone)

この よ うに して創 られ た ブ ・ ックは読 取及 び書 出 し作 業 の リス トに連 結 さ

れ,作 業 が 開始 さ れ る。 この 作業 は開 発 方式 に よ り助 け られ て は じめ て実 行

が実 現 さ れ る もの で あ る。

全 般 的 構 成

ロ　 　 へ 　コ

l
t

制 御 プ ロ グ ラ ム

第

-
水

準

第

2

水

準一
応 用 プ ロ グ ラ ム
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L操 筒 式2・ リ ア ル ・ タ イ ム 区 分3・ 制1御 プ ロ グ ラ ム4・ デ ・ ス

パ ッ チ ャー(指 令 部)5 .入 出 力 処 理 ブ ロ ッ ク6.応 用 作 業 開 始

7.応 用 作 業8.待 期 特 別 分 配 部9、 読 取.書 出 し10.書 類 処 理

11.論 理 情 報12.刊 行 物 処 理13.中 断14.処 理 ロ ッ ト15.特 別 監 視

部16.外 部 メ ッ セ ー ジ17.管 理 部.エ ラ ー 処 理18.プ ロ グ ラ ム.エ ラ

ー19 .ル ー チ ー ンSVC20.応 用 作 業 作 成21.ス ク リー ン2260

GESECR22.遠 隔 端 子GESTER23.応 用 作 業 開 放24.入 力

カ ー ドGECAIN25.請 求 情 報:読 取 ・書 出 し ・ 表26.入 力 カ ー ド

GECA孤27.待 期 ・開 始28.中 断2260PRATRAT

米 熱 線 回 路 は 分 配 部 に よ る 区 分 作 業 開 始 及 びSVCル ー チ ー ン へ の 回 復 に

連 絡 し,青 線 回 路 はSVCル ー チ ー ン へ の 転 送 に 連 絡 す る 。

リ ス ト に よ る 処 理

用応

%

求請

分 配 部

ル ー チ ー ン

→SVC

－142一
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主 要 機 能

入 力 及 び 出 力 の請 求

既 に述 べ た通 り,入 力 及 び 出 力の請 求 は 全 て 制御 プロ グ ラ ムを介 して実 行

さ れ る。 この方法 は 以 下 の2つ の主 要 なる配慮 に基 づい てい る。

一入 出 力 の 変 化(カ ー ド分 類 索 引
,表,応 用 プ ロ グ ラム)を フ ィル ター に

か け,検 証 し,統 合 す る ことを制御 プ ロ グ ラ ムに可能 な ら しめ る ことo

一 応 用 プ ログ ラム を情 報 サ ポー トと この情 報 サ ポー トに基 づ くカー ド分類

索 引 の 構成 よク独 立せ しめ る こ と。

こ れ ら請 求 は 制 御 プ ログ ラムに補 足 情報 を与 え る各 種 の パ ラ メー タを含

むt'請 求"マ ク ロ指 令 の補 佐 に よ リプ ログ ラム で表 わ さ れ る。 た とえ ば,プ

ログ ラ ムは 単 一 の記 録(ダ イ レク ト呼 出 し) ,あ るいは連 続 して処理 され る

一 連 の記 録(最 初 の記 録 では ダ イ レク ト呼 出 しでそ れ に続 く記録 では シー ク

エ ン シ ャ ノレ呼 出 し)の 請 求 が で き る。 デー タは修 正 後 参 照 ない し復原 で き る。

第1の 仮 定 では,制 御 プ ログ ラムは この デー タを 他 の請求 部 よ り呼 出す こ と

を許 す が,第2の 仮 定 では修 正 記録 が元 に 戻 され る ま では呼 出 しを禁 ず る こ

とに なろ うo

記 録呼 出 しは標 準 方式BDAM,BSAM,BPAM,BTAMに よっ て

行 われ る。 論 理 的(・ ジ カ ル)記 録 の グ ルー プ分 類 及 びそ の解 体 は 制御 プ ロ

グ ラム の役 割 とな る。 しか し,主 要 な 固定(permanent)カ ー ド分類 索 引 の

呼 出 しは個 有 の 方 式 で行 われ る。 これ らカ ー ド分類 索 引 はあ る種 の請 求 に 対

して は シ ー ク エ ン シ ャル呼 出 しの対象 とな り,他 の請 求 に 対 して はダ イ レク

ト呼 出 し の対 象 とな り得 る ので,標 準 方 式ISAMが 初期 に於 て保 持 され て

い た。 この 方式 は 余 りに難 の 多 い こ とが 証 明 さ れ たxめ,こ れ らカー ド分 類

索引 の構 成 に更 に よ く適 合 した呼 出 し方 法 の開 発 が 必要 と なって きたo原 則

的 には,たS'ア ー ム(bras=arm)の 位 置 を変 え るだ け『で カー ド分類 索 引 の

どの記 録 を も呼 出す こ とが で き るo
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メ ッセ ー ジの管理

この 機 能 の 目的 は,ロ ー カ ル端 末 装 置(2260),ま た は遠 隔 端 末装 置

(1050,2740),ま た は カー ド,磁 気 テー プない し磁 気 デ ィ スクに

よる古典 的入 力装置 よ りの 全 て の請 求 に答 え る こ とに ある。 これ らいず れ の

場 合 にお い て も制御 プ ロ グ ラムは メ ッセー ジ,対 応 す る応 用 プ ログ ラムに送

達 され る べ き待期 中 の待 期 列 の情 報 を 引受 け る。 メ ッセー ジ ない し変 化 に は

2種 あ るが これ は識 別 しなけ れ ば な らないo

一入 力 さ れ るに したが っ て応 用 プ ログ ラムに送 達 され る即 実行 メ ッセー ジ。

(こ れ は た とえ ば配 送 に関 す る検 討.変 更 の場 合 で あ る。)

一 任意 に時 間 を変 え て実 行 され ,待 期 カー ド分類 索 引 に ス トック して最 終

的 に要 求 の あっ た 時 に実 行 さ れ る メ ッセー ジ。(こ れ は た とえ ばそ の 出

力が ロ ソ トに よって グ ルー プ分 類 され る配送 資 料 を作成 す る場 合 で ある)

、

確 実 性

リア ・レ.タ イ ム応 用 に於 け る確実 性 の問 題 は そ の性 質が 多様 で あ り多岐 の

分 野 に亘 る。 これ らの研 究 は この 方 式(シ ス テ ム)が 考 案 され て以 来行 わ れ

て きて い る。 こSで は これ を以 下 の3つ に分 け て考 え てみ る。1.プ ログ ラ

ム の確実 性2.カ ー ド分 類 索引 の確 実性3.応 用 自体 の確 実 性

、

プ ロ グ ラムの確 実 性

これ は大部 分 が 制御 プ ログ ラムの モ ジュ ラー 構 成 の概 念 に基 づ いて い る。

小 制 御 プ ログ ラムの1つ に エ ラーが 生 じて も,こ の小 プ ログ ラ ムが請 求 さ れ

てい る場 合 は 勿論 シス テ ム を完 全 に停止 させ て しま うこ とに な る。 しか し,

エ ラー をつ きとめ る方 法 ま たは そ の訂 正 方 法 は簡 単 に され ては い る。 これ ら

エ ラー の大 部 分 は 通 常 シス テ ムの試 用 期 間 に発見 さ れ るが,こ の試 用は 制御

プ ログ ラム全 体 を検 索 す る に十分 なだけ の 内容 と時 間 で行 わ なけれ ば な らな

いo

■
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比較 的高 頻 度 で修 正 ない し更 新 され る応 用 プ ログ ラムは,そ れ だ け高頻 度

で シス テ ムの機 能 を乱す 危 険 を伴 う。 このた め に そ の作 動 の 自由 を意 識 的 に

制限 して い る訳 で ある。 記 憶 保 護 とい う鍵 をか け て その 本 来 の作 動領 域 以外

の ゾー ン全 て の呼 出 しは これ を禁 止 してい るの で ある。 ま た そ れ 自身 の指令

で あって も これ が,本 来的 に そ れ に所属 す るの で は ない 指 令 ま た他 の 同様 の

作業 に も同時 に用 い る こ との で きる指 令 であ る場 合 は そ の 呼 出 しは で きない

よ うに な って い るo(リ エ ン トリ.プ ログ ラム)

応 用 プ ログ ラムの エ ラー は,し たが っ て,シ ス テ ム全 体 の 機能 に対 しては

実 際上 影 響 を及 ぼ さ ない 。 しか し,こ の プ ログ ラムが呼 出 しを行 った カー ド

分類 索引 の記 録 には 混 乱 が 生 じる可能 性 の ある点 を考 え に入 れ てお か なけ れ
〔、

ば な らない。 原 則 的 に,異 常 は問 題 の プ ログ ラム を排 除 し,必 要 に応 じ混 乱

の生 じた記録 を 回復 す る 制御 プ ログ ラ ムの7k準 で書 出 し以 前 に発 見 され る。

同様 に して,制 御 プ ログ ラムは変 化 の種類 に応 じて不定 時 間後 歪 曲す る プ

・グ ラム を排 除 す る。 変 化 に よって は秒 単位 で数 え た場 合 正 常 機能 時 間 を示

す が,他 の変 化 の場 合 これ が数 分 に及 ぶ こ とが あ る。

■

カー ド分類 索 引 の確 実 性

これ は何 よ りも先 ず ダ イ レク ト呼 出 しの固定 カー ド分類 索 引 に 関係 す る。

問題 は常 時 これ らカー ド分類 索引 を回 復 で きるか否 か に あ る。 こyで は この ・

回復(復 帰)の2つ の場 合 を 区別 してみ る。

一第1の ケー スは誤 っ て い て誤 って い る ことが 明 らか に さ れ てい る応用 プ

ログ ラム に より局 部 で 乱 され た カー ド分類 索引 で あ る。 特定 呼 出 し方 法

を考慮 して も最 大1刊 行 物 の総 顧 客 しか割 当て の で きな い この カー ド分

類 索 引 の局 部 回復 は 同刊 行 物 の記 録 の以前 の状 態 か ら制御 プ ログ ラ ムに

よ り自動 的 に行 わ れ,作 業 が開 始 され る まえ に正 し くコ ピー さ れ る。

一 第2の ケー ス は カー ド分 類 索 引が 一部 また は全部 無 効 と なる場 合 であ る。

この カー ド分類 索 引 の 回復 は 夜間 に磁 気 テ ー プに記 録 し,こ れに 日中修
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正 を施 した記 録 の いわ ゆ る"後 か らの"状 態 を適 用 す る要 のあ る安全 コ

ピーに より行 われ る。

回復 ので き ない カー ド分類 索 引 は系 統 的 に2部 に して保 存 され る。 いわ ゆ

る"保 全用"の2部 カー ド分 類 索 引は 通 常 カー ド分類 索 引(読 取 の で き ない

カー ド分 類 索 引)が 欠 陥 を生 じた場 合 自動 的 にそ の代 り とな る。 これ が開 発

方式 個有 の必 要 条 件 を 満 た すた め 同方式 が用 い る カー ド分類 索 引 で ある と と

もに リア ル.タ イ ム応 用 出力 カー ド分類 索引 で あ る。(端 末 装 置 での配 送 待

期 メ ッセー ジ,配 送 資料 出 力,そ の他)

、

リア ル.タ イ ム応 用 の確 実性 ＼

応 用全 体 の確 実性 は2つ の要 因 に よ り決 定 され る。 中断 の頻 度 とそ の長 さ

で ある。 この分 野 で は,ソ フ トウエ アの信 頼性 とハー ドウエ アの信 頼 性 とが

同 じ役 割 を果 たすo

中断 の原 因 が何 で あ ろ う と も,ソ フ トウエ ア回 復 の 手 順 は応 用 に よって要

求 され る条 件 ど一 致 す る時 間 内 の もので なけ れ ば な らない。 当 社 の場 合 では
d

30分 程度 の 中断 は 苦 しいが耐 え られ る限度 で あ る。 この時 間 を超 え ると重

大 な結 果 を招 く惧 れ が ある 。 この時 間 の制 約 の た め に回 復 と再 開 の手 順 に条

件が生 じる。

カー ド分類 索 引 に 損 傷 を生 じず に中断 が起 っ た場 合,2分 ごとに 制御 点 を

設け る と大 部 分 シー ク エ ン シャ ノレ.カ ー ド分類 索 引 の 位置 に よる こ とでは あ

るが平 均10分 経 過 後 処理 の再 開 が で きる。破 損 した 固定 カー ド分類 索引 の

全 体 ない し一 部 の 回 復 を必 要 とす るよ うな更 に深 刻 な中断 が発生 した場合,

この カー ド分 類 索 引 の 回復 時間 を加算 しなけれ ば な らない。 この時 間 を制限

す るため,11枚 の2316磁 気 デ ィス クに実 際 に記録 した主 要 カー ド分 類

索 引 を磁 気 デ ィス ク1枚 つ つ回 復 す るこ とが で きる。場 合 に よ り数 枚 の磁 気

デ ィス ク を同 時 に 回 復 す る こ と もで きる。

-
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結 論

使 用 し始 めて 既 に1年 に なる この 出版物 及 び 日刊 紙配 送 に関 す る リア ル.

タイ ム方 式 の応 用 装 置 は ソ フ トウエ ア及 び ハー ドウエ アそ れ ぞ れ が責 め られ

るべ き若干 の 困難 な時期 が あっ た が現 在 有 利 な状 況 の下 に機 能 を果 し てい る。

ソ フ トウエア の面 では こ れに課 せ られ た 目的 は達 せ られ て い る。 そのモジュ

ラー 及 び 開放 概 念 に よって 新 ら しい要 求 に応 じた応 用 プ ログ ラムの拡 大 のみ

で な く リア ル.タ イム方式 に よる他 の応 用 へ の展 望 が開 け て い るが ,た だ し

処 理量 が シス テ ムの可能 性(記 憶量,チ ャン ネ ノレ負 荷,そ の他)と そ れ らの

応 用 に於 て 要 求 され る応 答時 間 と両立 しなけ れ ば な らない とい う附 帯 条 件 が

付 く。

r
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端 末 装 置 の 役 割

700万 件以上 に ものぼ る記 録 が要 され る 日刊紙 及 び定期 刊 行 物 用 の 分類

カー ドの索 引 をIBM2316磁 気 デ ィ ス ク1ダ ー スに記録 す る ことが で き,

この記 録 は パ リ本 社 に設置 した端 末 装 置IBM2260あ るいは パ リ本 社 以

外 の場 所 及 び地 方 の20大 都 市 に 設置 した端 末 装置IBM2740及 び10

50よ り随 時 リア ル.タ イム方式 で呼 出 しが で き る。IBM2260端 末 装

置 を使 用 す る と配 送 所 で配達 業 務一 切 を確 認 す る こ とが で きる。特 に,

一販 売店 ま たは発 行 元か ら出 され る配 送 変 更 要 求 に応 じ各 販 売店 に 関 す る

記録 を即 日処理 で きる。毎 日約4万 件の記 録 修正 が で き るo

-1種 類 の刊 行 物 に関 す る記 録 の全 部 な い し一 部 を即 日処 理 で き る。1刊

行 物 に つ い て平均3,000件 の記 録 の割合 と して毎 日約800種 の刊 行

物 が処 理 で きるo

一 と りわけ配 送 所 間 に配 布 す るた め に使 用 され る記 録(発 行 元へ の註 文 書,

配送に関す る記録,税 関 用 書 類 そ の 他)の 印 刷 が で きる よ うな各 種 の情 報

を 日中 の一定 時 刻 に抽 出す る こ とが で きる。 一 日の うち に各種300の

刊 行物 の処 理 が完 了 で きる。

従来,カ ー ドに よって い た ため 常 時 工場 と配 送 所 間 で連 絡 を とる必要 の あ

?た これ ら註 文 一 切 が,端 末装置 よ リ リア ル.タ イム方 式 で 記録 で きるの で

ある。 従 い配 送 業 務 の流 れ が全 て リア ル.タ イ ム方 式 に よる註 文 の記録 に 関

して も,ま たそ の 引 受 け 一 註文 の 引受 実 行 は そ の場 合 に応 じ リア ル.タ イ

ム方式 ない し時 間 偏 差 方式 で行 われ るが 一 に関 して も配 送 所 で 管理 され る

こ と とな るo

、

↓

利 用

端末 装置 に よるデ ー タの入 力は コ ン ピュー タが常 時 これ を監 視 して い る 。

人 間は 仕事 を して い る うちに徐 々に覚 え 込 ん で ゆ く。 デー タの交 換 は一 切
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対話 の形 式 を取 るが こXで も コ ン ピュー タが主 役 で あ る。 この 対話 を容 易 に

す る ため,こ れ に携 わ る人 間 も 日常使 用 して い る言 語 に近 い尋 問用 語 を用 い

る こ とが で き る。 この言 語 は一 般 に企 業 で使 用 して い る200の 言 葉 また は

記 号 で構 成 され て い る。 文法 も比 較 的簡 素 であ り,特 に 出版物 配 送 問題 が 処

理 で きる よ う工夫 され て い る。 コ ノ ピュ一 夕の回 答は 文 字 で スク リー ンに示

され る か,あ るいは 入 力 す べ きデー タの リス トを整理 した回 答 表 で示 され る。

デー タ入 力 の い くつ か の実 例

以 下に示 す い くつか の 実 例 は入 力す べ き各 種 の変 化 に相 応 す る約150件

の類似 例 の中 よ り選 ん だ もので ある。

○刊 行物 の設 定

刊 行物 の顧 客 に 関す る記録 に は そ の刊 行 物 に関 す る一般 的 な表 示符 号 が附

され てい る。 この表 示 符 号 には そ の刊行 物 に関 す る一 般 的 コー ドを全 てが 場

合 に よb100を 超 え る こ と もあるが平 均 して20の 数 で含 まれ る。 写 真1

はデ ー タ の入 力 を容 易 に し,利 用者 の遺 漏 を防 ぐため コ ン ピュー タが示 した

回答 表 の一 例 を示 してい る。 これ らの デー タは次 い で写 真2が 示 す 通 りス ク

米 リー ンの左 側 に入 れ られ る。 同一 の変 化 でい くつ かの回 答 表 が必 要 とされ る

ことが あ る。 これ ら回 答 表 は 逐 次 コ ン ピュ ー タに よっ て示 され る。

○刊行物 の新 配 分計 算

写 真3は 利用 者が 入 力 した メ ソセー ジに関 す る もの で あ る。 この メ ッセー

ジで は配 送 問題 に適合 させ た言 語 が 使用 さ れ てい る。 これ は コ ン ピュー タに

よリ リア ル.タ イム方式 でデ ィコー ドされ,必 要 に応 じ リア ル.タ イム方式

または 時 間偏 差 方 式 で実 行 され る。 この例 では,VAPは1部 ～5部 の 配送

を受 け てい る販 売人 に つ い て指 定 した刊 行物 の配送 に更 に1部 を追 加 す る必

要 の あ る パ リでの 販 売人2,500名 の グ ノレー プを示 してお・り,そ の他 の販 売

(訳註)米 仏文原稿P45の 写真1,2,3,4,5の 筆写省略
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人 につ い て は配送 を80%増 大 すべ き ことを示 して い る。

MESSは 鉄 道 に より配 送 を受 け てい る販 売 店 の グ ルー プを示 し,こ れ に

関 し郊 外 の小 グ ルー プ のた め現 行 配 送 に比例 して新 らたに5,000部 の配 分,

地 方 の小 グ ・レー プの ため に15,000部 の新 らた な配 分 を計 算 しなけ れば な

らない こ とを示 して い る。最 後 に,POSTEは 郵 便 で配送 を受 け て い る販 売

店 の グ ノレー プを示 してts・り,こ れ に 関 し77,78,91等 の県 の販 売店 の

み につ い て1部 の追 加 配 送 が 要求 され て い る こ とを示 して い る。

、

L,

○顧 客 へ の配 送 変更

写 真4は 顧 客 が そ の配 送 の変 更 を受 け るた め要求 を な した の に対 す る コ ン

ピュ ー タの回 答 を示 して い る。 指定 さ れた刊 行物 に つ い て,同 顧 客 は 照合 番

号78,089で 明示 され,基 本 配送 部 数525で あ るが,2件 の 例外 を持 っ

てい る,即 ち1日 の 月 旺 日は515部,6日 の土 旺 日は595部 と なる。5

番 目の事 例 は1日 月旺 日,5日 金 旺 日,6日 土 旺 日の新 ら しい配 送 が どの よ

うに して 入 力 さ れ るか を示 して い る。

↓
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評 価 と 将 来 の 見 通 し

NMPPの 副 社長 モー リス ・オー ドワ ン氏 は,デ ィヴ ィ ッ ド ・グ ラ ンプ ラ

ッ ト氏 の 質問 に 答 え る。

計 算 機 の 出来 る前 の昔 には,NMPPは,情 報 処理の 問題 を解 決 しな くて

は な らなか った 。 す な わ ち,大 フ ァイル や,ご く短 時 間 の応 答 の もの等 を実

現す る ことで あ る。 これ らの先 駆的 な ものが,計 算 機 を導 入 す る際 に大 きな

役割 を演 じて い るか?

も ち ろん です1

出版 物 は,最 も消長 の はげ しい 商品 です 。特 に 日刊 新聞 や時 事週 間 誌 は そ

うなの です 。 そ れ故,技 術上,会 計 上 の安 全性 を保 持 しなが ら,出 来 るだ け

外 部 の 出来 事 に対 す る《 応 答時 間》 が短 か くな る事 が大 切 なの です 。

この2つ の 命 令 は す で に我 々を,1961～1962年 の計算 機 導 入 の 際 に,

磁 気 テ ー プへ と導 び いた の で あ る。 これ は,出 版 の為 に応 答時 間 が 最 大 一 日

に な ってお り,こ れ は従 来 の シ ステ ムにお い て は最 小三 日か か って い た もの

で あ る。 しか も,容 量 の たえ ず増 大 してい る フ ァイ ルの処理 は よ り確 実 に な

る もの で あ る。

端 末 機 か らの フ ァイ ルの《 オ ン ライ ン》 処 理 は,シ ステ ムの 内部 応 答 時

間 を数秒 に縮 少 し,複 雑 な計算 の 場合 に お いて も,せ い ぜい 数 分 に した の で

あ る。 この ファイ ル の処理 と実 施 の期 間 は,こ の実 施に よ って 出 て くる資 料

の 印 刷・ 伝 達 の 時 間 に比較 す る と無 視 し得 る もの に な ってい るので あ.る。

は っ き りい って,少 な くともた だ ち には,我 々は,我 々の管 理 セ ン ターが

地理 的 に分 散 して い る事 や,価 格 の理 由か ら,リ モ ー トバ ッチ方 式 や,さ ら

べ

に グ ラ フ ィ ックデ ィス プ レー方 式 を行 う事 は 出来 ない の であ る。

フ ラ ンス,又 は 外 国 にお い て比 較 され る他 の シス テム との関係 にお いて 独

創 的 な特 色 は どん な点 で あ るか?

適 切 に言 え ば,第3区 域 の大 企 業 にお い て フ ラン ス又 は ヨー ロ ッパ で現実
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に 存在 す るの と同 じ大 き さの もの との 比較 に お いて は我 々の《 リア ル タイ

ム》 シス テ ムの特 に独 創的 な 点は ない。

リアル タイ ム処理 の あ る哲 学 が こ の タィ ブの 最初 の設 備 か ら引 き出 され た。

私 は特 に,GroupeDrouotの デ ー タ通 信 の 旧 ンステ ム と同様 に航 空 会 社座

席 予約 の経 験 につ い て考 え て い る の で あ る。

我 々の シス テ ムは,こ れ ら先 駆 的 な デー タを考 慮 し,企 業 の固 有 な要求 に

あ わせ て発 展 させ る よう努 力 して い る。

ただ し以 下 の点 に関 して 強 く主 張 す る。

一 端 末 器 の拡大 的 使 用 ,特 に会 話 モー ドのCRTの 使 用 。 これ に よる柔 軟

性 と便利 さは デ ー タ導 入 の為 の 他の 手 続 を実 際 的 に 省 くよ うに導 び い たの で

あ る。 この導 入 の ス ピー ドと安 全 性 は,我 々の 予 想 を上 回 ったの で あ る。

一 リアル タ イ ムの パー テ ィシ ョンの 内にお け る《 マ ルチ タス ク》 の 手 法

に よる システ ム作 動 特性 の最 適化 。 こ の最 適化 は,入 カー 処理 一出 力の仕 事

の カバー を,数 多 くの メ ・セー ジの 同時 処理 に よってお こな う結 果 と して の

み で な く,制 御 プ ログ ラムの正 確 に研 究 され た機 能 の結 果 と して も 出 て くる

もの であ り,そ して この 制御 プ ログ ラ ムは,標 準 開発 シ ステ ム よ りは るか に

タ ス ク管 理 にお い て強 力 に作 動 す る もので あ る。

一 処理 プ ログ ラムの モ ジ ュー ル構 成:出 来 るだけ 柔 軟性 を もつ よ うに設 計

され た 制御 プ ログ ラムに よ って 外界(端 末 機 と ファイ ル)と コ ミュ ニ ケー シ

ョ ンを行 う自動作 業 の 手法 で あ るが これ は大 した困 難 な しに新 機 能 を導 入 す

る こ とを 可能 にす る。

この程 度 の大 きさの もの を 実用 化 す るに は あ る程 度 の期間 のか か る計 画が

必要 と され るはず で あ る。 予 備 的 研 究 の期 間 は どの程 度 で あ ったか,そ して

実 用 化 の為 の年数 は,そ の あ と何 年 であ る か?

計画 は あ る程度 の期 間 とさ れ た(現 在 もなお 存在 して い る)。 長期 の 計 画

につ い て語 る こ とが 出来 る か も しれ ない 。 た だ し,こ の場 合 にお い て3,4

年 を長 期 と して言 って い る の で あ る。
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研 究は1964年 末 に着 手 され,細 部 の分析 と プ ログ ラム作 成 は1966年 秋

に な され た。1968年 秋 の 《 リア ル タイ ム》 の 漸進 的導 入 に際 して,私 達は

リアル タイ ムで 処理 され た《 オペ レー シ ョン プ ロ》(す なわ ち ア プ リケー

シ ョンブ ・グ ラム)の 少 な くも4分 の3を 完 成 した。

我 々は1969年 の未 も し くは 年の 始 め には,こ の漸進 的 導 入 の 作 業 は,田

舎 の 代理 店 に関す る 外は,終 了 した とい うこ とが で きる。 この 期 間 は長 い よ

うに もみ え る。 これ は,フ ァイルの量 が多 く,シ ス テ ムが 複 雑 で あ り,安 全

性 の絶 対 的 要求 の為 なの で あ り,発 展 の各 段階 にお いて 《2重 処理 》 が 不

可欠 なの であ る。 我 々は,印 刷物 の 配布 をお くらせ る こ とは 出来 ない の で あ

る。

そ の 後 の 段階 は,多 分,我 々に と っては,1972年 ご ろ まで かか る で あ ろ

う。

あ なた は,こ の投 資 の費 用 と効 果 を評 価 しま した か?

操作 費 用 は大体1400万 フ ランで これ は大 体4つ に分 け られ ます 。 す なわ

ち,分 析 と プログ ラムの 補助 費(第2世 代 の計算 機 の応 用の メ ンテ ナ ン ス と

発 展 に必 要 な経 費 に関 す る),新 しい ブ ・グ ラムの実施 の 機械 費,2重 作 動

を す る 設 備 費,そ して新 しい場 所 の設 備 費(こ こには,電 流 制御 の 糸 を も

ふ くむ)で あ る。

投 下 資本 の5年 間 の 内 の3年 間 の 償却 の 勘定 は,そ の性 質上,投 資 効 果 は

あ が って い る。 これ は,も た ら され た サー ビスの 拡張,要 求 され た定 員 の減

　

少,地 方 に あ る代理 店 にお け る せ ん 孔 カー ド.大 きな部 分 の 除去 に よる も

の で あ る。

指 標 で示 せ ば,我 々の販 売網 を通 じて 売 られ る新 聞 や 出版 物 の 最 高 値 に対

す る計算 機 の税 を除 い た負 担率 は,サ ー ビスの 質 の飛躍 的 向上 に もか か わ ら

ず,こ の5年 間 に0、65%か ら0.35%に 下 が って い る。

我 々は10月 号 で《 リアル タ イム システ ムの実 現 の困 難 性 》 とい う題 で

討 論 を載 せ た が,あ な たは 参 加 者達 の意見 に同意 します か?
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私 は全 面 的 に,交 換 され た 大 多 数の 提案 に賛 成 です 。 これは 何 もお どろ く

こ とは な いの です 。 なぜ な ら我 々は あ る参 加 君 達 と続 い て コ ンタ ク トを保 っ

て いる か らで す 。特 にGroupeDrouotとLaRedouteと は,直 接 に あ

る いは,IBM《EuropeanGuide》 大 型 計 算機 の ユー ザー連 盟 フ ラン

ス支 部 を通 じて 行 って い ます 。

特 に3つ の 点が 私 の 注 意 をひ き ま した。

1。 安 全性 の問 題 に特 に 重 点 をお く現 実 的 設 計 を行 う必 要性 が あ る。 こ の

安 全性 は,実 際 問題 と して は ま だ,機 械 の2重 化 や,フ ァイ ルを2重 化 す る

こ とや,少 な くも,少 し手 の こん だ手 法 に よって フ ァイ ル を保 存 す る こ とに

よって(基 本 フ ァイ ルの コ ピーを しば しば と る,そ して,修 正 した もの を記

録 す る こ と)達 成 され る。

2。 標 準 端末 機 を使 用す る為 に 大 部分 の 企業 が な さなけ れ ば な らぬ努 力。

しか し,我 々は,こ れ らの端 末 機 の発 展 を望 む こ とが 出来 る。 特 に中速度

(大 体100字/秒)の シ リー ズ の もの にお い て 出来 る の であ る。 この 中速

度 の もの は《 タ ィ ブ ラィ タ一型 》(15字/秒)と,大 端末 機(300行

/分,す な わ ち300字/秒)と の中 間 を位 す る もの であ る。 商業 上 の応 用

機 種の大 部 分 は,デ ー タ通 信 に お いて,適 当 な価 格 でか な り大 容量 の 印 刷出

力 を必要 とす るの で あ る。

30《 特 殊 ソ フ トウエア》 を作成 す る利 益 は,応 用 が あ る域 に達 した と

きには(端 末 機 の 数 や,処 理 す べ き メ ッセ ー ジの量 等 に お いて)存 在 し,設

計 者 の一 般 ソ フ トウエ アは,基 本 にお い て 役 に立 つ の であ る。 この方 式 は し

た が って,あ る種 の特 殊 《 パ ッケー ジ》 の 中 に応 用 され てお り,た とえ ば

航 空機 の予 約 の為 にIBMに よ って準備 され たPARSプ ログ ラム に よって

応 用 され た。

も しあ な たが今 日,貴 社 の もの に比較 しうる リア ル タ イ ム システ ム を実 現

す る方 向に 進 まな けれ ば な らない と した ら,貴 社が な さ ったの と異 な った解

決 を選 択 す る であ ろ う よ うな問題 が あ り ます か?
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先 験 的 に は,私 は あ る とは 思い ませ ん 。少 な くと も《 ア プ リケー シ ョン

ソ フ トウエ ア》 の一 般 的 設 計 に 関 して は 。す なわ ち一 般 構成 と処理 プ ログ

ラムに 関 して は 。

しか しなが ら,私 は,ハ ー ドウエ アの安 全性 の 問 題 は,も っ と違 った よ う

に調整 で きる こ とを望 み ます 。た とえば,す べ ての 入 出 力 エニ ッ トに 対 して,

つ な ぐと ころの チ ャ ン ネル を持 った,多 重 プ ロセスの 機 器 に よ り,そ して,

故障 の場 合 の シ ステ ムの 回復 と,ワ リコ ミな しに,ダ ウン してい る時 に 作動

を続 け る こ とを,ダ イナ ミ ックに実 現す る一 般 ソ フ トウエ ア を そ な え た 機

器 に よ り,調 整 され る もの です 。

実 際 の機 器 の 各 構成 部 分 の信頼 性 が どん な もの で あろ うと,複 雑 な シ ステ

ムの 故障 は 高 く,リ ア ル タイ ムの応 用 の 障 害に な っ てい る の で あ る。 予備 シ

ス テ ムへ の 切 り替 え は,し ば しば長 くか か りす ぎ,環 境 の 制御 は,端 末機 の

数 や距 離 が 増 加す るに 従 っ て ます ます デ リケー トに な って きて い る。2つ の

シ ステ ムに よ る2重 同 時 処理 は,か な り高 価 な解 決法 で あ り,ご くわ ず かの

ユー ザー に しか許 され ない もの で あ る。

も し,ハ ー ドウエ ア計 画 にお い て 多 くの メー カー にお いて 良 き ア プ ローチ

が な され てお れば,リ アル タ イムの 処理 にお いて提 出 され た困難 な問題 に対

して 適 用 され る ソ フ トウエ ア ま で,ユ ーザ ーが 準 備 す る こ とは ない よ うに

思 わ れ る。

将来 の 段 階 は どの よ うに な るで しょ うか?ハ ー ドウエ ア の 永 久 的 発 展 は

貴 社 に とって 障害 で は あ りませ ん か?

私 は まつ 質問 の2番 目の部 分 に対 して答 え ます 。我 々の シ ステ ムの 実 用化

にお け る必 要 な努 力 の大 きさ と,ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの モ ジ ュー ル

タイ プに よって許 され る発 展 の利 害 得失 を考慮 して,我 々は,ハ ー ドウエア

の 最 も重 要 な 部 分 を安 定化 させ る こ とに 決定 したの です 。す なわ ち,CP

U,デ ィス ク装 置,CRT端 末 機 は リー ス運 転 の対 象 で あ り,何 が起 こ ろ う

と1974年 までは保 存 され るで しょう。 したが って,処 理 に関 す る発 展 は
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1972年 まで 可能 です 。 リア ル タ イ ムに関 しては3つ の段 階 が 予見 され る。

1970年:'

・地方 の 代理 店 にお け る デ ー タ通 信 の拡 張 の 終 り

・再 仕 入(販 売 中 の 出版 と最 後 の 出版 の 緊急 の再 仕入)の 命 令 の 処理 を,本

社 に あ る20の 補助2260型 端末 器 と,2780型 ラ イ ンプ リンタ ー

(300行/分)一 台 と,パ リ地 区の 店 に あ る1050型 で も って,行 うこ

と。

・新聞 や 出版 物 の主 た る編 集 者 の と ころに,中 央 看 視の 為,約20台 の2740

型(タ イ プ ライ ター)の 補 助 端 末器 を備 え 付け る こ とであ り,こ の 中央 ファ

イル看 視 は,《 デー タ銀 行 》 と,端 末 網 にお け る交 換 伝達 を送 る もの と し

て作 動す る。

1971年:

・さ らに大 きな割 合 の2740型 端 末 機 をIBM2750型 自動 メ ッセ ー ジ

スイ ッチ ングで むす びつ け る こ とで あ り,こ の設 置は1970年 末 には され

なけ れ ば な らない 。 この,同 期2本 伝 達 線 に よって360シ ス テ ムに 結 び つ

け られ て い る,私 的 電 話 式 自動 メ ッセ ー ジス イ ッチ ングは,音 声電 話 にお い

て も,デ ー タ伝達 にお い て も,多 くの 特 別化 され た連 絡 を利 用す る こ と を可

能 にす る で あろ う。 これ は 又,2740型 端 末 機 の 遠隔連 結 を保 障 しなが ら,

メ ッセ ー ジ スイ ッチ ングの い くらか の作 動 を《 リアル タイ ム》 計 算 機 より

免除 す る であ ろ う。

・漸 進 的 に2740型 端 末 機 を《 分析 》(卸 し倉庫)に 設 備 す る こ とで あ

り,《 分析 》 は,区 域 の 新 聞 商 にお け る サ ー ビス の改善 の た め に設 け られ

た もの で あ り,パ リ と,そ の郊 外 の地 域 の市 町 村 にお い て我 社 を代表 す る も

の で あ る。 この 端末 機 は,2750型 自動 メ ッセー ジスイ ッチ ング に接 す る

ところ の特 別電 話 式 連 結 を利 用す る であ ろ う。

1972年:

特 に,会 計,取 引上 の分 野 にお い て1970年,1971年 と平 行 した 計 画 が
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み

な され,分 配 過程(リ ア ル タ イム)よ り出 て くる情 報 と他 の応 用範 囲(バ ッ

チ)よ り 出て くる 情報 と の合 成 が,管 理 の情 報 処 理の トー タ ル シス テ ム(I

MIS)の 型 式 の下 に 予 期 され,リ ア ル タイム な しに 周期 的 に なされ(情 報
●

の性 質 や 周期 性 に従 って 毎 晩,毎 週 又 は毎 月)か つ,CRT又 は タイ プ ライ

ター端末 機 の よ うに異 な った タィ ブの端 末 機 で も って リアル タ イ ムで 照合 を

行 うの で あ る 。

そ れ故,ハ ー ドウエ アの発 展 は,発 達 の この 計 画の展 開 に影 響 を与 え う る

要 因 に な る とは お もえ ない。 しか し,1972年 頃 に は,《 第4世 代 》 と呼

ば れ て い る もの に対 して,没 頭 しなけれ ば な らな い こ とは,ほ とん ど確 実 で

あ る。

先験 的 に は,か つ これ は新 しい物 の 性 質 を知 ら ない た めにそ うな るの で あ

るが,ひ か え 目に い って,我 々は,我 々の 作 りあ げ ると ころの ソ フ トウエ ア

の 最 大 限 な(そ して,も し可能 な らば 全 て を)保 存 しか つ,我 々の応 用 物

の 一般 的 な 構造 を保 存 す る よ うにつ とめ るで あ ろ う。

心
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12.経 営総合 システ ム計画区推進 する銀行

〃LeCreditLyonnais〃

o
調 査 先LeCreditLyonnais

所 在 地1QBoulevarddesItaliens,Paris2e,France

調 査 年 月 日1970年11月12日

面 接 者M・J・deCorbiere(Etat-Major:Department,

d{Electroniqueetd'Automatisme

調 査 者 吉 田,河 野,鈴 木,久 保,佐 瀬

↓ 、、

1概 要 お よび 所 感

1863年 創 立 とい う古 い 歴 史 を もっ た銀 行 が,増 大 す る事 務 を能 率 的

に処 理す るた め,常 に新 ら しい 方式 の研 究 導 入 を図 ってい る。 す なわ ちす

でに30年 以 前 か ら,パ ンチ カ ー ド方式 の処 理 を手 がけ,コ ン ピュ ー タに

関 して も初期 の ものか ら現 在 に至 る10年 以 上 の間,順 次 た ゆ まず 研 究 を

進 め,改 善 を図 って お り,今 後 も長 期 計 画 を もって,大 規 模 の 総合 オ ン ラ

イン ・シス テ ム化 を進 め よ う と して い る。 コ ン ピュ ー タの 管 理 運 用 の組 織

体 制 も,従 っ て規 模 は大 き く,ま た ソフ トウ ェアの面 で も多 くの ア プ リケ

ー シ ョン プ ログ ラムの 開 発 は い うま で もな く ,独 自にオ ペ レ ーテ ィ ング ・

シス テ ムま で を も開発 して い る とい う こと,さ らに現 在 はMISを 完 成 さ

せ よ う と努 力を続 け て い る こ と等,長 い 機械 化の 努 力 の蓄 積 を感 じさせ ら

れ るo

なま㍉ フ ランス に お い ては,各 銀 行 とも機械 化 を進 めて お り,3年 後 を

期 して手 形交 換 等 の業 務 を 磁気 テ ー プベ ー スで行 な うこと と話 が ま とま っ

て お り,BanquedeFraneeが 中心 と な って計 画 を進 め てい る とい う話

が注 目され るo

、
・

,身
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2.詳 論

2-1組 織

で

1963年 創 立 と い う140年 近 くの 歴 史 を も っ て い る こ の 銀 行

は,現 在 資 本 金3億 フ ラ ン,総 預 金 額 は300億 フ ラ ン で,世 界 で

14番 目,フ ラ ン ス 国 内 で は つ リ国 民 銀 行(BanqueNationale

deParis)に 次 い で2番 目 の 銀 行 で あ る 。 約2,000の 支 店 網 を

有 し,従 業 員 数 は 約35000人 で あ る 。

こ の 銀 行 の 業 務 機 械 化 の 歴 史 も 相 当 に 長 く,す で に1940年

頃 か ら パ ン チ カ ー ド方 式 に よ る 機 械 化 の 経 験 を 積 ん で お り,そ の 上

で コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に ふ み き っ て10年 の 歴 史 を も っ て い る 。 こ

こ の 機 械 処 理 部 門 は,昨1969年 に 組 織 変 更 が 行 な わ れ,従 前 の

本 店 内 の み の 〃CentresElectroniques(電 子 計 算 セ ン タ ー)〃

か ら,経 営 陣 直 属 の 一 部 門 と し て の 〃Departmentd{EIectron

iqueetd'Automatisme(略 称D・E・A・ 電 子 計SCteよ び 機

械 処 理 部)〃 と な り,出 先 機 関 に も 設 置 し て い る 各 種 の 機 器 に よ る

処 理 全 般 に 対 す る 総 括 監 督 を も 司 る こ と と な っ た 。 従 っ て こ の 部 門

が 指 揮 す る 機 械 処 理 関 係 担 当 従 業 員 は 各 支 店 に 亘b8000人 以 上

の 多 数 に 及 ぶ こ と と な っ て い る 。
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2-2D.E.Aの 組 織

現在 の組 織D・EAの 本 部構 成 は 次 の とお りで あ る。

Etat-Major

但.deC・r・b:ere)

Administration Orientation

etStructure

1 1
AnalySeet

PrOgra㎜atioin
Systemes Ateliers

、

」.、

(1)Administration(15人)人 事 支 店 管 理 等 の 業 務 担 当 ス タ ッ フ

(2)OrientationetStructure(7人)ス タ ッ フ と し て 技 術 的

専 門 業 務 を そ れ ぞ れ に 担 当,将 来 計 画 等 は こ こ で 検 討 さ れ,編 成 さ

れ る 。 現 在 特 記 す べ き は,一 部 担 当 者 が マ イ ク ロ フ ィ ル ム 利 用 の 方

式 を 検 討 中 。

(3)Analyseetprogra㎜ation(120人)parisとMelunに

分 れ て い る 。 新 ら し い プ ロ グ ラ ム 開 発 と,現 行 プ ロ グ ラ ム の 編 成 改

良 を 担 当

(4)Systems(50人)シ ス テ ムXエ ン ジ ニ ア 部 門,IBM担 当 と

GE担 当 に 分 れ る 。

(5)Ateliers(200人)デ ー タ ・ セ ン タ ー で,機 器 の 運 用 を 担 当

す る。地 方 現 場 部 門 に 対 し て の 監 督 権 を も っ て い る 。

,』

2-3コ ン ピュ ー タ導 入

小 切 手,手 形,証 券,ク ー ポ ン等 の取 扱 量 の増大 と,決 済 期 間 短縮
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♪

の 必 要 か ら,各 種 の サ ー ビ ス の 自動 化 が 図 ら れ,発 展 し て き た 。 す な

わ ち ま ず パ ン チ カ ー ド方 式 に よ り証 券 会 計 の 処 理 を は じ め,こ の 方 式

で 戦 後 に は,現 金 会 計,株 式 関 係,取 立 業 務 等 も 順 決 機 械 化 し て きた 。

こ れ が1958年 じ く 降 は,順 決 コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に よ り置 き か え

られ て い く。 す な わ ち,1958～59年:外 国 取 引 業 務 用 にGA-

MMAAET,取 立 業 務 用 にBULLを 導 入

1960:は じ め て の 磁 気 テ ー プ 利 用 方 式 の コ ン ピ ュ ー タ,IBM

-t650を 導 入

1961～62:IBM1401,IBM7070の 導 入

1963:IBM7070を,7074に 置 き 換 え

1965:IBM360/30,次 い でGE425の 導 入

1966:最 初 のIBM360/65の 設 置

1g6g:GE635の 導 入

こ れ ら の プ ロ グ ラ ム は,1,000余bの も の を 自 主 開 発 し た 。IB

M360/65に つ い て は,オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ま で も 自 主 開

発 し た と い うo

子

禽

2-4現 在 の 機 器 設 置 状 況

(1)現 有 の 主 な る シ ス テ ム と し て は,第 二 世 代 の コ ン ピ ュ ー タIBM

1401を10台 余:第 三 世 代 コ ン ピ ュ ー タ で はIBM360/30

(2台),IBM360/65(4台),GE425(3台),G

E635(1台)の 多 数 に 及 ん で い る 。

(2)Parisに はIBM360/65を2台,マ ル チ プ ロ セ ッ サ と し て

有 し,ま たGE635(1台)とGE425(3台)が 設 置 さ れ て

い る 。GE425に はMICRが 設 続 さ れ て い る 。

郊 外Levalloisに は 別 に 計 算 セ ン タ ー を 置 き,IBM360/

65(2台)を 有 して,本 店 のIBM360/65と はPCM方 式
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CIIタ イ プ ラ イ タ

(50台)

「

IBM3919

(95台)

IBM

2314

(8台)

/
/

/

IBM

360/65

IBM

360/65

IBM

360/65

PCM方 式

IBM

360/65

GE115

(MICR)(1台

IB]VI2740

(7台)

(LeVallois)

(Paris)

1______
一

!
/

/

MIC

R

MIC

R

ー

.

◆
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0

に よ る 専 用 回 線 で 結 ん で い る 。 計 算 セ ン タ ー か ら は パ リ地 区 の 支 店

に 回 線 を も ち,端 末 機 と し てIBM3919(95台),CIIタ

イ プ ラ イ タ(50台),IBM2740(7台),GEIl5(M

ICR)(1台)等 を 結 ん で,顧 客
,証 券 等 の フ ァ イ ル 管 理 の シ ス

テ ム を 形 成 して い る 。

こ の シ ス テ ム の 構 成 は,概 略 次 の と お り で あ る 。

(3)こ の ほ か,Melun,Rouba'ix,Tours,Vatenceの4個 所 の 地 域

管 理 セ ン タ ー にCIIの コ ン ピ ュ ー タ を 設 置 し て お り,当 該 地 域 の

顧 客 の 勘 定 処 理,支 払,及 び 中 央 へ の 連 絡 業 務 を 行 な っ て い る 。

(4)LyonとBayeuxで は そ れ ぞ れ2台 のIBM1401と1台 のI

BM360/30が,当 該 地 域 の ク ー ポ ン 処 理 業 務 を 行 な っ て い る 。

(5)業 務 内 容 と し て は 小 切 手 決 済 処 理55%,フ ラ ン ス ・ イ タ リ ー ・

ス ペ イ ン を 含 む 手 形 交 換 業 務20%,ド イ ツ ・ ス エ ー デ ン を 含 む 送

金 業 務20%,残 り5%が 統 計 そ の 他 で 将 来 のMISに つ な が る 業

務 と な っ て い る 。 な お 小 切 手 決 済 の 業 務 量 と し て は,パ リ地 区 で

&500万 件/年,そ の 他 の 地 区 で も&500万 件/年 の 多 き に の

ぼ っ て い るo

己

直

2-5将 来 計 画

コ ン ピ ュ ー タ に 頼 る べ き 業 務 は,年 率12%程 度 で 伸 び て き てk・

り,今 後 も さ ら に 有 効 な シ ス テ ム 活 用 を 要 求 さ れ て い る 。 こ のD

EA部 門 で は,現 在,機 器 設 備,利 用 技 術 の 大 幅 な 拡 張 計 画 を

検 討 し て い る 。 そ の 姿 は 大 体 次 の よ う な も の で あ る 。

(1)南 ・東 フ ラ ン ス の た め にLyon-Rillieux,北 ・西 フ ラ ン ス の た

め にTours,パ リ 地 区 の た め にBoissy-Saint-Leger,以 上3個

所 に 大 型 機 を 配 置 し た コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー を 置 き,40000

bits/secの 回 線 で,図 の よ う に 結 ぶ 。 こ の シ ス テ ム は,現 在 あ る
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地 方 シ ス テ ム(す な わ ちMelun,Roubaix,Tours,Valence,Lyo

nの5個 所)に と っ て 替 る も の と な る 。 当 面,パ リ地 区 セ ン タ ー と

な る べ きBoissy-Saint-Legerに 設 置 す るIBM370/165

の 導 入 は,1971年 中 に 行 な わ れ る こ と と 決 定 し て い る 。

こ れ ら3個 所 の セ ン タ ー(サ ブ セ ン タ ー)に そ れ ぞ れ 周 辺 の 各 支

店 を オ ン ラ イ ン で 結 び,ト ー タ ル シ ス テ ム を め ざ す 。 当 面,パ リ周

辺 はGE115のMICRを ・増 設 す る こ と が 手 は じ め と な る が,い

ず れ 数 年 の う ち に フ ラ ン ス 全 土 を カ バ ー す る,伝 送 網 を 完 成 さ せ る

こ と と な ろ う。

、

古

Boissy-Saint-Leger

GEIIS

(50台)

IBM370/155

(2台)

IBM370/165

(2台)

Lyon・Rillieux

IBM360/65

(2台)
.
倉

(2)こ の シ ス テ ム 増 強 計 画 の た め に,D・E・A・ 部 門 の 人 員 は,現

在 の400人 が1971年 末 に は500人 に な る 予 定 で あ る 。 ま た

所 要 経 費 は,1971年 度 予 算 が1億2,000万 フ ラ ン で あ る も の
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、
α

が1975年 度 で は2倍 の2億4,000万 フ ランに な る予 定 で ある。

業 務 処 理 件数 は,40万 件/月 を見 込 ん でい る。

(参 考)フ ランス の15の 一 流銀 行 が手 形交 換等 の業 務 を磁 気 テ ー

プ に よ り行 な うと い う計画 が進 め られ て い る。 各銀 行 か ら磁 気 テ ー

プ をBauquedeFranceに 集 め,交 換業 務 を行 なお うとす る もの

で 現 在BanquedeFranceが 中心 と な り,各 銀 行 の担 当 者 が寄 っ

て 仕様 を決 定 す る作 業 中,完 成 は3年 後 の予 定 との こ とで あ る。

●.
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15・ オ ン ライ ン リア ル タイ ム シス テ ムの強 化 をめ ざすGr・upeDr・u・t

先

地

査

在

調

所

調査年 月日

面 接 者

調 査 者

GroupeDrouot

1・PlaceVictorienSardouxi78Marley-le_Roi

France

1970年11月13日

　
PhdeRouge

P.Benassouli

吉 田,佐 瀬,久 保,河 野

、

』

1.概eetS・ よ び 所 感

GroupDrouotは1946年 か ら1948年 に か げ て 個 人 向 け 保 険 業

務 に 携 わ る 保 険 協 会5社 の 連 合 体 と し て 結 成 さ れ た も の で あ り,Groupe

を 構 成 す る 各 協 会 は 各 自 そ の 法 的 商 業 的,財 政 的 に 自 立 性 を 保 ち つS完 全

な 共 同 管 理 に 入 る 協 約 に 合 意 し て で き た も の で あ る 。

実 際 にGroupDrouotの 理 事 会 は 各 社 か ら 構 成 さ れ て お り,本 部 建 屋

な ら び に 設 備 機 器 は 共 有 に な っ て い る 。 一 般 経 費 は 各 社 の そ れ ぞ れ の 活 動

に 比 例 し て 分 担 さ れ て い るo

GroupeDrouotは1956年 以 来 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 経 験 を も ち,社

長 に 直 属 し た2人 の 専 門 家 に よ っ て シ ス テ ム の 検 討 が 続 け ら れ,large

coresizeandfastaccess→randama'ccess→teleprocessi㎎

へ と着 実 な 歩 み を た ど っ て き て い る 。 し か も ア プ リ ケ ー シ ョ ン.プ ロ グ ラ

.ム は も ち ろ ん の こ とOS廻 り の ソ フ ト ウ エ ア に つ い て も 自 力 開 発 を 行 な っ

て い る こ と は 注 目 に 値 す る と い え よ う。

ま た,パ リ郊 外 の す ば ら し い 環 境 の 地 に 超 近 代 的 な 建 物 を 新 設 し,豪 華

な 設 備,例 え ば 会 議 室,講 堂,休 憩 室,食 堂 な ど を 完 備 し て い る 様 子 を 案

内 さ れ,ま さ に 目 を 見 張 る 思 い で あ っ た 。
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2.詳 論

2.1会 社 の 概 要

GroupeDrouotは 現 在

LaCompagnieGeneraled'Assurance

LePatrimoine

工」aConfinanceIndustrielleduNord

LaVieNouveUe

Star,0㎞nia,EsSaada

の7社 で 構 成 さ れ 各 社 は そ れ ぞ れ 別 々 に し た 会 社 が,1人 の マ ネ ジ ャ ー

で エ ー ジ ェ ン ト を 所 有 し て 独 自 に 活 動 し て い る が,し か し な が ら全 般 的

な 運 営 管 理 を し て い る 。

2.2機 械 化 の 歴 史

GroupeDrouotは 大 型 計 算 機705を ヨ ー ロ ッ パ で 最 初 に導 入 し た

企 業 で あ る(1956年)。 そ の 後 種 々 の プ ラ ン に つ い て 検 討 し た 結 果,

1965年 に パ リ か ら 近 郊 のMarlyrle-Roiに 移 転 し オ ン ラ イ ン の サ

ー ビ ス .ネ ソ ト ワ ー ク の 運 用 を 開 始 し た 。 そ れ は 中 央 装 置 と し て701

0を 使 用 し,8本 の 専 用 電 話 回 線 の ネ ッ ト ワ ー ク が 結 び つ い た マ ノレチ プ

レ ク サ ー1440,さ ら に48の 地 方 セ ン タ に 置 か れ た56個 の タ ー ミ

ナ ノレか ら 構 成 さ れ た 。 こ の シ ス テ ム で 契 約 書 の 印 刷,経 理 や 統 計 の た め

の 報 告 書 や 記 録 の 作 成 に 用 い ら れ た が,デ ー タ フ ァ イ ル へ の 即 時 ア ク セ

ス や マ ノレチ プ ロ プ ロ グ ラ ミ ン グ は 出 来 な いoタ'一 ミ ナ ル か ら の メ ッセ ー

ジ の 一 部 分 の み が リ ァ ノレタ イ ム 処 理 さ れ,そ の 他 は バ ッ チ 処 理 さ れ る も

の で あ っ た0

2.3現 在 の シ ス テ ム

1968年 か ら サ ー ビ ス を 開 始 し た 新 しい シ ス テ ム は,リ ア ル タ イ ム

処 理 の 機 能 を 一 段 と 強 化 し た も の で あ り,2つ の360/50で 構 成 さ れ て

い るo
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第1の360/50は512KBの メ モ リ ー と4チ ャ ン ネ ル の1/O装 置 を

持 ち 同 時 に 多 く の オ ペ レ ー シ ョ ン を 行 な う こ と が で き る 。CPUに は7

つ の デ ー タ.セ ル が 接 続 さ れ て お・り,28億 字 の 容 量 を も ち,300万

の 契 約 と 約70万 の 災 害 事 故(自 動 車)の 記 録 を 入 れ る こ と が で き る 。

平 均 ア ク セ ス 時 間 は1/2秒 で あ る。 ま た9個 の デ ィ ス ク を 持 つ2314

が 設 置 さ れ て お・り,2億 字 の 容 量 を も ち,こ れ に は4,000の エ ー ジ ェ

ン ト と1万 人 の 鑑 定 人 の フ ァ イ ル,そ の 他 生 産,保 険 料 金,災 害 に つ い

て の 統 計 を 記 憶 で き る 。 そ の 他8つ の 磁 気 テ ー プ,デ ッ キ,カ ー ド リー

ダ,高 速 プ リ ン タ が つ い て お・り,リ ア ル タ イ ム 処 理 と 印 刷 を 同 時 に 行 な

う こ と が 可 能 で あ るo'

こ の シ ス テ ム に は 種 類 に し て4,数 に し て 約70台 のtermina1が つ

な が れ て い る0

105050台(遠 隔 地 の オ フ ィ ス.に あb)

2260CRTデ ィ ス プ レ イ8台(本 部 建 物 内 に あ り 内1台 は 社

長 室 に 置 か れ て い る)

27404台(保 険 証 券 の イ ン プ ッ トに 使 用)

TC102(オ リ ベ ソ テ ィ 製)9 ,台(会 計 や 統 計 作 成 用)

第2の36Q/60は256KBの メ モ リー を も ち,3台 の2311,11

デ ソ キ のM/T,3台 の プ リ ン タ(600行/秒),14180CRが つ い

て い る 。 こ の シ ス テ ム で は 会 計 や 統 計 作 成 な ど の 標 準 的 な 管 理 業 務 が マ

ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ で 利 用 し て い る0

2-3シ ス テ ム の 特 色

現 在 の シ ス テ ム の 主 要 な 機 能 は 遠 隔 地 の タ ー ミ ナ ノレか ら イ ン プ ソ ト し

て フ ァ イ ル を 更 新 す る こ と で あ り,本 シ ス テ ム の 問 題 点 は デ ー タ セ ル の

機 械 的 メ カ ニ ズ ム の ト ラ ブ ル で あ るoこ の た め フ ァ イ ノレは マ ス.メ モ リ

ー と 磁 気 テ ー プ の2重 に 構 成 さ れ て い る 。 ま たIndexsequential

accessmethodで は 高 価 に つ くの でdirectaccessmethodを 自
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ら 開 発 し,保 険 番 号 か ら 直 接 ト ラ ッ ク 番 号 を ア ク セ ス す る こ と が で き る 。

1968年 時 点 で はIBMはTeleprocessingの ソ フ ト ウ エ ア を も

っ て い な か っ た の で 次 の2つ の 保 障/保 護 の 方 法 を 開 発 し た 。 第1は 即

時 回 復 法 を 開 発 し,再 ス タ ー ト手 順 を 確 立 し た 。 第2にDestruction

fileの 方 法 を とbactivefileは ま ずdiscへ 入 れ,同 様 の デ ー タ

を 磁 気 テ ー プ に 収 め て い る 。 現 在 .月1回discfileを 磁 気 テ ー プ の デ

ー タ に よ っ て 再 組 織 し て い る
。

本 シ ス テ ム は,リ ア ル タ イ ム シ ス テ ム に ト ラ ブ ノレが 発 生 し た 時 は チ ャ

ネ1レ を マ ニ ュ ア ル で バ ッ チ 処 理 シ ス テ ム と 切 り 換 え る こ と が で き るo約

15分 を 要 す るo

プ ロ グ ラ ム は 大 部 分 ア セ ン ブ ラ ー で 書 か れ て い る 。 こ れ は フ ァ イ ル を

で き る だ け 少 く し,シ ス テ ム の 性 能 を 高 め る た め に は 必 須 の 事 で あ る 。

2-4ソ フ ト ウ エ ア 要 員

こ の シ ス テ ム を 開 発 す る た め 最 盛 時 に は50人 の プ ロ グ ラ マ が 従 事 し

た が,現 在 は30人 が 仕 事 に 従 事 し て い る 。 こ の 他 に 研 究 グ ル ー プ が あ

る 。 情 報 シ ス テ ム 関 係 は 新 し い ア プ リ ケ ー シ ョ ン の プ ラ ニ/グ に 従 事 し

経 済,技 術, .商 業 な ど の 専 門 家 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 営 業 関 係 に は5

人,統 計 関 係 に は3人 の 専 門 家 が 研 究 開 発 に 従 事 し て い る 。 本 シ ス テ ム

は き わ め て 統 合 さ れ た 複 雑 な シ ス テ ム で あ り,こ れ を 構 成 す る プ ロ グ ラ

ム は600～700に 達 して お・り ,全 部 自 動 開 発 で あ る 。

プ ロ グ ラ マ ー の 仕 事 の 大 き な 部 分 は 旧 シ ス テ ム か ら 新 シ ス デ ム へ の 変

換 で あ っ た 。 社 内 に お け る プ ロ グ ラ マ ー の 養 成 の た め 専 門 の イ ン ス ラ ク

タ ー が お・り,コ ー ス は3月 で 終 了 す る 。

2-5処 理 業 務 の 概 要

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム で は2つ の タ イ プ の ア プ リケ ー シ ョ ン,す な わ ち

IRと リ ア ノレ タ イ ム 処 理 か ら な っ て い る 。IRで は,従 業 員 と く に 遠 隔

地 の 従 業 員 が つ ね に 最 新 の 記 録 と コ ン タ ク ト を と る こ とが で き,端 末 を
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通 じて保 険 契 約,代 理 店,顧 客,さ らに 鑑定 人 の ファ イルに ア ク セス し

た り,各 種 の統 計 を利 用 す る こ とが で きる。

リア ル タ イム処理 では事 故 災 害 の記 録 や経 理計 算,被 保 険者 や代 理 店

へ の信 用 の 供 与 な どの即 時 記入 で あ る。

事 故 災害 の リァ ノレタイ ム処 理 は 端 末1050を 通 じて行 な われ,こ の

端末 は テー プへ の読 み と り書 きこみ の 機 能 を もっ てい る。 災害 の記 入 と

と もに保 険 契 約 フ ァイ ・レと災害 ファ イ ルの 更新 を行 な う。 そ して回 答 が

端 末 の プ リン タ に打 ち出 され,関 係 の ドキ ュ メン トが作 成 され る 。

事故 災害 に関 す る管 理 的 お・よび経 理 上の 処理 も同 じ く リア ル タ イム に

行 なわれ る。 これは 災害 フ ァイ ノレの更 新 と,も し必 要 で あれ ば地 方へ の

送 信 で あ る。

会計,経 理 業 務,被 保 険 者,代 理 店 へ の信 用 の供 与 は,会 計 用 ター ミ

ナ ・レを通 じて行 なわれ る。 同 時 に銀 行 に送 金 明細 書 の発送 を し,他 方 で

銀 行 勘定 を更 新 す る。毎 日11,000件 が リア ル タ イム処 理 され,う ち

60%が 事 故 災 害 関係 の もの であ り,そ の他 の通 常業務 につ い て は20,

000件 が処 理 され て い る。

2-6将 来 計 画

現 在 使 用 して い るデー タ.セ ルに は満 足 してい ないo現 状 で フ ァ イル

へ の ア ク セス の頻 度 が平 均 値 の倍 の 値 に も達 してお り,し ば しば トラブ

ノレを発 生 して い る。従 って37(レ/155の 新 しいrandomaccessmemo.

ry、3330を5台 と新 しい磁 気 テ ー プ装 置 の導 入 を考 慮 して い る。

ア プ リケー シ ョ ンと して は現在 の顧 客 フ ァ イル と保 険証 券 フ ァ イ ルの

他 に新 しい ファ イ ルを加 え て両 ファ イ ノレを リン クす るこ とを考 え て い る。

これは1人 の顧 客 でい くつ もの保 険 を持 ってい るの でそ の間 合 せ を容 易

に す るた めで あ る。 か くす る ことに よっ て営 業 活動 に も役 立つ し,収 入

状 況 の把 握 や代 理 店 に対 す る各 種 の 指示 をす る こ とに役 立つ こ とに な る 。
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参 考

L白t616traitementauGroup6Drouot. ..
cl6dglad6centralisation .'

'

ー

　

や

　
ー

Premiereentrepriseeurop6ennea

s'6tre6quip6ed'unordinateur96ant.

un705,en1957,leGroupeDrouotamis

enservicele2juin19651epremier

r6seaueurop6endet616traitement,

Concurremment.iltransf6raitさ

Marly-le-RoisonsiOgeadministratif,

jusqutalorsinstall6AParis,arangledes

川esDrouotetdeProvence .Cesdeux

r6aTisationsontpermisunet田nsformation

comp|Otedel'organisation,centr6e

d6sormaissuri'utilisationd'unensemble

61ectroniquedet616traitement.

じ6quipementduGroupesecomposait

alorsd'unordinateurcentral7010

etd「UnOrdinateUr1440SerVantde

multiplexeur,auquel6taientreli6s,parun

r6seaudehuit|ignest616phoniques

sp6cia|is6es,56terminauxinstall6stant

dansles48centresr6gionauxquedans

lesdiff6rentsservicesdusiOge.Cet

ensemble6taitcompl6t6parplusieurs

ordinateursdepuissancemoyenne

prenantleretaiderordinateurprincipal、

notammentpourrimpressiondescontrats,

des6tatsetdesdocumentslesplusvari6s,

ainsiquePourrex6cutiondestravaux

comptablesetstatistiques.

Cet6quipement,toutefois,ne

permettaitni1'accesinstantan6a

rensembledesfichiers,nila

multiprogrammation:unepartieseulement

desmessagesenprovenancedes

terminauxpouvait6tret〆ait6eθntemps

r6el,rautrefaisantl'objetd'untraitement

entempsdiff6r6.

Aussi,leGroupθDrouota・t・ilmis

enserviceenoctobre1968,unnouvel

6quipementcorrespondantmieux白ses

besoinsetpermettantuneg6n6ralisation

dutraitθmententempsr6el.
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Cet6quipementcomprenddeux

ordinateurs360moddlo50.do

configurationl6gbromentdiff6rente・

しepremierordinateur360estdot6

d'unem6moiredθ5120000ctets、disposθ

de4callauxd'entr(…e・sortieetpeutainsi

!raitersimultan6mentplusieursop6rations

diffCrentes.Al'unit6centralesontreli6es

7m6moires白cetlules,type2321,

repr6sentantunecapacit6destockage

de2βmilliardsdecaract色res,00sont

enregistr6splusde3millionsdecontrats,

environ700000dossiersdesinistre.

ainsiqueler6pertoiredesnomsdes

assur6setlesnum6rosd'immatricutation;

letempsmoyenぱaccOs合runedes

informationscontenuesdanscefichier

estd'unedemトseconde,Cem色mθ

ordinateurdispose6galementdem6moires

bneufdisquesamovibles、type2314,dont

lacapacit6、d'enregistrementestde200

millionsdecaract6res,repr6sentant|es'

informationsconcernant4000agences

et10000experts,ainsiquelesstatistiquθs

deproduction,deprimes,desinistres、

Parailleurs,huitd6rouleursdebandes,

unlecteurdecartes,etuneimprimante

rapidepermettentdeproc6der,en

simultan6it6avecletravailentempsr6el,

さcertainStravauxd'impression.

L6secondordinateur、dotθd'une

m6moirede2560000ctets,estutilis6en

multiprogrammationpourtraiterdes

travauxclassiquesdegestion.

Autourde4canauxd'entr6e-sortie

(dontuncanalmultipte)sontconnect6s

3m6moiresadisquesamovibles2311,

totalisant21milHonsdecaractさres、

11d6rouleursdebandes,3imprimantes

b6001ignesparminute,11ecteuい

perforateurdecartesetllecteur

optiquedecaractさres.

L'6quipementdet616traitement

comprend66terminauxdont49tθrminaux

1050,6quip6sdelecteursetdeperforateurs

debandesdepapier,8unit6sd'affichage

cathodiquθ2260,4terminaux

conversationnelsAclavier2740et5

terminauxAfonctionscomptablesTC102

01輌vetti.

Lesunit6sp6riph6riquesetles

terminauxconstituentunpoolde

ressourcesetilesttoujourspossib|θde

constitueruneconfigurationpemettant

der6atiserlestravauxdet616traitement,

cent「6esurrunourautredesdeux

ordinateurs.
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Versuneg6n6ralisationdutraitement
entempsr6el.

じaccesdirectbdenombreuxfichiers

permθtd6sormaisdedisposerd'une

banqued'infomationspermettant

rinterrogationeUetraitementimm6diats.

Cependant、pourlemoment,1「entr6e

desinformationsentempsr6eln'estpas

96n6ralis6epourtouslestravauxdu

GroupeDrouot,notammentencequi

concerner6missiondespolicesetdes

avenants.Let616traitement,end6finitive,

comportedeuxtypesd'apP|ications:

1'interrogationdefichiersetletraitement

entθmpsr6el.

じinterrogationdefichierspθrmθtaux

employ6s,ceuxdeprovinceenparticulier,

d'etreconstammθntencontactavec

desarchivesvivantesetactua|is色es:

partesteminaux,ilsonta'ccOsauxfichiers

despo|ices,agents,clientsetexperts,

alnslquauxStatlstlqueS.

Letraitemententempsr6elporte

actuellementSurleSSiniStreS,Surla

comptabilisationetraffectationdesfonds

d'assur6setd'agentS.

Letraitementdessinistresentemps

r6els'effectuebpartirdesterminaux1050,

6quip6sdelecteursetdeperforateurs

debandes.L'applicationcomporte

|'ouverturedessinistres,|amiseAjourdes

fichiersρo〃ceet5/nist'θs,rimpressionde

r6ponsesapPropri6essurrimprimantedu

terminaL|apr6parationdesdocuments

correspondants.Lesmouvementsadmi・

nistratifsetcomptableSint6ressantles

SinistreSSOnt6galementsaiSisentemps

r6el,dθmaniさreamettrθ さjourlesfichiers

sin'sr'θs.etさenvoyerdesr6ponsesA

distance,sibesoinesし

Lacomptabilisationetraffectationdes

fondsd'assur6setdesagentss'e「fectuent

合partirdesteminauxcomptables;elles

donnentlieusimultan6ment合 ド6mission

dubordereauderemiseenbanque,tandis

quesontmis合jourlescomptesbancaires.

Autotal,11000mouvementssonttrai拍s

quotidiennemententempsr6e|,dont60%

onttraitauxsinistres.Lesmouvements

detypeclassiquerepr6sentent20000

6critu「es.

Aussiremarquablesquesoientles

r6sultatsobtenus,leGroupeDrouot

considさrequ'ilnes'agitencorequed'une

6tapθ:denombreuxautresmouvements,

telsqueleschangementsd"adresse,

|esr6siliations,seronttrait6sd'unefagon

similaireapartirdesterminaux.Ainsi、

est-ilpermisdepenserqueletraitement

entempsr6elaurauneplaceencorepluS

importantedansravenir,graceaux

progrestechniquescontinuelsobserv6s

etsuMsdanstouslesdomaines.
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